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特長

●HF/50/144/430/1200MHz 帯のオールモードマルチバンダー
HF帯オールバンドに加え、50/144/430/1200MHz 帯（TS-2000S/V は 1200MHz 帯追加のバージョンアップ可能）を
1つの筺体に凝縮したオールモードマルチバンダーです。アマチュア無線で主に使用される周波数帯と電波型式を幅広く
カバーし、DX QSOやサテライト通信からローカルラグチューまで多彩な運用が楽しめます。

● DSP処理で基本性能を発揮
16bitDSP チップを 2基使用し、100MHz の高クロック動作で、32bit データ処理と等価な倍精度演算を実現。さらに 24bit
分解能のAD/DAコンバーターによる IF DSP をメインバンドに搭載。またサブバンドにはAF DSP を採用。HF帯はもちろん 
V/UHF 帯においてもDSPの効果を発揮します。

●同時受信可能なサブバンド搭載
メインバンドはHF/ 50/ 144/ 430/ 1200MHz 帯をオールモードで送受信が可能。サブバンドには、144/ 430MHz 帯
（AM/ FMモード）の受信部を単独で搭載しました。メインバンドとサブバンドの組み合わせにより2波同時受信が可能となり、
144/ 430MHz 帯では同一バンド 2波同時受信が可能です。

●オートアンテナチューナー内蔵（1.9 ～ 50MHz 帯までのアマチュアバンドをカバー）

●サテライト専用メモリーを持ったサテライトモード搭載

●各バンドに対応したANTコネクターと、HF帯受信専用ANTコネクターを装備

機種間の違い
機種間の違いは次のとおりです。詳細は下記の表をご覧ください。
１.1200MHz 帯の有無。
２. 送信出力の違い。

機種名 1200MHz帯の有無
送信出力（( ) 内は AM出力です）

HF帯 50MHz 帯 144MHz 帯 430MHz 帯 1200MHz 帯
 TS-2000S 無 100W(25W) 100W(25W) 50W(25W) 50W(12.5W) ̶
 TS-2000V 無 10W(5W) 20W(5W) 20W(5W) 20W(5W) ̶
 TS-2000SX 有 100W(25W) 100W(25W) 50W(25W) 50W(12.5W) 10W(2.5W)
 TS-2000VX 有 10W(5W) 20W(5W) 20W(5W) 20W(5W) 10W(2.5W)

付属品
付属品が全てそろっていることを確認してください。

注意：

◆ 梱包箱などは、移動するときやアフターサービスのご依頼などのために保管しておくことをおすすめします。

DC電源コード ..................................................................................1
8 ピン DIN プラグ （EXT.CONTコネクター用） .......................1
7 ピン DIN プラグ （REMOTEコネクター用） ..........................1
予備ヒューズ 4A,25A （TS-2000S/SX用） ........................各 1
予備ヒューズ 4A,15A （TS-2000V/VX用） ........................各 1

ねじセット （MB-430 用） .........................................................1 組
保護シート （MB-430 用） .......................................................... 4
保証書 .............................................................................................. 1
JARL 入会申込書 .......................................................................... 1
取扱説明書 （本書） ........................................................................ 1

注意：

◆ TS-2000S/V については 1200MHz 帯追加のバージョンアップが可能です（有料）。詳しくは JVCケンウッドカスタマーサポートセンターにお
問い合わせください。
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製品を安全にご使用いただくため、この「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。お読みになったあとは、
必要なときにご覧になれるよう大切に保管してください。

絵表示について　 
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ
うになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示
しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定され
る内容を示しています。

　　　　絵表示の例　

△記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを
告げるものです。図の中や近くにある絵や文章は具体的な注意
内容を示しています。

○記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や
近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）を示してい
ます。

●記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセ
ントから抜いてください）が描かれています。

・ お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障・その他の不具合およびこの製品の使用によっ
て受けられた損害につきましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませ
んので、あらかじめご了承ください。

安全上のご注意

　  注意

　  危険

　 警告
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警告
■使用環境・条件

● アマチュア局は、リニアアンプ使用の有無にかかわらず
自局の発射する電波がテレビやラジオやステレオ等の受
信や再生に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡
を受けた場合には、電波法令（運用規則258条）に従っ
て直ちに電波の発射を中止し、障害の程度、有無を確認
してください。

● 電子機器（特に医療機器）の近くでは使用しないでくだ
さい。電波障害により機器の故障・誤動作の原因となり
ます。

● 空港敷地内、中継局周辺では絶対に使用しないでくださ
い（電源も入れないでください。）。

 運行の安全や無線局の運用・放送の受信に支障をきたす
原因となります。

● 本機を使用できるのは、日本国内のみです。外国では使
用できません。

■設置されるとき

● 電源コードを接続する前に、必ず取扱説明書をお読みに
なり、電源電圧を確認してください。

● 送信時には大きな電流が流れますので、DC電源コード
接続の際は、必ず付属のDC電源コードを使ってくださ
い。

 火災・感電・故障の原因となります。
● DC電源コード接続の際は極性を間違えないように十分
注意してください。

 火災・感電・故障の原因となります。赤の配線はプラス（＋）
極、黒の配線はマイナス（-）極です。

● DC電源コードやAC電源コードを傷つけたり、破損し
たりしないでください。

 また、重いものをのせたり、加熱したり、ひっぱったり、
無理に曲げたり、ねじったりすると、コードが破損し、
火災・感電・故障の原因となります。

● DC電源コードを加工したり、ヒューズホルダーを取り
除いて使用することは、絶対にしないでください。火災・
故障の原因となります。

● ぬれた手でDCコネクターや電源プラグに触れないでく
ださい。感電の原因となります。

警告
■本機の取り扱いについて

● 長時間の連続送信はしないでください。
 発熱のため本体の温度が上昇し、やけどの原因となります。
● この製品は布や布団で覆ったりしないでください。
 熱がこもり、火災の原因となります。直射日光を避け、風
通しの良い状態でご使用ください。

● 電源を入れる前に、音量を下げてください。聴力障害の原
因になることがあります。

● この製品に水をかけたり、水が入ったりしないよう、また
ぬらさないようにご注意ください。

 火災・感電・故障の原因となります。
● この製品を水などでぬれやすい場所（風呂場など）では使
用しないでください。

 火災・感電・故障の原因となります。
● この製品の近くに小さな金属物や水などの入った容器を置
かないでください。中に入った場合、火災・感電・故障の
原因となります。

● この製品は調整済です。分解・改造して使用しないでくだ
さい。

 火災・感電・故障の原因となります。

■DC安定化電源の使用について

● 指定以外のDC安定化電源は使用しないでください。
 火災・感電・故障の原因となります。
● AC100V以外の電圧で使用しないでください。
 火災・感電・故障の原因となります。
● 出力端子に接続するDC電源コードは、必ず付属のヒュー
ズ入りDC電源コードをご使用ください。

 火災・感電・故障の原因となります。
● ぬれた手でDC安定化電源の電源プラグに触れたり、抜
き差ししないでください。

 感電の原因となります。
● DC安定化電源の電源プラグと他の製品の電源プラグを
タコ足配線しないでください。

 過熱・発火の原因となります。
● DC安定化電源の電源プラグをACコンセントに確実に
差し込んでください。

 電源プラグの刃に金属などが触れると、火災・感電・故
障の原因となります。

● DC安定化電源の電源プラグの刃にほこりが付着したま
ま使用しないでください。

 ショートや過熱により火災・感電・故障の原因となります。
● 出力端子には定格（出力電圧、出力電流）を越えないよ
うに機器を接続してください。

 電源トランスに内蔵されている温度ヒューズが切れる原
因となります。この温度ヒューズは交換不可能ですので、
ご注意ください。

■オプションの取り付けについて

● オプションの組み込みでケースを開ける場合は、必ず電
源スイッチを切り、DC電源端子からDCコネクターを
とりはずして（または電源プラグをACコンセントから
抜いて）、取扱説明書をよくお読みになりおこなってくだ
さい。その際、指定以外の場所には、絶対に触れないで
ください。

 火災・感電・故障の原因となります。

安全上のご注意
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警告 注意
■設置されるとき

● この製品とRTTY装置やTNCなどの外部機器のDC電
源を共通にしないでください。

 火災・故障の原因となることがあります。
● この製品のDC電源コードやDC安定化電源のAC電源
コードを熱器具に近づけないでください。

 コードの被ふくが溶けて火災・感電・故障の原因となる
ことがあります。

● テレビやラジオの近くには設置しないでください。
 電波障害を与えたり、受けたりする原因となることがあ
ります。

● RTTY装置やPCの近くには設置しないでください。
 ノイズを受信する原因となることがあります。
● 直射日光が当たる場所など、異常に温度が高くなる場所
には設置しないでください。

 内部の温度が上がり、ケースや部品が変形・変色したり、
火災の原因となることがあります。

● 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、風通しの悪い場所、
タバコの煙が多い場所には設置しないでください。

 火災・感電・故障の原因となることがあります。
● ぐらついた台の上や傾いた所、振動の多い場所には設置
しないでください。

 落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。
● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場
所には設置しないでください。

 火災・感電・故障の原因となることがあります。
● この製品のDC電源端子からDCコネクターをとりはず
すときや、DC安定化電源の電源プラグをACコンセント
から抜くときは、コードを引っ張らないでください。

 火災・感電・故障の原因となることがあります。必ずDC
コネクターまたは電源プラグを持って抜いてください。

● この製品を移動させる場合は、必ず電源コードやケーブ
ル等をとりはずしてからおこなってください。

 電源コードやケーブルが傷つき、火災・感電・故障の原
因となることがあります。

■保守・点検

● この製品のケースは、別売のオプションを取り付ける場
合以外には、開けないでください。

 けが・感電・故障の原因となります。内部の点検・修理は、
お買い上げの販売店または JVCケンウッドカスタマ－サ
ポートセンターにご依頼ください。

■アンテナを設置されるとき

● アンテナコネクターには50Ω系の同軸ケーブルを使用
して、50Ωのアンテナを接続してください。また同軸
ケーブルやアンテナのインピーダンスマッチングをとり、
SWR=1.5以下でご使用ください。

 送信出力の低下や電波障害の原因となることがあります。
● 容易に人体などに触れることができないように設置して
ください。

 アンテナ線は非常に高い電圧（数kV）になることがある
ため、けが・感電・故障の原因となることがあります。

● 通常、人が出入りできるような場所（屋上やベランダな
ど）にアンテナやアンテナチューナーを設置する場合は、
その高さが人の歩行、その他起居する平面から2.5m以
上離して設置してください（電波法施工規則第22条、第
25条参照）。

 けが・感電・故障の原因となることがあります。
● テレビやラジオの近くには設置しないでください。
 電波障害を与えたり、受けたりする原因となることがあ
ります。

● 火災・感電・故障・けがに対する保護のため避雷器をご
使用ください。

■異常時の処置について

● 万一、異常な音がしたり、煙が出たり、変な臭いがする
などの異常な状態になった場合は、すぐに電源スイッチ
を切り、DC電源端子からDCコネクターをとりはずし、
DC安定化電源の電源プラグをACコンセントから抜い
てください。そして煙が出なくなるのを確認してからお
買い上げの販売店または JVCケンウッドカスタマ－サ
ポートセンターにご連絡ください。お客様による修理は、
危険ですから絶対におやめください。

 そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。
● 万一、内部に水や異物が入った場合や、落としたり、ケー
スを破損した場合は、すぐに電源スイッチを切り、DC
電源端子からDCコネクターをとりはずし、DC安定化
電源の電源プラグをACコンセントから抜いて、お買い
上げの販売店または JVCケンウッドカスタマ－サポート
センターにご連絡ください。

 そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。
● ヒューズが切れたときは、切れた原因を調べて対策した
あと、必ず指定容量のヒューズと交換してください。原
因を調べてもわからない場合やヒューズを交換してもす
ぐにヒューズが切れる場合は、すぐに電源スイッチを切
り、DC電源端子からDCコネクターをとりはずし、DC
安定化電源の電源プラグをACコンセントから抜いて、
お買い上げの販売店または JVCケンウッドカスタマ－サ
ポートセンターにご連絡ください。

 そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。
● 雷が鳴り出したら、安全のため早めに電源スイッチを切
り、本機およびDC安定化電源の電源プラグをACコン
セントから抜いて、ご使用をお控えください。またアン
テナには触れないでください。

 雷によっては、火災・感電・故障の原因となります。
● この製品を持ち運ぶときは、落としたり、衝撃を与えな
いようにしてください。けが・故障の原因となります。
万一、この製品を落としたり、ケースを破損した場合は、
すぐに電源スイッチを切り、DC電源端子から DCコ
ネクターをとりはずし、DC安定化電源の電源プラグを
ACコンセントから抜いて、お買い上げの販売店または
JVCケンウッドカスタマ－サポートセンターにご連絡く
ださい。

 そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。
● DC 電源コードまたは AC電源コードが傷んだら（し
ん線の露出、断線など）、お買い上げの販売店または
JVCケンウッドカスタマ－サポートセンターにご連絡く
ださい。

 そのまま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

安全上のご注意
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注意 注意
● 良好なアースをとってください。
 感電やテレビ、ラジオなどへの電波障害の原因となるこ
とがあります。

● アースをとるときには、ガス管、配電用のコンジットパ
イプ、プラスチック製水道管などに、絶対に接続しない
でください。また、空調機や給水ポンプなど、他の機器
のアースと共用しないでください。

 他の機器が誤動作する原因となることがあります。

■本機の取り扱いについて

● アンテナを接続しない状態で、送信しないでください。
 火災・故障の原因となることがあります。
● EXT SP（外部スピーカー）端子、MIC（マイクロホン）
端子には指定のスピーカー、マイクロホン以外は接続し
ないでください。

 故障の原因となることがあります。
● EXT SP端子にヘッドホンを接続しないでください。
 EXT SP端子は外部スピーカー専用端子で、大出力が出
て、耳を悪くする原因となることがあります。ヘッドホ
ンは、PHONES端子に接続してください。

● ハンディートランシーバーをこの製品に近づけないでく
ださい。

 ハンディートランシーバーから雑音が聞こえる原因とな
ることがあります。その場合は、ハンディートランシー
バーをこの製品から離してください。

● 旅行などで長期間この製品をご使用にならないときは、
安全のため必ず電源スイッチを切りDC電源端子から
DCコネクターをとりはずし、DC安定化電源の電源プラ
グをACコンセントから抜いてください。

■リニアアンプの使用について

● リニアアンプを設置されるときは、リニアアンプの取扱
説明書に従い、周辺に通風スペースを十分にとってくだ
さい。

● リニアアンプは重量がありますので、設置されるときは、
しっかりとした水平な台または机に設置してください。

● 電源は、リニアアンプの定格より余裕のあるものを用意
してください。

 たとえば、家庭用の 30AブレーカーによるACライン
にて、リニアアンプと他の製品（クーラーや冷蔵庫など）
を共用した場合には、それぞれの定格電流の合計が30A
以内でも、それぞれの電源スイッチ、またはサーモスタッ
トが入った瞬間に、ブレーカーが作動してしまうことが
ありますので、ご注意ください。

● リニアアンプとアンテナ、無線機との接続は確実におこ
なってください。

 火災・感電・故障の原因となることがあります。
● リニアアンプを使用されるときのアンテナは、許容入力
電力がリニアアンプの最大出力以上のアンテナをご使用
ください。

 ビームアンテナ等で、トラップやコイルが挿入されて
いるアンテナの場合、入力電力がアンテナの規格を越
えると、それらのコイルが焼損する原因となることが
あります。

● リニアアンプを使用されるときのアンテナは、SWRの
低い（1.5 以下）アンテナをご使用ください。

 火災・感電・故障の原因となることがあります。
● 良好なアースをとってください。
 感電やテレビ、ラジオなどへの電波障害の原因となるこ
とがあります。

● リニアアンプによってはCWフルブレ ークイン動作ので
きない機種があります。リニアアンプの取扱説明書をご
確認のうえ、操作してください。

 故障の原因となることがあります。

■保守・点検

● お手入れの際は、安全のため必ず電源スイッチを切りDC
電源端子からDCコネクターをとりはずし、DC安定化電
源の電源プラグをACコンセントから抜いてください。

● 水滴が付いたら、乾いた布でふきとってください。汚れ
のひどいときは、水で薄めた中性洗剤をご使用ください。
シンナーやベンジンは使用しないでください。

安全上のご注意
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アンテナの設置と接続
アンテナ系統はアンテナ、同軸ケーブルおよびアースから
成り、十分注意して設置することにより本機は高性能を発
揮します。正しく調整された 50Ωのアンテナ、50Ω系の
同軸ケーブルおよび接続コネクターを使用してください。
接続箇所はすべて汚れを取り除いた状態でしっかりと締め
付けてください。

接続が終わったら、SWRが 1. 5 以下となるように同軸ケー
ブルとアンテナのインピーダンスを合せてください。SWR
が高いと送信出力が低下し、ラジオやテレビなど家電製品
への電波障害を与えたり、本機にも障害を与える場合があ
ります。信号が歪んでいるというレポートを受けたときは、
アンテナが効率的に送信していない可能性があります。

HF/ 50MHz 帯用のアンテナは本機背面のANT 1 コネク
ターに接続します。HF/ 50MHz 帯用のアンテナを 2本使
用する場合は、第 2アンテナをANT 2 コネクターに接続
します。144MHz、430MHz、および 1200MHz 帯（TS-
2000S/V はバージョンアップ可能）用のアンテナは本機背
面にあるそれぞれのアンテナコネクターに接続します。

アンテナの設置と接続（→p.1)

ア－スの接続（→p.2)

アンテナ系統や火災・感電・故障・けがを避ける避ける
ための避雷器の設置（→p.2)

DC電源の設置と接続（→p.2)

必要な周辺機器（別売のオプションを含む）を本機
に接続します（→p.3,81,85～90) 。
・ マイクロホン
・ アンテナチューナー
・ 電鍵またはマニュピレーター
・ TNC/RTTY装置
・ RC-2000モービル
　  コントローラー

・ ヘッドホン
・ 外部スピーカー
・ PC
・ リニアアンプ
・ モービルマウンティング
　  ブラケット

PANELCOM

ANT 2 ANT 1

ANT
144

AT ANT 1.2G

DC
13.8V

ANT
430

ACC2EXT. CONT REMOTE
HF
RX ANT

PADDLEKEYGND

2 1

警告：

◆ アンテナを接続しないで送信をおこなうと、本機を破損する場合
があります。必ず送信前に本機にアンテナを接続してください。

◆ 固定局で使用する場合は、火災、感電、故障、けがを避けるた
め、避雷器の取り付けをお薦めします。

注意：
◆ アンテナの SWRが 1.5 より高くなると、本機の保護回路が動
作します。SWRの低いアンテナを使用してください。
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アースの接続
感電などの危険を避けるため、アースを正しく接続してく
ださい。まず 1本または数本のアース棒か、大きな銅板を
地中に埋め、これを本機のGND端子に接続します。この接
続には太めの導線か、できるだけ短く切った銅の帯金を使
います。

危険：　

◆ ガス管、配電用のコンジットパイプ、プラスチック製水道管な
どは、絶対にアースに使わないでください。アースの効果がな
いばかりではなく、事故や火災の原因となります。

避雷器
落雷による火災、感電、故障、けがを避けるためには、避
雷器を設置する以外にも方法があります。家の外に設置し
てあるアンテナ接続パネルのところでアンテナ系統の接続
を外します。次にこのアンテナ接続パネルを地面から引い
たアース線に接続し、本機とアンテナ接続パネルを接続し
ます。雷が発生したときはこのアンテナ接続パネルと本機
を分離すれば、より安全です。

DC電源の接続
本機を使用するには、DC13. 8V の DC安定化電源が必要
です。直接 ACコンセントに接続することはできません。
付属のDC電源コードを使って本機をDC安定化電源に接
続してください。DC安定化電源の電流容量は TS-2000S/
SXが 20. 5A、TS-2000V/VXが 15A以上必要です。

TS-2000S/V/SX/VXDC
安定化電源

黒(−) 赤(＋)

ヒューズホルダー

DC
13.8V

まず、DC電源コードをDC安定化電源に接続します：
赤色の導線をプラスの端子に、黒色の導線をマイナスの端
子に接続します。
次にDC電源コードを本機のDC13. 8V 電源コネクターに
接続します。
電源コネクターに奥までしっかりと押し込んでください。

注意：

◆ DC電源コードを接続する前に、必ずDC安定化電源の電源ス
イッチを切ってください。

◆ すべての接続が終了するまではDC安定化電源の電源プラグを
ACコンセントに差さないでください。

補助足の利用
本機の下側に補助足がついています。パネル面を上向きに
したいときは、図のように補助足を手前に引いてください。

補助足を引く

ヒューズの交換
もしヒューズが切れた場合は、原因を調べて対策したあと、
必ず指定容量のヒューズと交換してください。もし新しい
ヒューズでも切れてしまう場合は、DC安定化電源の電源プ
ラグを抜き、JVCケンウッドカスタマ－サポートセンター
か、あるいはお買い上げの販売店にご連絡ください。外部
アンテナチューナー用のヒューズ交換は、94ページをご覧
ください。

ヒューズの場所 ヒューズの電流容量

本機内部
(p.94)

4 A
（外部アンテナチューナー用）

付属のDC電源ケーブル 25 A（TS-2000S/SX）
15 A（TS-2000V/VX）
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マイクロホン

ヘッドホン

マイクコネクター(パネル面から見た図)

TS-2000S/V
/SX/VX

・ 電鍵 
・ バグキー
・ エレクトロニックキーヤー
・ PCキーヤー出力

+GND GND dash dot

外部スピーカー

・ パドル

アクセサリーの接続
前面パネル
■ ヘッドホン（PHONES）
モノラルまたはステレオのヘッドホン（4～ 32Ω／プ
ラグはφ 6. 3mm）を使用できます。ヘッドホンを接続
すると、内蔵スピーカー（またはオプション（別売）の
外部スピーカー）からは音が出なくなります。

■ マイクロホン（MIC）
インピーダンス 250 ～ 600 Ωのマイクロホンを使用
できます。マイクロホンからのプラグを本機のMIC コ
ネクターに完全に差し込み、固定リングを時計方向に
回してしっかりと締め付けてください。本機に適合す
るマイクロホンはMC-43S、MC-52DM、MC-60S8、
MC-80、MC-90 です。MC-44、MC-44DM、MC-45、
MC-45DMは、本機には使用できません。

注意：
◆ MC-80、MC-52DM は生産を終了しています。

背面パネル
■ 外部スピーカー（EXT. SP1／ EXT. SP2）
本機には、2つの異なる受信部があります。そのため、
外部スピーカーを接続すると、2つの音声を別々に出力
できます。通常は両方の音声を 1個の内蔵スピーカーか
ら出力します。
背面パネルには、2個の外部スピーカー用のジャックが
あります。外部スピーカーを EXT. SP1 に接続すると、
本機の内蔵スピーカーから音声が出なくなります。外部
スピーカーを EXT. SP2 に接続すると、接続した外部ス
ピーカーと内蔵スピーカーの両方から音声が出ます。外
部スピーカーはインピーダンス 4～ 8Ω（標準 8Ω）、
プラグはφ 3. 5mmで 2極（モノラル）のものを使用
できます。

注意：　

◆ EXT. SP1/EXT. SP2 ジャックは外部スピーカー専用の端子で
す。大きな音を出せるので、ヘッドホンを接続すると、耳を悪
くすることがあります。ヘッドホンは接続しないでください。

■ CWのためのキー（PADDLE／ KEY）
内蔵のエレクトロニックキーヤーを使ってCWを運用
するには、パドルを PADDLE ジャックに接続します。
パドルにはφ 6. 3mmで 3極のプラグを使用します。
内蔵のエレクトロニックキーヤーを使わずにCWを運
用するには、電鍵、バグキー、外部エレクトロニックキー
ヤー、または PCキーヤーからのプラグを KEYジャッ
クに接続します。プラグはφ 3. 5mmで 2極のものを
使用します。外部エレクトロニックキーヤーまたは PC
キーヤーは、プラスのキーイングを使います。キーと本
機はシールド線で接続してください。

注意：
◆ 内蔵キーヤーについての詳しい説明は、“エレクトロニック
キーヤー” をご覧ください（→ p. 42）。
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初めて操作する（HF/ 50MHz帯）

r [MAIN]を押し、VFO A が選ばれていることを確認し
ます。
“  A”が表示されます。表示されていない場合は、[A/ B]
を押して “  A” を表示させます。

t ノイズが適当な大きさで聞こえるまで、MAIN AFつま
みをゆっくりと時計方向に回します。

y [ ＋ ]/ [ － ]を押してHF/50MHz 帯のアマチュアバン
ドを選びます。

u [LSB/ USB/ AUTO]、[CW/ FSK/ REV]または [FM/ 
AM/ NAR]を押し、運用モードを選びます。
・ それぞれのキーの 2番目のモードを選ぶには、同じ
ボタンをもう一度押してください。たとえば、[LSB/ 
USB/ AUTO]を押すたびに LSBと USBのモード
が切り替わります。

i FMを選んだ場合は、ノイズ音が聞こえなくなる位置ま
でMAIN SQLつまみをゆっくりと時計方向に回します。
・ MAINバンドLED（[MIC/ CAR]の上）が消灯します。
・ LSB か USBを選んだ場合はこの操作を飛ばして次
へ進んでください。

o 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、周波数を
合わせます。

この章では、本機を初めて操作する場合に必要なキーやつまみにつ
いて説明をします。

q つまみを以下のようにセットしておきます。
・ MAIN AF ：反時計方向いっぱいに回す
・ MAIN RF GAIN ：時計方向いっぱいに回す
・ MAIN SQL ：反時計方向いっぱいに回す

w DC 安定化電源の電源を入れます。

e [ ]（POWER）を電源が入るまで押し続けると電源が
入り、“HELLO” が表示されたあと、周波数やSメーター
などが表示されます。
・ 電源を入れる際、2秒以上押し続けると電源が切れ
ますのでご注意ください。

・ 電源を入れたあと、もう一度 [ ]（POWER）を押
し続けると電源が切れます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

基本的な操作について説明します。詳細については 8ページ以降をご覧ください。
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初めて操作する（HF/ 50MHz帯）
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q 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、使用され
ていない周波数を選びます。

w [AT/ ANT 1/2]を短く押します。
・ “ ” が表示されます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

e 内蔵アンテナチューナーが動作するまで [AT/ ANT 1/ 
2]を押し続けます。
・ “ ” が点滅を始めて [MIC/ CAR]の上のMAIN
バンド LEDが赤く点灯します。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

・ チューニングは 20秒以内に終了します。終了する
と “ ” の点滅が止まります。

・ チューニングが 20秒以内に終了しない場合は、エ
ラービープ音が鳴ります。[AT/ ANT 1/ 2]を押し
てエラービープ音を止め、チューニングを中止しま
す。[AT/ ANT 1/ 2]を押さないとチューニングは
約 60秒間続きます。アンテナ系統をチェックして、
もう一度操作 1からやり直してください。

注意：
◆ チューニング中にカチカチと音が聞こえますが、これはアンテ
ナチューナーが動作する音で故障ではありません。

r LSB、USBまたはAMを選んだ場合は、[MIC/ CAR]
を押してマイクゲインを調整します（→u）。
・ “MIC GAIN 50” が表示されます。

・ FMを選んだ場合はこの操作を飛ばして次へ進んで

ください。

t [SEND]を押します。
・ MAIN バンド LEDが赤く点灯します。

y マイクロホンに向かって話します。

u LSB/ USBの場合：マイクロホンに向かって話しながら
MULTI/ CHつまみを回して、ALCメーターが適度に
振れるようにマイクゲインを調整します（ALCゾーン
を越えないように注意してください）。

PWR
10 25 50 100W

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

ALC

 AM の場合：マイクロホンに向かって話しながら
MULTI/ CHつまみを回して、PWRメーターが適度に
振れるようにします（ALCゾーンを越えないように注
意してください）（→ p. 29）。
・ FMを選んだ場合は、この操作を飛ばして次へ進ん
でください。

i 話が終わったら、もう一度 [SEND]を押して受信モー
ドに戻ります。

o [MIC/ CAR]を押して、マイクゲインの調整を終了し
ます。

注意：
◆ FMモードでマイクゲインを調整する場合は、メニューNo. 41
（→ p. 28）を選んでください。
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初めて操作する（144/430/1200MHz帯）
基本的な操作について説明します。詳細については 8ページ以降をご覧ください。
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この章では、本機を初めて操作する場合に必要なキーやつまみについて説明します。

q つまみを以下のようにセットしておきます。
・ MAIN AF ：反時計方向いっぱいに回す
・ MAIN RF GAIN ：時計方向いっぱいに回す
・ MAIN SQL ：反時計方向いっぱいに回す

w DC 安定化電源の電源を入れます。

e [ ]（POWER）を電源が入るまで押し続けると電源が
入り、“HELLO” が表示されたあと、周波数やSメーター
などが表示されます。
・ 電源を入れる際、2秒以上押し続けると電源が切れ
ますのでご注意ください。

・ 電源を入れたあと、もう一度 [ ]（POWER）を押
し続けると電源が切れます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

r [MAIN]を押し、VFO A が選ばれていることを確認し
ます。“  A”が表示されます。表示されていない場合は、
[A/ B]を押して “  A” を表示させます。

t ノイズが適当な大きさで聞こえるまで、MAIN AFつま
みをゆっくりと時計方向に回します。

y [ ＋ ]/ [ － ]を押して、144MHz、430MHz、または
1200MHz 帯 (TS-2000S/V はバージョンアップ可能 )
のアマチュアバンドを選びます。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

u 運用中のモードが FM であることを確認します。
FMになっていない場合は、[FM/ AM/ NAR]を押し
て FMを選びます。

i ノイズが聞こえなくなる位置までMAIN SQLつまみを
時計方向にゆっくり回します。
・ MAINバンドLED（[MIC/CAR]の上）が消灯します。

o 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、周波数を
合わせます。
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初めて操作する（144/430/1200MHz帯）
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q 運用中のモードが FM であることを確認します。
FMになっていない場合は、[FM/ AM/ NAR]を押し
て FMを選びます。

w 同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して、周波数を
合わせます。使用されていない周波数を選びます。

e [SEND]またはマイクロホンの [PTT]を押します。
・ MAIN バンド LED（[MIC/ CAR]の上）が赤く点灯
します。

r マイクロホンに向かって話します。

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W

ALC

t 話が終わったら、もう一度 [SEND]を押すか、マイク
ロホンの [PTT]を離して受信モードに戻ります。
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操作説明

前面パネル
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!2

!1 !3

!0

w

q PFキー
このファンクションキーには、現在の機能を変更して別
の機能を割り当てることができます。お買い上げ時の設
定はVOICE1 になっています（→ p. 78）。

w 電源スイッチ
押し続けると（2秒以内）電源が入ります。もう一度押
すと、電源が切れます（→ p. 4, 6）。

e ATT/ F LOCKキー
アッテネーターのON/ OFF が切り替わります（→ p. 
73）。[FUNC]、[ATT/ F LOCK]の順に押すと、周
波数ロック機能のON/ OFF が切り替わります（→ p. 
77）。

r PRE/ LOCK Aキー
プリアンプのON/ OFF が切り替わります（→ p. 57）。
[FUNC]、[PRE/ LOCK A]の順に押すと、すべてのキー
をロックします（→ p. 77）。

t VOX/ LEVELキー
音声を送信するモードの場合、VOXの ON/ OFF が切
り替わります（→ p. 39）。CWモードでは、ブレーク
イン機能のON/ OFF が切り替わります（→ p. 42）。
[FUNC]、[VOX/ LEVEL]の順に押してMULTI/ CH
つまみを回すと、VOX操作時のマイク入力レベルの調
整ができます。VOX機能が動作中は、VOXキーの LED
がオレンジ色に表示されます。

y PROC/ LEVELキー
送信用のスピーチプロセッサーのON/ OFF が切り替わ
ります（→ p. 40）。[FUNC]、[PROC/ LEVEL]の順
に押してMULTI/CHつまみを回すと、スピーチプロセッ
サーの入力レベルを調整できます。スピーチプロセッ
サー機能が動作中は、PROCキーの LEDがオレンジ色
に表示されます。

u SENDキー
送信モードと受信モードが切り替わります（→ p. 5, 7）。

i AT/ ANT1/2キー
このキーは内蔵アンテナチューナー（→ p. 72）、また
は外部アンテナチューナーを動作させます。[FUNC]、
[AT/ ANT1/2]の順に押すと、HF/ 50MHz 帯用にア
ンテナ 1またはアンテナ 2のどちらかを選べます。

o PHONESジャック
このジャックにヘッドホンを接続します。プラグを差し
込むと、スピーカーからの音声は聞こえなくなります
（→ p. 3）。

!0 MICコネクター
オプション（別売）のマイクロホンを接続し、コネクター
固定リングでしっかりと締め付けます（→ p. 3）。

!1 N.R./ LEVELキー
DSPノイズリダクション機能のON/ OFF が切り替わり
ます。[FUNC]、[N.R./ LEVEL]の順に押してMULTI/
CHつまみを回すと、ノイズリダクションレベルが調整
できます。調整を終わらせるにはもう一度、[FUNC]、
[N.R./ LEVEL]の順に押します（→ p. 56）。

!2 A.N./ LEVELキー
DSPオートノッチ機能のON/ OFF が切り替わります。
[FUNC]、[A.N./ LEVEL]の順に押してMULTI/CHつ
まみを回すと、オートノッチレベルが調整できます。調
整を終わらせるにはもう一度 [FUNC]、[A.N./ LEV-
EL]の順に押します（→ p. 56）。

!3 B.C./ MANUALキー
DSPオートビートキャンセル機能のON/ OFF が切り
替わります。[FUNC]、[B.C./ MANUAL]の順に押し
てMANUAL/ BC つまみを回すと、ビートキャンセル
周波数を調整できます。調整を終わらせるにはもう一
度、[FUNC]、[B.C./ MANUAL]の順に押します（→ p. 
56）。
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操作説明

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

C
A

LL
C

.IN

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

SUB

DISP

SEL

1MHz CTRL

MR

MG.SEL

M.IN
QUICK MEMO

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN M  VFO M.IN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHF/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

SATL

A/B

VFO/M

SPLIT

A=B

!6

!4 !5 !8

!7

!4 数字／多機能キー
このキーは 12個のキーから成り、それぞれが数字デー
タの入力や、以下の機能で使われます：
・ 1/ CH 1/ RECキー、2/ CH 2/ RECキー、3/ 
CH 3/ RECキー
CWメッセージの録音、再生または送信時に使用します（→
p. 43）。また、DRU-3A（オプション）を取り付けて音声を
録音、再生または送信するときにも使用します（→p. 82）。

・ 4 / TONE/ SELキー
レピーターを使用するときのトーン機能のON/ OFF が切
り替わります。[FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押して、
MULTI/ CHつまみ（→ p. 33）を回すと、トーン周波数
を選べます。

・ 5/ METERキー
メーターを選びます（→ p. 19）。

・ 6/ CTCSS/ SELキー
FMモードのCTCSS機能のON/OFF が切り替わります。
[FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押して、MULTI/ 
CHつまみを回すとCTCSS周波数を選べます（→ p. 35）。

・ 7/ NB/ LEVELキー
ノイズブランカー機能の ON/ OFF が切り替わります。
[FUNC]、[7/ NB/ LEVEL]の順に押して、MULTI/ CH
つまみを回すと、ノイズブランカーレベルを調整できます
（→ p. 57）。

・ 8/ AGC/ OFFキー
オートゲインコントロールの時定数の調整ができます。
[FUNC]、[8/ AGC/ OFF]の順に押すと、オートゲイ
ンコントロール機能のON/OFF が切り替わります（→ p. 
38）。

・ 9/ FINE/ STEPキー
より正確に同調できるファインチューニング機能が動作
します（→ p. 38）。[FUNC]、[9/ FINE/ STEP]の順
に押すと、MULTI/ CH のステップの切り換えができます
（→ p. 37）。

・ ・/ DCS/ SELキー
デジタルコードスケルチ（DCS）機能のON/OFF が切り
替わります。[FUNC]、[・/ DCS/ SEL]の順に押して
MULTI/ CHつまみを回すと、目的のコードを選べます（→
p. 36）。

・ 0/ SHIFT/ OFFSETキー
FMモードでレピーターを呼び出すときの、シフト機能
のON/ OFF が切り替わります。[FUNC]、[0/ SHIFT/ 
OFFSET]の順に押して、MULTI/ CHつまみを回すと、
オフセット周波数を選べます（→ p. 32）。

・ ENTキー
テンキーで目的の周波数が直接入力できます（→ p. 37）。

!5 FUNCキー
それぞれのキーに割り当てられた 2番目の機能を選びま
す。2番目の機能が動作できる状態(ファンクションモー
ド ) になると、FUNCキーの LEDがオレンジ色に表示
されます。

!6 MIC/ CARキー
マイクゲインを調整します（→ p. 20）。
スピーチプロセッサー機能がONのときは、スピーチプ
ロセッサー出力レベルを調整します（→ p. 40）。
CW、FSK お よ び AM モ ー ドで [FUNC]、[MIC/ 
CAR]の順に押してMULTI/ CHつまみを回すと、キャ
リアレベルを調整できます（→ p. 29,30）。

!7 PWR/ TX MONIキー
送信出力を調整します（→ p.20）。[FUNC]、[PWR/ 
TX MONI]の順に押してMULTI/ CHつまみを回すと、
送信信号のモニターレベルを調整できます（→ p. 79）。
（サイドトーンレベルはメニューで調整します→ p. 30）

!8 KEY/ DELAYキー
内蔵エレクトロニックキーヤーのスピードを調整し
ます。[FUNC]、[KEY/ DELAY] の順に押して、
MULTI/ CHつまみを回すと、VOXディレイタイムま
たはCWモードにおけるブレークインタイム（フルブ
レークイン／セミブレークインタイム）を調整できます
（→ p. 42）。
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!9 LSB/ USB/ AUTOキー
SSB運用のときは、このキーを押して LSBまたはUSB
モードを選べます。[FUNC]、[LSB/ USB/ AUTO]
の順に押すと、オートモードと交互に切り替わります（→
p. 73）。

@0 CW/ FSK/ REVキー
CWモードまたは FSK（周波数シフトキーイング）モー
ドを選びます（→ p. 30, 51）。[FUNC]、[CW/ FSK/ 
REV]の順に押すと、サイドバンドのピッチが逆になり
ます。

@1 FM/ AM/ NARキー
FMモードまたは AMモードを選びます（→ p. 28）。
FMナロー / AMナローを選ぶ場合は [FUNC]、[FM/ 
AM/ NAR]の順に押します（→ p. 29）。

@2 CLRキー
いろいろなモードからの復帰、終了またはリセットす
るときに押します。また、メモリーチャンネルを消去
したり（→ p. 62）、メモリーチャンネルをスキャンリ
ストから除外（ロックアウト）するときにも使います
（→ p. 62）。

@3 DISPキー
通常の運用モードとDSPフィルターモードとが交互に
切り替わります（→ p. 55）。キーを 1秒以上押すと、
ビジュアルスキャンを開始します（→ p. 70）。

@4 1 MHz/ SELキー
1MHz ステップのアップ／ダウン機能の ON/ OFF
が 切り替わります。MULTI/ CH つまみを回す
と、アップ／ダウンします。 [FUNC]、[1 MHz/ 
SEL]の順に押して、MULTI/ CHつまみを回すと、
1 ステップの周波数を 3 段階（1MHz、500kHz、
100kHz）に変えることができます（→ p. 37）。キー
を 1 秒以上押すと、MHz スキャンを開始します
（→ p. 68）。

@5 同調つまみ
つまみを回して希望の周波数を選びます（→ p. 37）。
連続して周波数を変えたいときにご利用ください。
つまみの下側にあるレバーで、同調つまみのトルクを選
ぶことができます。時計方向いっぱいに回すとトルクは
軽くなり、反時計方向いっぱいに回すと重くなります。

@6 CTRLキー
メインバンドとサブバンドのどちらを操作するかを切り
替えます。送信バンドは切り替わりません。

@7 MENUキー
メニューモードを動作させたり、解除させたりします
（→ p. 21）。

@8 TF-SETキー
スプリット運用時に、送信周波数をモニターしたり、変
更します（→ p.31）。

@9 ＋（UP）/ －（DOWN）キー
アマチュアバンドを選びます（→p. 18）。また、メニュー
からの選択や（→ p. 21）、スキャン機能におけるス
タート / エンド周波数をチェックするために使います
（→ p. 62）。

#0 MAINキー
運用中の送信周波数、操作するキーやつまみをメインバ
ンドへ移します。

#1 SUBキー
運用中の送信周波数、操作するキーやつまみをサブバン
ドへ移します。

#2 SCAN/ SG. SELキー
スキャン機能をスタートおよびストップします（→ p. 
66）。[FUNC]、[SCAN/ SG.SEL]の順に押すと、グルー
プスキャンが選べます（→ p. 69）。

#3 CALL/ C.INキー
選ばれた運用中のバンド（HF/50MHz/ 144MHz/ 
430MHz/ 1200MHz（TS-2000S/V は バ ー
ジョンアップ可能））のコールチャンネルを呼
び 出 し ま す。[FUNC]、[CALL/ C. IN] の 順
に押すと、コールチャンネルが登録できます
（→ p. 75）。
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#4 QUICK MEMOキー
この 2つのキーは、クイックメモリー機能をコントロー
ルします（→ p. 64）。
・ MRキー 

クイックメモリーからデータを呼び出します（→ p. 65）。
・ M. INキー

クイックメモリーにデータを登録します（→ p. 64）。

#5 SATLキー
サテライトモードを動作させます（→ p. 53）。

#6 周波数コントロールキー
この 4つのキーは、任意の周波数やVFOあるいはメモ
リーチャンネルの選択に関連した機能をコントロールす
るキーです。
・ A/B/ M/Sキー

VFO A か VFO B のどちらかを選びます（→ p. 18）。サテ
ライトモードの場合はアップリンク周波数とダウンリンク
周波数の表示位置を入れ替えます（→ p. 53）。

・ SPLIT/ REVキー
異なる周波数で送信と受信ができるスプリット運用のため
のキーです（→ p. 31）。サテライトモードでは、このキー
を押すたびに TRACE REVERSE の ON/ OFF を切り替え
ます（→ p.53）。

・ VFO/M/ VFO/CHキー
メモリーチャンネルモード（→ p. 59）または VFOモー
ドを選べます。サテライトモードでは、このキーを押すた
びにサテライトメモリーのチャンネル可変と周波数可変の
モードが交互に切り替わります（→ p. 53）。

・ A=B/ TRACEキー
VFOモードで受信中にVFOAと VFOBを同じデータにし
ます（→ p. 31）。サテライトモードでは、このキーを押
すたびに TRACE機能のON/ OFF を切り替えます（→ p. 
53）。

#7 M VFO/ MG. SELキー
メモリーチャンネルのデータを VFO にコピーします
（→ p. 61）。[FUNC]、[M/ VFO/ MG. SEL]の順に押
すと、メモリーグループ選択モードになります。

#8 M. INキー
メモリーチャンネルにデータを登録します（→ p. 58）。
メモリースクロールモードを選びます（→ p. 60）。

#9 RIT/ CW TUNEキー
RIT 機能の ON/ OFF が切り替わります（→ p. 38）。
[FUNC]、[RIT/ CW TUNE]の順に押すとCWモード
のオートゼロイン機能が動作します（→ p. 30）。

$0 XIT/ ALTキー
押すたびに XIT 機能の ON/ OFF が切り替わります
（→ p. 40）。[FUNC]、[XIT/ ALT]の順に押すたびに
1200MHz 帯（FM）用のALT機能のON/ OFF が切り
替わります（→ p. 72）。

$1 CLEARキー
RIT/ XIT オフセット幅をゼロにリセットします
（→ p. 38, 40）。

$2 SET/ P.C.T.キー
パケットクラスターチューニングモードが動作している
場合に押すと、受信したDXクラスター周波数データを
メインバンドにセットします。[FUNC]、[SET/ P.C.T.]
の順に押すたびにパケットクラスターチューニングの
ON/OFF が切り替わります（→ p. 51）。

$3 TNC の状態表示
・ 9.6k LED

内蔵 TNCが 9600bps で運用しているときに表示されま
す。お買い上げ時の設定は 1200bps です（→ p. 50）。

・ STA LED
内蔵 TNCが送信のためにバッファーにデータをためてい
るとき点灯します。

・ CON LED
他局とコネクトしているときに点灯します。
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$4 RIT/ SUBつまみ
RIT または XIT 機能を ONにしたあと、このつまみを
回して受信周波数、または送信周波数を微調整します
（→ p. 38, 40）。
RIT と XIT 機能がOFF で、サブバンドがONになって
いるときには、このつまみを回してサブバンドの周波数
を調整します（→ p. 45）。

$5 MANUAL BCつまみ
マニュアルビートキャンセルにセットされているときに
つまみを回してビートキャンセル周波数を調整します
（→ p. 56）。

$6 MAIN RF GAINつまみ
つまみを回してメインバンドのRFゲインを調整します
（→ p. 18）。

$7 MULTI/ CHつまみ
VFOモードのときはつまみを回して運用中の周波数を
上げたり下げたりします（→ p. 37）。メモリーチャンネ
ルモードのときは、つまみを回してメモリーチャンネル
を選びます（→p. 58）。また、メニューモードで、メニュー
No. を選ぶときにも使われます（→ p. 21）。さらに前面
パネルで操作する機能の設定を変更するときにも使われ
ます。MULTI/ CHの LEDはMULTI/ CHつまみで設
定を変更できるときに点灯します。

$8 MAIN SQLつまみ
メインバンドに受信信号がないときに、スピーカー、ヘッ
ドホンからノイズ音を出さないようにするために使いま
す（→ p. 19）。

$9 MAIN AFつまみ
メインバンドの音量調整のために使います（→ p. 18）。

%0 SUB SQLつまみ
サブバンドに受信信号がないときにスピーカー、ヘッド
ホンからノイズ音を出さないようにするために使います
（→ p. 46）。

%1 SUB AFつまみ
サブバンドのON/ OFF が切り替わります。ONのとき
は SUBバンドの LEDがオレンジ色に表示されます。
回すとサブバンドの音量が調整できます（→ p. 46）。

%2 LO/ WIDTHつまみ
このつまみを回してローカットDSPフィルター周波数、
またはフィルター帯域幅（CW/ FSK）の数値を増減さ
せます。選ばれた数値はドット表示部に表示されます（→
p. 55）。

%3 HI/ SHIFTつまみ
このつまみを回してハイカットDSPフィルター周波数、
またはシフト周波数の数値を増減させます。選ばれた数
値はサブドット表示部に表示されます（→ p. 55）。

%4 MAINバンド LED
メインバンドのスケルチが開いている間は、緑色に表示
されます。メインバンドで送信中は赤色に点灯します。

%5 SUBバンド LED
サブバンドのスケルチが開いている間は、緑色に表示さ
れます。サブバンドで送信中は赤色に点灯します。
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q ANT1および ANT2コネクター
HF または 50MHz 帯のアンテナを ANT1 に接続しま
す。アンテナが2本ある場合は、ANT2にも接続します。
AT-300 を使用するときはANT1に接続します。

w GND端子
アース端子です。必ず良好なアースに最短距離で接続し
てください。（→ p. 2）。

e KEYと PADDLEジャック
PADDLE ジャックにφ 6. 3mm3極プラグを差し込む
とパドルと内蔵エレクトロニックキーヤーが接続されま
す。KEYジャックはφ 3. 5mmの 2極プラグでCW運
用するときに外部電鍵を接続します。このジャックを使
用する前に “CWのためのキー”（→ p. 3）をお読みく
ださい。

r ATコネクター
外部アンテナチューナー（AT-300）のコントロールケー
ブルを接続します。詳しい説明はアンテナチューナーの
取扱説明書をご覧ください。

t ANT144コネクター
144MHz 帯のアンテナは、このコネクターに接続しま
す。

y ANT430コネクター
430MHz 帯のアンテナは、このコネクターに接続しま
す。

u ANT1. 2Gコネクター（TS-2000S/Vはバージョンアッ
プ可能）
1200MHz 帯のアンテナは、このコネクターに接続しま
す。

i DC13. 8V電源コネクター
付属のDC電源ケーブルを接続します（→ p. 2）。DC
電源ケーブルのもう一方はDC安定化電源に接続しま
す。

o COMコネクター
PC接続用のコネクターです。9ピンのメスのRS-232C
コネクターが付いたストレートケーブルを接続し、ケー
ブルのもう一方はPCのシリアルポートに接続します（→
p. 81）。またスプリット転送機能にも使われます（→ p. 
80）。

!0 PANELコネクター
オプションのリモートパネル（RC-2000）のケーブル
をこのコネクターに接続します。

!1 EXT. SP1および EXT. SP2ジャック
外部スピーカーを接続します。φ 3. 5mmの 2極（モ
ノラル）プラグを使用します（→ p. 3, 78）。

!2 EXT. CONTコネクター
このコネクターには 50MHz、144MHz、430MHz、ま
たは 1200MHz 帯のリニアアンプ用コントロールケー
ブルを接続します（→ p. 76, 87）。

!3 ACC2コネクター
13 ピンのオスのDIN コネクターを使用して、データ通
信用の機器などを接続します。（→ p. 86）。

!4 REMOTEコネクター
7 ピンのオスの DIN コネクターを使用して、HF/
50MHz 帯のリニアアンプと接続します（→ p. 76, 
86）。このコネクターにはHF/50MHz 帯以外のリニア
アンプ用コントロールケーブルは接続しないでください
（EXT. CONTコネクターに接続します）。

!5 HF RX ANTコネクター
このジャック（RCAコネクター）には別のHF帯ロー
バンド用などの受信専用アンテナを接続します（→ p. 
76）。
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q メーター
上側のメーターは、受信中は受信信号の強さを表示する
Sメーターになります。送信中は PWRメーターになり
ます。下側のメーターはALCメーター、SWRメーター
またはコンプレッションメーター、受信時のフィルター
表示にもなります。各メーターにはピークホールド機能
があり、各メーターのピーク値で上側で約 0. 5 秒、下
側で約 0. 3 秒間静止します（→ p. 19）。

注意：

◆ SWR メーターは HF と 50MHz 帯のみで動作します。
ピークホールド機能（ピーク値静止機能）を解除すること
はできません。

◆ COMPメータは PROC ON時のみ表示させることができま
す。

w 
HF/ 50MHz 帯を受信時に内蔵アンテナチューナー（→
p. 72）または外部アンテナチューナーが動作している
ときにこの文字が表示されます。

e 

内蔵アンテナチューナー（→ p. 72）が動作していると
きにこの文字が表示されます。チューニング中は点滅し
ます。

r 

HF RX ANT（→ p. 76）コネクターに切り換わってい
るときにこの文字が表示されます。このコネクターでは
送信できません。

t 
HF/50MHz 帯で ANT1 コネクターか ANT2 コネク
ターのどちらか選択されている方の表示が表示されます
（→ p. 72）。

y 

MHzモードがONのときに表示されます（→ p. 37）。

u 

1200MHz（FM）バンドでALT（Auto Lock Tuning）
がONのときに表示されます（→ p. 72）。

i 

メモリーチャンネルまたはメモリースクロールを使用中
に表示されます（→ p.59）。

o 

メインバンドのメモリーチャンネル番号を表示します
（00 ～ 299）。99 以上のチャンネルを選ぶと、百の位
の数字（1または 2）が表示されます。さらにクイック
メモリーチャンネル番号もここで表示します（0～ 9）。
その他サテライト、メモリ番号、メニューNo. も表示し
ます。

!0 

オートモードを動作させると表示されます（→ p. 73）。

!1 

メインバンドが送信バンドに選ばれると表示されます。
表示されている方のバンドが送信できるバンドです。

!2 

メインバンドの機能が前面パネルのキーを使って操作で
きるときに表示されます。表示されている方のバンドが
操作できるバンドです。

!3 

受信アッテネーター（約 12dB）がONのときに表示さ
れます（→ p. 57, 73）。

!4 

内蔵 TNCがメインバンドに指定されると表示されます
（→ p. 49）。

!5 

メインバンドの受信プリアンプがONのときに表示され
ます（→ p. 57）。

!6 

メインバンドで選ばれたオフセットの方向により “＋”
か “-” が表示されます。
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FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

3331 3234

2117 19 23 25 282726 29
302218 2420

@6 

送信イコライザー機能がONのときに “ ” が表示さ
れ、メインバンドの受信DSPイコライザーがONのと
きは “ ” が表示されます（→ p. 41, 78）。

@7 

クイックメニューに登録されているときに表示されます
（→ p.21）。また、プログラムスロースキャンのセンター
周波数を設定したときに表示されます（→ p. 67）。

@8 

サテライトモードでトレース機能が ON のときに “
” が表示され、リバーストレース機能がONのと

きは “ ” が表示されます（→ p. 53）。

@9 

パケットクラスターチューニングモードがONのときに
表示されます（→ p. 51）。

#0 

スプリット運用のときに表示されます（→ p. 31）。

#1 

VFO A が選ばれているとき “  A” あるいは “A ” が
表示されます（→ p. 18）。また、メニューAが呼び出
されているときには “A” が表示されます（→ p.21）。

#2 

VFO B が選ばれているとき “  B” あるいは “B ” が
表示されます（→ p. 18）。また、メニュー Bが呼び出
されているときには “B” が表示されます（→ p. 21）。

#3 

シンプレックスメモリーチャンネルの周波数が使用さ
れているとき “  M” あるいは “M ” が表示されます
（→ p. 59）。また、スプリットメモリーチャンネルの周
波数が使用されているときには“ ”が表示されます。

#4 

周波数ロック機能が ON のときに “ ” が表示
されます。またオールロック機能が ON のときは “

” が表示されます（→ p. 77）。

!7 

メインバンドのDCS（デジタルコードスケルチ）がON
のときに表示されます（→ p. 36）。

!8 

メインバンドのリバース機能がONのときに “ ” が表
示されます。メインバンドのASC（オートマチックシ
ンプレックスチェッカー）を動作させると “ ” が表示
されます（→ p. 34）。

!9 

メインバンドのトーン機能がONのときに “ ” が表示
されます（→ p. 33）。メインバンドのCTCSS が ON
のときに “ ” が表示されます（→ p. 35）。

@0 

メインバンドのAGC（オートマチックゲインコントロー
ル）がONのときに点灯、OFFのとき表示が消えます（→
p. 38）。

@1 

オートビートキャンセラーがONのときに “B.C.” が
表示されます。またビートキャンセル周波数を手動で
コントロールできるときには “ ” が表示されます
（→ p. 56）。

@02 

ノイズブランカーが ON のときに表示されます
（→ p. 57）。

@3 

同調つまみでメインバンドの周波数を微調整するときに
表示されます（→ p. 38）。

@4 

メインバンドのDSPオートノッチ機能がONのときに
表示されます（→ p. 56）。

@5 

メインバンドのノイズリダクション 1（ラインエンハン
サー）またはノイズリダクション 2（SPAC）のどちら
か選択されている方が表示されます（→ p. 56）。
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操作説明

FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

57 55 5842 45 49 48 56

38 40 43 534635 51
39 41 47 5452443637 50

#5 

サテライトモードのときに表示されます（→ p. 53）。

#6 

メモリーチャンネルまたはメモリースクロールが
サブバンドで使用されているときに表示されます
（→ p. 59）。

#7 

サブバンドのメモリーチャンネル番号を表示します（00
～299）。99以上のチャンネルを選ぶと百の位の数字（1
または 2）が表示されます。

#8 

サブバンドの周波数が送信バンドに選ばれると表示され
ます。

#9 

サブバンドの機能が前面パネルのキーを使って操作でき
るときに表示されます。

$0 

サブバンドの受信アッテネーター（約 12dB）がONの
ときに表示されます（→ p. 57, 73）。

$1 

内蔵 TNCがサブバンドに指定されると表示されます。

$2 

メインバンドの XIT が ON のときに表示されます
（→ p. 40）。

$3 

サブバンドの受信プリアンプがONのときに表示されま
す（→ p. 57）。

$4 

サブバンドで選ばれたオフセットの方向により “ ” か
“ ” が表示されます。

$5 

メインバンドの RIT が ON のときに表示されます
（→ p. 38）。

$6 

サブバンドのDCS（デジタルコードスケルチ）がON
のときに表示されます（→ p. 36）。

$7 

サブバンドのリバース機能がONのときに “ ” が表示
されます。サブバンドのASC（オートマチックシンプ
レックスチェッカー）を動作させると “ ” が表示され
ます（→ p. 34）。

$8 

サブバンドのメーターが信号の強度（S）を表示すると
きに表示されます（→ p. 46）。

$9 

サブバンドのメーターが送信出力を表示するときに表示
されます（→ p. 20）。

%0 
S メーターのときはサブバンドの受信信号の強度を表示
します。サブバンドで送信するときは、送信出力に比例
した表示になります。

%1 

サブバンドのトーン機能がONのときに “ ” が表示さ
れます（→ p. 33）。サブバンドのCTCSS が ONのと
きは “ ” が表示されます（→ p. 35）。

%2 

サブバンドのノイズリダクション 1が選ばれていると表
示されます（→ p. 56）。

%3 

内蔵 TNCがパケットモードで運用されているときに表
示されます（→ p. 49）。

%4 

本機が PCでコントロールされているときに表示されま
す（→ p. 81）。
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操作説明

%5 

メインバンドで運用する周波数を表示します。

%6 

サブバンドが動作している場合は、サブバンドの受信周
波数を表示します。しかし、RIT、XIT あるいは SPLIT
のようにメインバンドの機能を ON にしている場合
は、それらの機能の周波数情報の表示に使用されます
（→ p. 45）。

%7 メインドット表示部
通常は、メインバンドの運用モードを表示します。また、
メニュー情報、DSP フィルター周波数などの表示にも
使われます。

%8 サブドット表示部
通常は、サブバンドの運用モードを表示します。また、
メニュー情報、DSP フィルター周波数などの表示にも
使われます。

マイクロホン（MC-43S/ オプションの例）

PTT

DWN UP

q

w

q0 UP/ DOWNボタン
VFO周波数のアップ／ダウン、メモリーチャンネルま
たはメニュー選択のアップ／ダウンに使います。連続し
て状態を切り替えるときは、ボタンをしばらく押し続け
てください。

w PTT（Push-to-talk）スイッチ
このスイッチを押している間は、送信状態になります。
このスイッチを離すと受信状態に戻ります。
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基本操作

電源を入れる
1 DC 安定化電源の電源を入れます。

2 [ ]（POWER）を押し続けると電源が入り、“HELLO”
が表示されたあと周波数やその他の表示が現われます。
・ 2 秒以上押し続けると、電源が切れますのでご注意
ください。

PF

F LOCK A

SEND AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
 AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

HF/VHE/UHF ALL MO

3 もう一度 [ ]（POWER）を押すと、電源が切れます。
・ 本機の電源が入った状態でDC安定化電源の電源を
切り、もう一度 DC安定化電源の電源を入れると、
本機の電源も入ります。本機はDC安定化電源の電
源が切られたときの POWERスイッチの状態を記憶
していますので操作 3は省略できます。

注意：
◆ 無信号でも Sメーターが 1～ 2目盛振れることがありますが、
故障ではありません。

◆ 表示がおかしいときはリセットしてみてください（→ p. 91）。
◆ DC18Vを超える電圧が加わると、電源は自動的に切れます。

音量の調整
MAIN AFつまみを時計方向に回すと音量が大きくなり、
反時計方向に回すと音量が小さくなります。

MAIN

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

注意：
◆ MAIN AFの音量レベルは、キーなどを押したときに鳴るビー
プ音の音量や、CW送信時のサイドトーンの音量には関係あり
ません。また、外部TNCなどを接続するACC2コネクターのオー
ディオ出力もMAIN AFつまみの位置とは関係ありません。

◆ オプション（別売）の RC-2000 を取り付けているときは、本
機またはRC-2000 両方のAFつまみで音量を調整できます。た
だし、電源を入れた時点での音量は、RC-2000 の音量設定が優
先されます。

◆ MAIN AFつまみを時計方向いっぱいに回しても、何も聞こえ
ないか、ザーッという小さな音しか出ない場合は、スケルチが
かかっている可能性がありますので、スケルチを調整してくだ
さい（→ p. 19）。

RFゲインの調整
通常は、MAIN RF GAINつまみを時計方向いっぱいに回
してください。外来ノイズや他局からの混信で聞きにくい
ときは、つまみをわずかに反時計方向に回すと聞きやすく
なります。まず Sメーターのピーク目盛りを見て、つぎに
MAIN RF GAINつまみをSメーターのピーク値が下がら
ない範囲で反時計方向に回してください。このレベルより
も弱い信号は減衰し、希望の局が受信しやすくなります。

MANUAL
RF

BC MAIN
GAIN

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

アンテナの種類やゲイン、あるいはバンドの状態によって
は、MAIN RF GAINつまみを時計方向いっぱいよりは少
し反時計方向に回したほうがよい場合もあります。通常 FM
モードを使用する場合はMAIN RF GAINつまみは時計方
向いっぱいに回しておいてください。

VFO A、VFO B の選択
メインバンドでは VFO A および VFO B の 2つの異なる
VFOを使うことができます。2つの VFOは別々に動作す
るため、異なる周波数やモードを設定できます。スプリッ
ト運用時には、VFO A が受信に、VFO B が送信に使われ
ます。またその逆の組み合わせも可能です。

[A/ B]を押すたびに、VFO A と VFO B が切り替わります。

・ 選ばれたVFOが “ A” または “ B” で表示されます。

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

バンドの選択
[＋ ]/ [ － ]を押してバンドを選びます。

・ キーを押し続けるとバンドは連続的に変わります。

MAIN SUB C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000
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モードの選択
モードを選ぶときに、[LSB/ USB/ AUTO]、[CW/ FSK/ 
REV]、または [FM/ AM/ NAR]を押します。
同じキーを 2回押すと、2番目のモードを選べます。たと
えば、[LSB/ USB/ AUTO]を押すたびに LSBと USBが
切り替わります。

AUTO

NAR

REV

LSB
USB

CW
FSK

FM
AM

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

HF/VHE/UHF ALL MO

[FUNC]、[LSB/ USB/ AUTO]の順にキーを押すとSSB
でオートモードを選べます。
オートモード動作中は “AUTO” が表示されます。HF 帯
の周波数を 9.5MHz より上または下を選ぶと自動的にモー
ドを切り替えます（9.5MHz より下なら LSB モードに、
9.5MHz（HF/50MHz帯）以上ならUSBモードとなります）。
144MHz、430MHz および 1200MHz 帯では自動的にモー
ドは FMになります。必要に応じて、自動的にモードを切
り替えるための周波数データを追加できます（→ p.73）。
お買い上げ時の設定はオートモードOFFです。

スケルチの調整
信号がないチャンネルから聞こえる「ザー」というノイズ
を消す機能を、スケルチと呼びます。

信号が無い状態でMAIN SQLつまみを回し、ノイズが消
える位置にスケルチレベルを設定します。ノイズが消える
と、MAINバンド LEDが消灯します。通常 FMで運用する
とき以外はMAIN SQLつまみを反時計方向に回し切って
使います。

MAIN

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

周波数の選択
周波数をアップするには、同調つまみを時計方向に回すか、
マイクロホンの [UP]を押します。周波数をダウンするには、
同調つまみを反時計方向に回すか、マイクロホンの [DWN]
を押します。

SEL

1MHz CTRL

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

希望する周波数が現在の周波数から離れている場合は、数
字キーで直接入力することもできます。まず [ENT]を押し、
次に必要な数字キーを押します。詳細は “周波数を直接入
力する” をご覧ください（→ p.37）。

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

HF/VHE/UHF ALL MO

メーターの種類と働き
メーターは下記の項目を表示します。Sメーターと FILTER
は受信時に表示され、PWR メーターは送信時に表示さ
れます。[5/ METER]を押すたびに、ALC、SWRおよ
び COMP メーターが切り替ります。また、Sメーター、
ALC、SWR、COMP、PWRのピーク値が一時的に静止し
て表示されます（ピークホールド機能）。

項　目 内　容

S 受信信号の強さ

PWR 送信出力

ALC ALCレベル

SWR アンテナの SWR

COMP スピーチプロセッサーの
コンプレッションレベル（→ p. 40）

FILTER DSP フィルター帯域

注意：

◆ COMPメーターはスピーチプロセッサーがONで、SSB、FM
またはAMモードのときに動作します。

◆ PWRメーターは 1200MHz 帯では、パーセント (10W=100%)
で表示します（TS-2000SX/ 2000VX）。

◆ SWR メーターは ANT1 および ANT2 使用時に動作します
（HF/50MHz 帯のみ）。

◆ ピークホールド機能は解除できません。
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基本操作

送信
音声で送信するには

1 [SEND]またはマイクロホンの [PTT]を押して、普通
の口調と声の大きさでマイクロホンに向かって話しま
す。話し終わったらもう一度 [SEND]を押すか、また
はマイクロホンの [PTT]を離します。

CWで送信するには

1 キーまたはパドルを接続して（→ p.3）、CWモードを
選択します。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、ブレークイン機能をONに
し、キーまたはパドルを操作します。

PF

F LOCK A

SEND AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

HF/VHE/UHF ALL MO

送信に関する詳細な説明については 28ページから始まる
『基本的な交信』をご覧ください。

注意：
◆ AM、CWまたは FSKモードではキャリアレベルを調整するこ
とができます。一般的にキャリアレベルは、ALCゾーンの範囲
を越えないように調整します。調整の手順については『基本的
な交信』（→ p. 29）のそれぞれのモードの項目をご覧ください。

送信出力の調整
交信が確実におこなわれる範囲で、なるべく低い送信出力
を選ぶことをおすすめします。それにより他局への混信や
妨害を与えにくくなります。また、バッテリー運用の場合は、
より長い時間運用できます。本機は送信中でも送信出力を
調整することができます。

1 [PWR/ TX MONI]を押します。
・ そのときの送信出力が表示されます。

CAR

MIC

TX MONI

PWR

DELAY

KEY

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

HF/VHE/UHF ALL MO

2 MULTI/ CHつまみを反時計方向に回すと出力が減少
し、時計方向に回すと出力が増加します。

CHMULTI

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

・ 選択可能な範囲はそのときに使用するバンドとモー
ドにより異なります。

3 [PWR/ TX MONI]を押して、調整を終了します。

注意：
◆ TS-2000S/SX ではメニューNo.23“送信出力の微調整”を“ON”
にすると（“+” を押す）、5Wステップから 1Wステップに変
えることができます。TS-2000V/VX の送信出力は常に 1Wス
テップです（→ p. 80）。

◆ 移動局のために 50Wにパワーダウンする場合は、100 ページ
をご覧ください。

マイクゲインの調整
SSBまたはAMモードを使用するときは、マイクゲインを
調整することをおすすめします（→ p.28,29）。

1 [MIC/ CAR]を押します。
・ そのときのマイクゲインのレベルが表示されます。
お買い上げ時の設定は 50 です。レベルは 0 から
100まで調整できます。

CAR

TX MONI

DELAY

MIC

PWR

KEY

PF

F LOCK A

1
CH1/REC

2
CH2/REC

3
CH3/REC

4
TONE/SEL

5
METER

6
CTCSS/SEL

7
NB/LEVEL

8
AGC/OFF

9
FINE/STEP

.DCS/SEL

0
SHIFT/OFFSET

ENT

SEND

PHONES

MIC

AT

ANT1/2

PROC

LEVELVOX

ATT PRE
LEVEL

LEVEL

LEVEL

MANUAL

LO/
WIDTH

HI/
SHIFT

N.R.
A.N.

B.C.

F
U

N
C

CLR

MAIN

AUTO
CAR

TX MONI

DELAY NAR

REV
MIC

PWR

KEY

LSB
USB

CW
FSK

FM
  AM

DISP

SEL

1MHz CTRL

MEN

HF/VHE/UHF ALL MO

2 [SEND]またはマイクロホンの [PTT]を押します。
・ MAINバンド LEDが赤色に点灯します。

3 SSBモードの場合：マイクロホンに向かって話しなが
らMULTI/ CHつまみを回します。ALCメーターが声
のレベルによって変化しますが、最大でもALCゾーン
の範囲を超えないように調整します。

 AMモードの場合：マイクロホンに向かって話しながら
MULTI/ CHつまみを回します。PWRメーターが声の
レベルでわずかに変化するように調整します。

 CW、FSKモードの場合：送信しながらMULTI/ CHつ
まみを回します。ALCメーターがALCゾーンの範囲内
でキャリアレベルによって変化するように調整します。

CHMULTI

C
A

LL
C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
QUICK MEMO

SATL

A/B

M/S REV

TRACE
MAIN

MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN

GAIN

VFO/CH

VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

4 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を離
します。
・ MAIN SQL の設定状態により、MAINバンド LED
が緑色に点灯するか、または消灯します。

5 [MIC/ CAR]を押します。

 FMモードの場合：メニューNo.41を選択し、“LOW”（低）、
“MID”（中）または “HIGH”（高）を選びます（→p.28）。

注意：
◆ オプションのマイクロホンMC-90 を FMモードで使用する場
合は “HIGH” ( 高 ) を選んでください。通常の状態では変調が
浅くなる場合があります。MC-90 以外のマイクロホンを使用す
る場合は、“MID”（中）または “LOW”（低）を選んでください。
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メニューとは？
キーを押したり、つまみを手で回す代りに本機のメニュー
で各種の選択や設定ができます。多くのキーやつまみを使
わないで、自分の好みに合うように設定したり、変更した
りできます。

メニューA ／メニューB
本機にはメニューAとメニューBの 2つのメニューがあり
ます。2つとも全く同じ機能を持っており、別々に独立し
た設定ができるので、簡単に 2つのメニューの切り替えが
できます。例えば、メニューAはDX向きの設定、メニュー
Bはローカル向きの設定、のように使い分けることができ
ます。

メニューの呼び出し
1 [MENU]を押します。
・ メニューNo. や設定値が、メインドット表示部に表
示されます。メニューの内容がサブドット表示部に
表示されます。

2 [A/ B] を押して、メニューAまたはメニューBを選び
ます。
・ 選んだメニューが “A” または “B” で表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. を選びます。
・ メニューNo. を変えるたびにサブドット表示部にそ
のメニューNo. の内容をスクロールして表示します。

・ メニューNo. にサブメニューがある場合は、“PUSH 
SUB”が表示されます。[SUB] を押すとサブメニュー
の項目を選ぶことができます。[MAIN] を押すとサ
ブメニューの選択が解除されます。

4 [ ＋ ]/ [ － ]またはマイクロホンの [UP]/ [DWN]を押
して、設定を選びます。

5 [MENU] を押して、メニューモードを解除します。

クイックメニュー

メニューには多くの項目があります。もしメニューNo. の
呼び出しに時間がかかりすぎると感じられる場合は、よく
使うメニューNo. をクイックメニューに登録して、自分専
用の短縮メニューを作ることができます。クイックメニュー
にメニューNo. を登録してもメニューに影響を与えること
はありません。

クイックメニューの登録
1 [MENU]を押します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. を選びます。

3 QUICK MEMO [M. IN]を押す。
・ 星印（★）が表示されて、そのメニューNo. がクイッ
クメニューに登録されたことを示します。

・ クイックメニューからメニューNo. を削除するには、
もう一度QUICK MEMO [M. IN]を押します。

4 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意：クイックメニューにサブメニューNo. を直接登録すること
はできません。まず [MAIN]を押して、メインメニューNo. に戻り、
次にQUICK MEMO [M. IN]を押してメニューNo. をクイックメ
ニューに登録してください。

クイックメニューの使い方
1 [MENU]を押します。

2 [1 MHz/ SEL]を押します。
・ “MHz” が表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、クイックメニューNo. 
を選びます。

4 [ ＋ ]/ [ － ]またはマイクロホンの [UP]/ [DWN]を押
して、設定を選びます。

5 [MENU]を押して、クイックメニューモードを解除し
ます。

注意：
◆ クイックメニューが登録されていない場合は、操作 2で　　
[1 MHz/ SEL]を押したときにモールス符号により “CHECK”
と出力します。
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メニューの環境設定

グループ メニュー
No. 機　能 選択肢 初期値 参照

ぺージ

オペレーター
インターフェース

00 ディスプレイの明るさ
OFF、１：暗い、４：明るい OFF/ １～４ 3 75

01 キーの照明 ON/ OFF ON 75

同調

02 同調つまみ 1回転の変化量 500/ 1000 1000 36

03 同調つまみとMULTI/ CHつまみの連動 ON/ OFF ON 38

04 MULTI/ CHつまみの下位周波数まるめ ON/ OFF ON  37, 67

05 AM放送バンドにおいてMU L T I / CHつまみのステップを
9kHz に切り替える ON/ OFF ON 37

メモリー
チャンネル

06 メモリーチャンネル
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

06A メモリー／VFOスプリット運用 ON/ OFF OFF 60

06B メモリー周波数の一時可変 ON/ OFF OFF 59, 60

スキャン操作

07 プログラムスロースキャン機能 ON/ OFF ON 67

08 プログラムスロースキャン設定
00/ 200/
300/ 400/
500 Hz

300 67

09 プログラムスキャンの一時停止 ON/ OFF OFF 68

10 スキャンの再開条件
（タイムオペレート／キャリアオペレート） TO/ CO TO 68, 69

11 ビジュアルスキャン範囲 31/ 61/
91/ 181 CH 61 CH 70, 71

音量の設定

12 ビープ音量の設定（OFF、１：最小、９：最大） OFF/ １～９ 4 74

13 サイドトーンの音量設定（OFF、１：最小、９：最大） OFF/ １～９ 5 30

14 DRU-3 モニター音量の設定（OFF、１：最小、９：最大） OFF/ １～９ 4 89

15 VS-3 音量の設定（OFF、１：最小、９：最大） OFF/ １～９ 4 91

スピーカー出力
16

EXT.SP1 と EXT. SP2、またはヘッドホン接続時の出切り替える

0/ 1/ 2 0 78

0 SP1（L）：メイン／サブミックス
SP2（R）：メイン／サブミックス

1 SP1（L）：メイン
SP2（R）：サブ

2 SP1（L）：メイン＋ 1/4 サブミックス
SP2（R）：サブ＋ 1/4 メインミックス

17 EXT. SP1 と EXT. SP2、またはヘッドホンの左右出力を逆に切
り替える ON/ OFF OFF 78

HF RX ANT 18 HF 外部受信アンテナの使用 ON/ OFF OFF 72

S メーター
スケルチ

19 Sメータースケルチ
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

19A Sメータースケルチ機能 ON/ OFF OFF 78

19B Sメータースケルチのヒステリシスタイマー設定 OFF/ 125/
250/ 500 ms OFF 79
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グループ メニュー
No. 機　能 選択肢 初期値 参照

ぺージ

DSP
イコライザー

20

DSP受信イコライザーの切り替え
OFF/

H BOOST/
F PASS /
B BOOST/
CONVEN/
USER

OFF 78

OFF
H BOOST
F PASS 
B BOOST
CONVEN
USER

：フラット
：ハイブースト
：フォルマントパス
：バスブースト
：コンベンショナル
：フラット（ARCP-2000 使用時）

20

DSP送信イコライザーの切り替え
OFF/

H BOOST/
F PASS /
B BOOST/
CONVEN/
USER

OFF 41

OFF
H BOOST
F PASS 
B BOOST
CONVEN
USER

：フラット
：ハイブースト
：フォルマントパス
：バスブースト
：コンベンショナル
：フラット（ARCP-2000 使用時）

DSPフィルター 22 SSB またはAＭのDSP送信フィルター帯域幅の切り替え

2.0/ 2.2/ 
2.4/

2.6/ 2.8/ 3.0
kHz

2.4 kHz 41

送信出力の
微調整 23 送信出力の微調整 ON/ OFF OFF 20, 79

送信コントロール 24 TOT （タイムアウトタイマー）の設定
OFF/ 3/ 5/
10/ 20/
30 min

OFF 79

トランスバーター 25 トランスバーター周波数表示の設定 ON/ OFF OFF 79

アンテナ
チューナー

26 AT のチューニング終了時に送信を継続させる機能 ON/ OFF OFF 73

27 受信時のAT動作 ON/ OFF OFF 73

リニアアンプ

28 リニアアンプのコントロール OFF/1/2 OFF 76

28A HF帯のリニアアンプコントロール OFF/1/2 OFF 76

28B 50MHz 帯のリニアアンプコントロール OFF/1/2 OFF 76

28C 144MHz 帯のリニアアンプコントロール OFF/1/2 OFF 76

28D 430MHz 帯のリニアアンプコントロール OFF/1/2 OFF 76

28E 1200MHz 帯のリニアアンプコントロール OFF/1/2 OFF 76

メッセージの再生

29 CWメッセージの再生
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

29A 音声／メッセージ再生の繰り返し ON/ OFF OFF 44

29B 音声／メッセージ再生繰り返し時間の設定 0～ 60 s
（１s刻み） 10 s 43, 44

CW

30 キーイングの挿入のON/ OFF OFF/ ON OFF 44

31 CW受信ピッチ／送信サイドトーン周波数の設定
400～
1000 Hz

（50 Hz 刻み
800 Hz 30

32 CWライズタイム（立ち上がり時間）設定 1/2/4/6 ms 6 ms 77

33 CWウェイティング比率
AUTO

/ 2.5 ～ 4.0
（0.1 刻み）

AUTO 42

34 CWリバースキーイングウェイト OFF/ ON OFF 42

35 バグキーモード OFF/ ON OFF 43

36 SSBモードでのCW自動送信 OFF/ ON OFF 44

37 SSBからCWへ変更時の周波数補正 OFF/ ON OFF 44
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グループ メニュー
No. 機　能 選択肢 初期値 参照

ぺージ

FSK

38 FSK シフト幅の切り替え 170/ 200/
425/ 850 Hz 170 Hz 50

39 FSK KEY 極性の切り替え NORMAL
/INVERSE NORMAL 50

40 FSK トーン周波数の切り替え 1275/
2125 Hz 2125 Hz 50

FM

41 FMのマイクゲイン切り替え LOW/MID
/HIGH LOW 20, 28

42 FMサブトーンモードの切り替え BURST
/CONT CONT 33

43 オートレピーターオフセット機能 OFF/ ON ON 34

44 1750 Hz トーン送信保持機能 OFF/ ON OFF 33, 34

DTMF

45 DTMF機能
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

45A DTMFメモリー登録
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ 76

45B DTMF メモリー送信スピード設定 SLOW/FAS T FAST 76

45C DTMF メモリーのポーズ時間設定

100/ 250/
500/ 750/
1000/ 1500/
2000 ms

500 ms 76

45D マイクリモート機能の設定 OFF/ ON OFF 81

TNC

46 内蔵 TNCのバンド切り替え MAIN/SUB SUB 51

47 内蔵 TNCのパケット通信スピード設定 1200/
9600 bps 1200 bps 49

48 DCDセンス切り替え TNC BAND
/MAIN&S UB TNC BAND 49

49 P.C.T.（パケットクラスターチューニング）モード
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

49A パケットクラスターチューニングモード切り替え MANUAL
/AUTO MANUAL 51

49B パケットクラスター受信確認音 OFF/MORSE 
/VOICE MORSE 51

50 パケットの設定
[SUB]を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

50A パケットフィルター帯域幅の切り替え OFF/ ON OFF 50

50B パケットAF入力レベルの設定 0～ 9 4 50

50C パケットAFメインバンド出力レベルの設定 0～ 9 4 50

50D パケットAFサブバンド出力レベルの設定 0～ 9 4 87

50E 外部データバンド切り替え MAIN/SUB MAIN －

50F 外部データ端子の通信スピード設定 1200/
9600 bps 1200 bps －
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グループ メニュー
No. 機　能 選択肢 初期値 参照

ぺージ

PF キー

51 PF キー
[SUB] を押し
てサブメュー
を呼び出す

－ －

51A 前面パネルの PFキー機能設定

OFF/ A.N./
B.C./ N.R ./
NB/ ANT
1/2/ 1 MHz/
CTRL/
CALL/

CLR/ FINE/
CH3/ CH2/
CH1/ CW
TUNE / M.IN/
M▶ VFO/
SCAN/
A=B/
VFO/M/
A/B/ 
TF-SET/ 
SPLIT/
Q M.IN/
Q MR /

DSP MONI/
RX MONI/
VOICE 2/
VOICE 1/
MENU 00-60

VOICE 2 77
84

51B マイクロホンの PF1キー機能設定 51Aと同じ A/B 77

51C マイクロホンの PF2キー機能設定 51Aと同じ SPLIT 77

51D マイクロホンの PF3キー機能設定 51Aと同じ VFO/ M 77

51E マイクロホンの PF4キー機能設定 51Aと同じ RX MONI 77

スプリット転送
52 スプリット転送機能 OFF/ ON OFF 80

53 スプリット転送データのVFO書き込み OFF/ ON OFF 80

送信禁止 54 送信禁止機能 OFF/ ON OFF 41, 80

パケット

55 パケット通信モード OFF/ ON OFF 49

56 COMポート通信スピードとストップビットの切り替え

4800/ 9600/
19200/
38400/
57600 bps

9600 bps 80,81

APO 57 APO （オートパワーオフ）機能 OFF/ 60/
120/ 180 min OFF 72

RC-2000 環境設定

58 RC-2000 の簡単モード時に表示するフォントの選択 FONT1
/FONT2 FONT1 －

59 RC-2000 のパネル、TS-2000 のドット表示部のコントラスト設
定

1～ 16
（1刻み） 8 75

60 RC-2000 のディスプレイのネガポジ反転 NEGATIVE
/POSITIVE POSITIVE －
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メニュー機能一覧表

機　能 メニュー
No.

リニアアンプ

HF帯のリニアアンプコントロール 28A

50MHz 帯のリニアアンプコントロール 28B

144MHz 帯のリニアアンプコントロール 28C

430MHz 帯のリニアアンプコントロール 28D

1200MHz 帯のリニアアンプコントロール 28E

アンテナ

外部受信アンテナの使用 18

受信時のAT動作をON/ OFF する 27

ATのチューニング終了時の送信を継続させる機能 26

ビープ機能

ビープ音量の設定 12 12

CW

SSBモードでのCW自動送信 36

バグキーモード 35

CWウェイティング比率 33

CWライズタイム（立ち上がり時間）設定 32

CW受信ピッチ／送信サイドトーン周波数の設定 31

SSBからCWへ変更時の周波数補正 37

キーイングの挿入のON/ OFF 30

CWリバースキーイングウェイト 34

アンテナ

スプリット転送データのVFO書き込み 53

スプリット転送機能 52

機　能 メニュー
No.

DSPイコライザー、フィルター

DSP受信イコライザーの切り換え 20

DSP送信イコライザーの切り換え 21

SSBまたはAMのDSP送信フィルター帯域幅の
切り換え 22

DTMF

DTMFメモリーの登録 45A

DTMFメモリーのポーズ時間設定 45C

DTMFメモリーの送信スピード設定 45B

FM

オートレピーターオフセット機能 43

FM S メータースケルチ機能 19A

Sメータースケルチのヒステリシスタイマー設定 19B

FMのマイクゲイン切り換え 41

FMのサブトーンモードの切り換え 42

1750Hz トーン送信保持機能 44

FSK

FSK KEY 極性の切り換え 39

FSKシフト幅の切り換え 38

FSKトーン周波数の切り換え 40

LCD

ディスプレイの明るさ 00

キーの照明 01

RC-2000、TS-2000 ディスプレイのコントラスト設
定 59

メモリー機能

メモリー／VFOスプリット運用 06A

メモリー周波数の一時可変 06B

メッセージの再生

音声／メッセージ再生繰り返し時間の設定 29B

音声／メッセージ再生の繰り返し設定 29A
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メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表

機　能 メニュー
No.

PF キー

前面パネルの PFキー機能設定 51A

マイクロホンの PF1キー機能設定 51B

マイクロホンの PF2キー機能設定 51C

マイクロホンの PF3キー機能設定 51D

マイクロホンの PF4キー機能設定 51E

送信出力の微調整

送信出力の微調整 23

パワーのオン／オフ

APO（オートパワーオフ）機能 57

リモートコントロール

マイクリモート機能の設定 45D

RC-2000 のディスプレイのネガポジ反転 60

RC-2000 の簡単モード時に表示するフォントの選択 58

RC-2000 のパネル／ TS-2000 のドット表示部の
コントラスト設定 59

スキャン機能

プログラムスキャンの一時停止 09

プログラムスロースキャン機能 07

プログラムスロースキャン設定 08

スキャンの再開条件 10

ビジュアルスキャン範囲 11

スピーカー出力

EXT. SP1 と EXT. SP2、またはヘッドホン接続時の
出力切り替え 16

EXT.SP1 と EXT. SP2、またはヘッドホンの左右出
力を逆に切り替える 17

機　能 メニュー
No.

TNC

パケットのAF入力レベルの設定 50B

COMポート通信スピードストップビット切り換え 56

外部データ端子の通信スピード設定 50F

内蔵 TNCの通信スピード設定 47

DCDセンス切り替え 48

パケットAFメインバンド出力レベル設定 50C

外部データバンド切り換え 50E

内蔵 TNCのバンド切り換え 46

パケット通信モード 55

パケットフィルター帯域幅の切り換え 50A

パケットクラスター受信確認音 49B

P.C.T.（パケットクラスターチューニング）モードの
切り替え 49A

パケットAFサブバンド出力レベル設定 50D

送信コントロール

TOT（タイムアウトタイマー）の設定 24

送信禁止機能 54

トランスバーター

トランスバーター周波数表示の設定 25

同調

SSBからCWへ変更時の周波数補正 37

AM放送バンドにおいてMULTI/ CHつまみのステッ
プを 9kHz に切り換える 05

MULTI/ CHつまみの下位周波数まるめ 04

同調つまみ 1回転の変化量 02

同調つまみとMULTI/ CHつまみの連動 03

音量の設定

ビープ音量の設定 12

DRU-3 モニター音量の設定 14

送信サイドトーンの音量設定 13

VS-3 音量の設定 15
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SSBで交信する
SSB モードは、AM や FM に比べて狭い帯域幅と小さい電
力で長距離の交信ができるため、HF のアマチュアバンドで
もっとも一般的に使われています。

受信方法の詳しい説明については 18ページ以降の『基本操
作』をご覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [LSB/ USB/ AUTO]を押して、LSBまたはUSBを
選びます。
・ 選ばれたサイドバンドが “LSB” または “USB” で
表示されます。

3 [MIC/ CAR]を押して、マイクゲイン調整モードにし
ます。
・ そのときのマイクゲインレベルが表示されます。

4 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を押
し続けします。
 MAIN バンド LEDが赤色に点灯します。
・ VOXによる自動送受信の説明は “VOX”（→ p. 39）
をご覧ください。

5 マイクロホンに向かって話し、ALCメーターが声のレ
ベルに反応し、しかもALCゾーンの範囲を超えないよ
うにMULTI/ CHつまみを回して調整します。
・ 普通の口調と声の大きさで話してください。マイク
ロホンに近すぎたり、声が大きすぎたりすると歪み
が多くなり、受信側で聞き取りにくくなる原因とな
ります。

・ スピーチプロセッサーをお使いになる場合は『スピー
チプロセッサー』（→ p. 40）をご覧ください。

6 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を離
すと受信に戻ります。
・ MAIN SQL の設定により、MAIN バンド LEDが赤
色の点灯から緑色に変わるか、または消灯します。

7 [MIC/ CAR]を押すと、マイクゲイン調整モードが解
除されます。

さらに運用に必要な機能の説明については37ページ以降の
『快適な交信をする』をご覧ください。

注意：
◆ スピーチプロセッサー（→ p. 40）がONのときとOFFのとき
で、マイクゲインは別々の設定になります。

◆ あまり大きな声で話したり、マイクロホンとの距離が近すぎる
と、明瞭度が低下したり、側波帯が広がる場合があります。マ
イクロホンと口元の間隔は 5cm位が適当です。

◆ AF アンプを内蔵しているマイクロホンの場合は出力レベルに
ご注意ください。

◆ ALCのレベルは、マイクゲインを上げすぎている場合でも、当
社の従来機に比べて制限されています。これはDSP による送
信ゲインコントロールが働くためです。

◆ マイクゲインを上げすぎると周囲の雑音を拾いやすくなりま
す。

FMで交信する
144MHz あるいは 430MHz 帯で交信する場合は、FMモー
ドがよく使われます。また、また本機では、直接通信でき
ない遠方の相手局と交信するときは、レピーターを利用す
ることもできます。

受信方法の詳しい説明は 18ページ以降の『基本操作』をご
覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。
・ “FM” が表示されます。

3 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を押
し続けます。
・ MAIN バンド LEDが赤色に点灯します。
・ VOXによる自動送受信の説明は “VOX”（→ p. 39）
をご覧ください。

4 マイクロホンに向かって普通の口調と声の大きさで話し
ます。
・ マイクロホンに近すぎたり、声が大きすぎたりする
と歪みが多くなり、受信側で聞き取りにくくなる原
因となります。マイクロホンと口元の間隔は5cm位
が適当です。

・ メニュー No. 41 で FMのマイクゲインを LOW/ 
MID/ HIGH に切り替えることができます。通常は
“LOW” ですが、相手局からマイクゲインが低いと
いうレポートを受けた場合は “HIGH” を選んでくだ
さい。MULTI/ CHつまみは、FMモードでは使い
ません。

注意：感度が低いマイクロホン（MC-90 等）を使用しているときは、
十分な変調がかからない場合があります。

5 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を離
すと受信に戻ります。
・ MAIN SQL の設定によりMAIN バンド LEDが緑色
に点灯するか、または消灯します。

さらに運用に必要な機能の説明については37ページ以降の
『快適な交信をする』をご覧ください。
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AMで交信する
AMモードは、SSBと比べて音質が良い、チューニングし
やすいなどの理由で使われています。

受信方法の詳しい説明については、18ページ以降の『基本
操作』をご覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [FM/ AM/ NAR]を押して、AMモードを選びます。
・ “AM” が表示されます。

3 [MIC/ CAR]を押して、マイクゲイン調整モードにし
ます。
・ そのときのゲインレベルが表示されます。

4 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を押
し続けます。
・ MAIN バンド LEDが赤色に点灯します。
・ VOXによる自動送受信の説明は “VOX”（→ p. 39）
をご覧ください。

5 マイクロホンに向かって話し、PWRメーターが声のレ
ベルでわずかに変わるようにMULTI/ CHつまみを回
します。
・ 普通の口調と声の大きさで話してください。マイク
ロホンに近すぎたり、声が大きすぎたりすると歪み
が多くなり、受信側で聞き取りにくくなる原因とな
ります。マイクロホンと口元の間隔は5cm位が適当
です。

・ スピーチプロセッサーを使用される場合は、『スピー
チプロセッサー』（→ p. 40）をご覧ください。

6 [SEND]を押すか、またはマイクロホンの [PTT]を離
すと受信モードに戻ります。
・ MAIN SQL の設定により、MAIN バンド LEDが緑
色に点灯するか、または消灯します。

7 [MIC/ CAR]を押すと、マイクゲイン調整モードが解
除されます。

さらに運用に必要な機能の説明については37ページ以降の
『快適な交信をする』をご覧ください。

注意：
◆ AMモードでは、最適な変調度を得るために、キャリアレベル
の調整をおこなってください。キャリアレベルを調整するには、
[FUNC]、[MIC/ CAR] の順に押して、調整モードに入ります。
マイクロホンに音声を入力せずにキャリア信号のみを送信して
いる間に、ALCメーターが振れ始める所にMULTI/ CHつまみ
を回してください。もう一度 [FUNC]、[MIC/ CAR] の順に押
すと調整モードを終了します。

FMナローについて
FMモードで運用中に、帯域幅をワイド（Wide）またはナロー
（Narrow）に設定できます。下の表は受信 IF フィルターと
送信変調度の各モードでの一覧表です。相手局の変調度に
合わせてワイドかナローを選ぶと、受信音が歪んだり、明
りょう度が悪くなることを避けられます。

モード 受信 IF
フィルター 送信変調度

FM Wide Wide

FMN Narrow Narrow

1 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。

2 [FUNC]、[FM/ AM/ NAR]の順に押すたびにワイド
かナローに切り替わります。
・ 現在選ばれている帯域幅が “FM” または “FMN” で
表示されます。

AMナローについて
メインバンドでAMを受信しているとき、帯域幅をノーマ
ル（Normal）からナロー（Narrow）に変えると、よりいっ
そう混信の除去ができます。ただし帯域幅を変えても、送
信変調度は変わりません。

1 [FM/ AM/ NAR]を押して、AMモードを選びます。

2 [FUNC]、[FM/ AM/ NAR]の順に押すたびにノーマ
ルかナローに切り替わります。
・ 現在選ばれている帯域幅が “AM” または “AMN”
で表示されます。
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オートゼロイン
相手局と同調をとって送信する前に、オートゼロインを使
うことをお薦めします。オートゼロインは、本機の送信周
波数を、受信している相手局の周波数と自動的に一致させ
る機能です。

1 [FUNC]、[RIT/ CW TUNE]の順に押して、オートゼ
ロインを開始します。
・ “CW TUNE” が表示されます。

・ 送信周波数が自動的に変わり、受信信号のピッチが
送信サイドトーン／受信ピッチ周波数と一致します。
下記の『送信サイドトーン／受信ピッチ周波数』を
ご覧ください。

・ オートゼロインが終了すると、“CW TUNE” が消え
ます。

・ ゼロインできなかったときは、元の周波数に戻りま
す。

注意：

◆ DSP フィルター帯域幅に 1. 0 kHz 以上を選択した場合はオー
トゼロインを開始することはできません。

◆ オートゼロインを使用すると、概ね相手局の周波数± 50 Hz 以
内に同調することができます。

◆ 相手局のキーイングスピードが遅すぎたり、何らかの障害（信
号強度が強すぎる場合、弱すぎる場合、混信が多い場合など）
がある場合、オートゼロインできないことがあります。

◆ RITがONの場合は、オートゼロインはRIT周波数に対してオー
トゼロインが動作します。

◆ オートゼロインが動作する範囲は、受信条件によって異なりま
すが、受信ピッチ±約 300Hz が目安です。

送信サイドトーン／受信ピッチ周波数
送信サイドトーンとは：
CWで送信する場合、本機のスピーカーからトーンが聞こ
えてきます。このトーンは送信（TX）サイドトーンと呼ば
れます。このトーンを聞くことにより、自分が送信してい
る内容をモニターすることができます。また、送信しない
ときは、キーヤーが機能しているかをチェックしたり、キー
操作の練習にも使うことができます。

受信ピッチとは：
CWモードのように搬送波を直接キーイングする電信では、
これを可聴音に変換するためのBFO（Beat Frequency 
Oscillator）があります。BFOと受信周波数の差がビート
音として聞こえ、この周波数の差を受信ピッチといいます。

サイドトーンと受信ピッチは同じ周波数になります。メ
ニューNo. 31 を呼び出して、一番聞きやすい周波数を選ん
でください。選択可能な範囲は 400 Hz から 1000 Hz ま
でで 50Hz ステップになっています。

送信サイドトーンの音量は、メニューNo. 13 で 1から 9
までとOFFが選べます。

注意：
◆ MAIN AFまたは SUB AFつまみの位置は、送信サイドトー
ンの音量には影響しません。

CWで交信する
本機には、エレクトロニックキーヤーが内蔵されています。
詳細ついては 42ページの『エレクトロニックキーヤー』を
ご覧ください。

受信方法の詳しい説明については 18ページ以降の『基本操
作』をご覧ください。

1 周波数を選びます。

2 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” が表示されます。

・ 相手局と正確に同調させるには、右記の『オートゼ
ロイン』を使用してください。

3 [SEND]を押します。
・ MAIN バンド LEDが赤色に点灯します。
・ 自動送受信スイッチに関する説明は『CWブレーク
イン』（→ p. 42）をご覧ください。

4 送信を開始します。
・ 送信している間に、自分の送信をモニターしている
サイドトーンが聞こえます。右記の『送信サイドトー
ン／受信ピッチ周波数』をご覧ください。

5 [SEND]を押して、受信モードに戻ります。
・ MAIN SQL の設定により、MAIN バンド LEDが赤
色の点灯から緑色に変わるか、または消灯します。

注意：キャリアレベルは必要なときに調整してください。[FUNC]、
[MIC/ CAR]の順に押して調整モードに入ります。送信状態で
ALCメーターがALCゾーンの範囲を超えないようにMULTI/ CH
つまみを回してください。
もう一度 [FUNC]、[MIC/ CAR]の順に押すと調整モードを終了
します。

非常連絡設定周波数
4,630kHz は、非常通信の連絡を設定する場合に使用す
る周波数です。連絡設定後の通信は、通常使用する周波
数でおこなってください。

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” が表示されます。

2 周波数を 4,630kHz に合わせます。

注意：

◆ 周波数は 4.630.00 と正確に合わせます。
◆ 内蔵のオートアンテナチューナーは、非常連絡設定周波数
4,630kHz では動作しません（→ p. 73）。
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スプリット運用
通常の交信には受信と送信に 1つの周波数を使います。こ
の場合は、VFO A か VFO B のどちらかで 1つの周波数を
選びます。しかし、場合によっては受信と、送信で違う周
波数を選ぶこともあります。この場合は 2つのVFOを使う
必要があります。これを “スプリット運用” と呼びます。こ
の “スプリット運用” は FMレピーターを使う場合（→ p. 
32）や、DX局を呼ぶ場合などに使用します。

1 メインバンドの [MAIN]と [A/ B]を押して、VFO A
またはVFO B を選びます。
・ 選ばれたVFOが、“  A”または“  B”で表示されます。

2 周波数を選びます。
・ 選ばれた周波数は送信のために使われます。
・ 選ばれたVFO周波数を、もう一方のVFOにコピー
するには [A=B]を押します。

3 [A/ B]を押して、もう一方のVFOを選びます。

4 周波数を選びます。
・ 選ばれた周波数は受信のために使われます。

5 [SPLIT]を押します。
・ “SPLIT” が表示されます。

・ [A/ B]を押すたびに、受信と送信の周波数が反転し
ます。

6 もう一度 [SPLIT]を押して、スプリット運用を終了し
ます。
・ “SPLIT” が消えます。

メニューNo. 06Aを呼び出して、“ON” を選ぶと、メモリー
チャンネルとVFOの2つでスプリット運用ができます。『メ
モリー』の中の『メモリーチャンネル／VFOスプリット運
用』（→ p. 60）をご覧ください。

注意：
◆ サブバンドではVFOが 1つですので、異なるバンドでのスプ
リット運用はできません。

TF-SET（送信周波数のセット）
TF-SET は一時的に送信周波数と受信周波数を入れ替える
機能です。TF-SET のスイッチを押している間自分の送信
周波数で受信し、その状態で送信周波数を変更することも
できます。新しく選んだ送信周波数に妨害電波があるかど
うかをチェックすることができます。
[TF-SET]のスイッチを離すと、元の周波数に戻ります。

1 左記の操作でスプリット運用を設定します。

2 [TF-SET]を押し続けます。

3 [TF-SET]を押した状態で同調つまみを回すか、または
マイクロホンの [UP]/ [DWN]を押します。
・ 変更した周波数で受信します。

4 [TF-SET]を離します。
・ 元の受信周波数で受信を始めます。

多数の局から呼び出されているDX局とうまく交信するに
は、妨害電波のない周波数でタイミング良く相手局を呼び
出します。すなわち、DX局の交信状況と混信状態を考慮し、
TF-SET 機能を使って、DX局が受信状態で、他の局が送信
していない瞬間に送信します。この機能を使いこなすと、
より多くのDX局と交信できるようになります。

注意：

◆ TF-SET を使う前に、[FUNC]、[ATT/ F LOCK]の順に押すと、
間違ってボタンを押した場合でも、受信周波数はロックされて
変わりません。

◆ 送信中は TF-SET は動作しません。
◆ メモリーチャンネル（CH290 から 299 を除く）を呼び出した
場合、その呼び出した周波数を同調つまみで変更することはで
きません。メモリーチャンネル運用時、同調つまみを使えるよ
うにするにはメニューNo. 06B を呼び出して、“ON” を選ん
でください。

◆ メモリーチャンネルを呼び出したあとでマイクロホンの [UP]/ 
[DWN]を押すかMULTI/ CH つまみを回すと、そのメモリー
チャンネルを変更できます。

◆ 送信周波数には RIT 周波数のシフトは追加されていませんが、
XIT には追加されています。
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FMレピーター運用
レピーター (自動中継局 )は山の上やビルの屋上など見通し
のよい場所に設置されています。レピーターを使うとより
遠くの相手局と交信できます。

レピーターは受信と送信の周波数をシフトさせて使います。

本機にはオートレピーターオフセット機能がありますが（→
p. 34）、それ以外に 2つの異なる周波数で交信するには、
次の 3通りの方法があります。

・ スプリット運用（→ p. 31）

・ シフトを設定する

・ スプリットメモリーに登録する

スプリットメモリーに登録する方法については『メモリー』
の中の『スプリットチャンネル』（→ p. 59）をご覧ください。

注意：

◆ スプリット運用でレピーターを使用する場合は、送信／受信周
波数の両方とも FMモードを選んでください。

◆ レピーター運用時に、マイクゲインが大きすぎると、変調度
が大きすぎて、レピーターを使用できないことがあります
（→ p. 28）。

レピーター

A局

B局

送信
434.640MHz

受信
439.640MHz

送信
434.640MHz

受信
439.640MHz

シフト設定
受信と送信の周波数をシフトさせて、2つの異なる周波数
を設定します。

注意：
◆ シフトの設定をメモリーチャンネルに登録しておくと、毎回設
定をやり直す必要はありません。『メモリー』（→ p. 58）をご

覧ください。

■ シフト方向の選択
1 受信周波数を選んでください。

2 [0/ SHIFT/ OFFSET]を押して、シフト方向を選
びます。
・ 送信周波数を受信周波数よりも高くする（＋）か、低

くする（-）かを選んでください。
・ どちらのシフトが選ばれたかにより、“＋” または “-”

が表示されます。

シフトした送信周波数が送信可能範囲外に出た場合は送
信できません。次に示す方法のどちらか一つを使って送
信周波数をバンドの範囲内に戻してください。
・ 受信周波数をバンド範囲内に移動させる。
・ シフトの方向を変える。

注意：

◆ シフトの方向は FM以外のモードでは変えられません。
◆ スプリットメモリーを使用中、または送信中はシフト方向
を変えることはできません。

■ オフセット周波数の選択
実際にレピーターを使用する場合は、そのレピーターに
合わせて、受信と送信の周波数でオフセットさせる周波
数を設定してください。お買い上げ時の設定は以下の通
りです。

バンド オフセット周波数

144MHz 帯 600kHz

430MHz 帯 5.0MHz

1200MHz 帯 20MHz

29MHz 帯と 50MHz 帯については、お買い上げ時のオ
フセット周波数は 0MHz（シンプレックス）に設定され
ています。これらのバンドについては希望のオフセット
周波数を設定してください。

1 [FUNC]、[0/ SHIFT/ OFFSET]の順に押します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、オフセット周波数を
選びます。
・ 選択可能な範囲は 0. 00MHz から 50kHz ステップで

59. 95MHz までです。

3 もう一度 [FUNC]、[0/ SHIFT/ OFFSET]の順に
押して、設定を終了します。
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トーンの送信
FMレピーターを使って交信する場合は、あらかじめトーン
機能をONに設定してください。

注意：
◆ トーンの設定をメモリーチャンネルに登録しておくと、毎回設
定をやり直さずにすみます。『メモリー』（→ p. 58）をご覧く
ださい。

◆ 通常の使用においては、お買い上げ時の設定でご使用ください。

■ トーン機能を使う
1 VFOでFMモードが選ばれていることを確認します。

2 [4/ TONE/ SEL]を押して、トーン機能をONにし
ます。
・ ONのときは “T” が表示されます。
・ [4/ TONE/ SEL]を押すたびに、ON/ OFF が切り替

わります。

注意： CTCSS またはDCS機能と一緒にトーン機能を使うこと
はできません。

■ トーン周波数の選択
1 [FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押します。
・ そのときのトーン周波数が表示されます。お買い上げ

時の設定は、国内の FMレピーターで一般的に使用さ
れている 88. 5Hz です。

2 MULTI/ CHつまみを回して、トーン周波数を選び
ます。
・　選べるトーン信号は右上の表のとおりです。

3 もう一度 [FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押して、
設定を終了します。

No. 周波数（Hz） No. 周波数（Hz） No. 周波数（Hz） No. 周波数（Hz）

01 67.0 11 97.4 21 136.5 31 192.8

02 71.9 12 100.0 22 141.3 32 203.5

03 74.4 13 103.5 23 146.2 33 210.7

04 77.0 14 107.2 24 151.4 34 218.1

05 79.7 15 110.9 25 156.7 35 225.7

06 82.5 16 114.8 26 162.2 36 233.6

07 85.4 17 118.8 27 167.9 37 241.8

08 88.5 18 123.0 28 173.8 38 250.3

09 91.5 19 127.3 29 179.9 39 1750

10 94.8 20 131.8 30 186.2

注意：

◆ PC コントロールでトーン周波数を選ぶ場合は、上の表の
No. 01 ～ No. 39 を使用してください（→ p. 81）。

◆ トーン周波数と CTCSS 周波数は別々に設定することがで
きます。

◆ トーン周波数に 1750Hz を選んだときは、[TONE]キーが
1750Hz の送信機能になります。

■ 連続またはバーストの選択
レピーターによってトーン周波数の種類が異なり、メ
ニューNo. 42 を呼び出して種類を変更できます。
種類 CONT（連続）
 BURST（バースト）
CONT を選ぶと、送信中連続的にトーンを送ります。
BURSTを選ぶと送信するたびに 500msの間トーンを
送ります。

注意：

◆　144MHz、430MHz、1200MHz 帯は常に連続となります。
◆　1750Hz 選択時は常にバーストとなります。
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オートレピーターオフセット
本機は、オートレピーターオフセット機能を備えており、
受信周波数を 439MHz 帯のレピーター周波数に合わせる
と、自動的に送信周波数を- 5MHz シフト（オフセット周
波数）し、設定されているトーン周波数を付け加えます。

1200Hz 帯では、受信周波数が 1290MHz 以上 1293MHz
未満の範囲のときに、「- 20MHz シフト、トーンON」に
自動設定されます（TS-2000SX/ TS-2000VX）。

1 メニューNo. 43 を呼び出して、オートレピーターオフ
セット機能をON（使用しないときはOFF）にします。
・ お買い上げ時の設定はONです。

注意：
◆ リバース機能がONのときは、オートレピーターオフセット機
能は動作しません。

◆ オートレピーターオフセット機能が ON のときは、［0/ 
SHIFT/ OFFSET］を押してシフト方向を変えても、シフト方
向はその周波数に対応した方向になります。

リバース機能
オフセットを設定してあるときは、リバース機能により受
信と送信の周波数が反転します。レピーターを経由しない
で相手局からの信号を直接受信できるかどうかを、信号の
強さをチェックして判断します。もし相手局の信号が強け
れば、シンプレックス周波数に移行して直接交信すること
をおすすめします。

1 オフセット（＋またはー）が設定してあるときに、
[TF-SET] を押して、リバース機能をONにします。

・ “ R ” が表示されます。

注意：

◆ [TF-SET]を押したとき送信周波数が送信可能範囲外になった
場合は、マイクロホンの [PTT]を押しても送信禁止状態になり、
送信できません。

◆ [TF-SET]を押したとき受信周波数が送信可能範囲外になった
場合、エラービープ音が鳴り、リバース機能は動作しません。

◆ オートレピーターオフセット機能はリバースがONのときは動
作しません。

◆ 送信中はリバース機能のON/ OFF はできません。

オートシンプレックスチェッカー（ASC）
レピーターを使用中に相手局の信号を直接受信し、信号の
強さを定期的にチェックし、レピーターを使用しなくても
よいシンプレックス交信が可能な場合は、ディスプレイ画
面上の［R］表示が点滅を始めます。

1 [TF-SET]を 1秒以上押して、オートシンプレックス
チェッカー機能をONにします。

・“〔R〕” が表示されます。

・ 直接の交信が可能になると、〔R〕表示が点滅します。

・ この機能をOFFにするには [TF-SET]を押します。

注意：

◆ 送信したときは〔R〕表示の点滅が止まります。
◆ 送信と受信の周波数が同じ場合（シンプレックス運用）、オー
トシンプレックスチェッカーは動作しません。

◆ スキャン中はオートシンプレックスチェッカーは動作しませ
ん。

◆ リバース機能を使用中にオートシンプレックスチェッカーを
ONにすると、リバース機能はOFFになります。

◆ リバース機能がONになっているメモリーチャンネルまたは
コールチャンネルを呼び出すと、オートシンプレックスチェッ
カーがOFFになります。

◆ オートシンプレックスチェッカーがONのときは、受信中の音
声が約 3秒ごとに途切れます。

トーン周波数サーチ
受信信号に含まれるトーン周波数をチェックして表示しま
す。

1 [FUNC]、[4/ TONE/ SEL]の順に押します。
・現在のトーン周波数が表示されます。

2 [SCAN/ SG. SEL]を押して、トーン周波数をスキャン
させます。
・ “T”が点滅してトーン周波数をスキャンします。トー
ン周波数が一致すると、スキャンを停止してその周
波数を表示します。

・ トーン周波数のスキャンが動作中は、[SCAN/ SG. 
SEL] を押すとスキャンが停止します。

注意：
◆ スキャン中でも受信音は聞こえます。
◆ 信号を受信していないとスキャンはしません。
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FM CTCSS運用
「CTCSSとはContinuous Tone Coded Squelch System
の略称です。あらかじめ相手局と決めておいたCTCSS 周
波数を音声信号に付加して送信します。相手局のCTCSS
周波数と自局のCTCSS 周波数が一致したときに、スケル
チが開き受信できます。選択できるCTCSS 周波数は、右
の表の通りです。CTCSSを使用する場合は、電波を発射し
ようとする周波数の使用状況を確認するために、PFキーに
受信モニター機能を設定してください。(→ p77)。

注意：
◆ CTCSS を使用しても、交信内容を他局に聞かれないようには
できません。

1 [A/ B]を押して、VFO A またはVFO B を選びます。
・ 選ばれたVFOが“  A”または“  B”で表示されます。

2 バンドを選びます。

3 周波数を選びます。

4 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。
・ “FM” が表示されます。

5 SQLつまみを回して、スケルチを調整します。

6 [6/ CTCSS/ SEL]を押して、CTCSS機能をON（使
用しないときはOFF）にします。
・ CTCSS機能がONの場合 “CT” が表示されます。

7 [FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押します。
・ 現在のCTCSS 周波数が表示されます。CTCSS 周
波数のお買い上げ時の設定は 88. 5Hz です。

8 MULTI/ CHつまみを回して、CTCSS周波数を選びま
す。
・ 選べるCTCSS トーン周波数は右上の表のとおりで
す。

9 もう一度 [FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押して、
設定を終了します。

No. 周波数
（Hz） No. 周波数

（Hz） No. 周波数
（Hz） No. 周波数

（Hz）

01 67.0 11 97.4 21 136.5 31 192.8

02 71.9 12 100.0 22 141.3 32 203.5

03 74.4 13 103.5 23 146.2 33 210.7

04 77.0 14 107.2 24 151.4 34 218.1

05 79.7 15 110.9 25 156.7 35 225.7

06 82.5 16 114.8 26 162.2 36 233.6

07 85.4 17 118.8 27 167.9 37 241.8

08 88.5 18 123.0 28 173.8 38 250.3

09 91.5 19 127.3 29 179.9

10 94.8 20 131.8 30 186.2

手局からの呼び出しは選ばれたトーン周波数と一致したと
きのみ聞こえます。呼び出されたら、[SEND]を押すかマ
イクロホンの [PTT]を押して話します。

すでにCTCSS 周波数を設定している場合は、操作 7と 8
は飛ばしてください。

注意：

◆ スプリット運用中にCTCSS を使う場合は、両方のVFOに FM
モードを選んでください。

◆ CTCSS 周波数はトーン周波数とは別に選べます。
◆ CTCSS 機能はトーンまたはデジタルコードスケルチ機能と同
時には使えません。

◆ CTCSS 周波数はトーン周波数と同じですが、1750Hz の場合は
CTCSS は動作しません（→ p. 33）。

◆ MAIN SQLつまみを時計方向に回し切っている場合は、CTC-
SS周波数が一致している信号でもスケルチが開かないときがあ
ります。

CTCSS周波数サーチ
受信信号に含まれるCTCSS 周波数をチェックし表示しま
す。他の局が使用しているCTCSS 周波数を知りたいとき
に便利です。

1 [FUNC]、[6/ CTCSS/ SEL]の順に押します。
・ 現在のCTCSS周波数が表示されます。

2 [SCAN/ SG. SEL]を押して、CTCSS周波数をスキャ
ンします。
・ “CT” が点滅し、すべてのCTCSSトーン周波数がス
キャンされます。CTCSS周波数が一致するとスキャ
ンを停止して、その周波数を表示します。

・ CTCSS 周波数のスキャンが動作中は、[SCAN/ 
SG. SL]を押すとスキャンが停止します。

注意：
◆ スキャン中でも受信音は聞こえます。
◆ 信号を受信していないとスキャンはしません。
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FM DCS運用
DCS とは Digital Coded Squelch の略称です。あらかじ
め相手局と決めておいたDCSコードを音声信号に付加し
て送信します。相手局のDCS コードと自局のDCS コード
が一致したときに、スケルチが開き受信できます。CTCSS 
との違いはエンコード／デコードの方法と選択可能なコー
ドの数です。DCSコードは下に示した表の 104 個のコー
ドの中から選ぶことができます。DCSを使用する場合は、
電波を発射しようとする周波数の使用状況を確認するため
に、PFキーに受信モニター機能を設定してください。( →
p77)。

1 [A/ B]を押して、VFO A またはVFO B を選びます。
・ 選んだVFOが “  A” または “  B” で、表示されます。

2 バンドを選びます。

3 周波数を選びます。

4 [FM/ AM/ NAR]を押して、FMモードを選びます。
・ “FM” が表示されます。

5 SQLつまみを回して、スケルチを調整します。

6 [ ･ / DCS/ SEL]を押して、DCS機能をON（使用し
ないときはOFF）にします。
・ 機能がONのときは “DCS” が表示されます。

7 [FUNC]、[ ･ / DCS/ SEL]の順に押します。
・ 現在の DCS コードが表示されます。お買い上げ時
の設定は 023です。

8 MULTI/ CHつまみを回して、DCSコードを選びます。
・ 選べるDCSコードを下の表に示します。

9 もう一度 [FUNC]、[ ･ / DCS/ SEL]の順に押して、
設定を終了します。

320 560 231 502 552 133 314 564 216 137

520 170 431 212 162 233 324 664 426 237

620 270 341 322 362 343 134 305 726 437

130 370 541 522 562 643 234 605 136 347

230 470 251 622 662 153 544 615 236 457

630 411 551 342 172 653 644 325 456

340 511 651 442 472 463 254 625 266

740 611 261 542 603 563 454 235 466

150 221 561 642 113 173 554 645 307

350 521 271 152 513 114 264 565 217

450 131 471 252 523 214 464 606 327

相手局からの呼び出しは選ばれたコードと一致したときの
み聞こえます。呼び出されたら、[SEND]を押すかマイク
ロホンの [PTT]を押して話します。

すでにDCSコードを設定している場合は操作 7と 8は飛
ばしてください。

注意：デジタルコードスケルチ機能は、トーンまたはCTCSS 機能
と同時に使うことはできません。

DCSコードサーチ
受信信号に含まれるDCSコードをチェックし表示します。
他局が使用しているDCSコードを知りたいときに便利で
す。

1 [FUNC]、[ ･ / DCS/ SEL]の順に押します。
・ 現在のDCSコードが表示されます。

2 [SCAN/ SG. SEL]を押して、DCSコードをスキャン
します。
・ “DCS” が点滅し、すべてのDCSコードがスキャン
されます。DCSコードが一致するとスキャンを停止
して、そのDCSコードを表示します。

・ DCSコードのスキャンが動作中は、[SCAN/ SG. 
SEL]を押すと、スキャンが停止します。

注意：
◆ スキャン中でも受信音は聞こえます。
◆ 信号を受信していないとスキャンはしません。
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受信
周波数を選択する
同調つまみを回したり、マイクロホンの [UP]/ [DWN]を
押す以外にも周波数を選ぶ方法がいくつかあります。ここ
では簡単に周波数を選ぶ方法について説明します。

■ 周波数を直接入力する
希望の周波数が現在の周波数から離れている場合は、そ
の周波数を数字キーで直接入力するのが最も速い方法で
す。

1 [ENT]を押します。
・ “---.---.--” が表示されます。

2 数字キー（[0]から [9]まで）を押して、希望の周
波数を入力します。
・ 入力の途中で [ENT]を押すと、残りの桁（入力しなかっ

た桁）が 0で埋められて入力を終了します。
・ たとえば、1. 82MHz を選ぶ場合、[0]、[0]、[0]、[1]、

[8]、[2]（TS-2000S/ V は [0]、[0]、[1]、[8]、[2]）
と押して [ENT]を押すと完全な入力となります。

・ キー操作を短縮するには、MHz の代わりに [ ･ ]を使
うこともできます。1. 82MHz を選ぶ場合、[1]、[ ･ ]
（MHz）、[8]、[2]、そして [ENT]を押せば入力を終了
します。

・ [CLR]を押すと入力は取り消され、入力前のVFO周
波数が表示されます。

注意：

◆ 周波数の入力は 30. 00kHz から 1299. 9999MHz（TS-
2000S/V は 439.999MHz まで）の範囲でおこなうことが
できます。

◆ 送受信範囲外の周波数を入力しようとすると警告音が鳴り、
入力しようとした周波数は取り消されます。

◆ サブバンドでは、入力された周波数が、そのときのVFO周
波数のステップと合わなかった場合、一番近い周波数が自動
的に選ばれます。メインバンドでは、同調つまみを回して周
波数を変えたあと、一番近い周波数が自動的に選ばれます。

◆ 10Hz の桁（表示される最後の桁）が入力されると、1Hz
の桁に 0が自動的に入力されて周波数の入力が終了します。
1Hz の桁は表示されません。

◆ ある周波数が入力されると RIT または XIT が OFF になり
ますが、RIT や XIT のオフセット周波数は解除されません。

◆ スタート周波数とストップ周波数が登録されている 290 ～
299 メモリーチャンネルが呼び出されたときは、設定され
た範囲内で受信周波数を直接入力して、変更できるように
なります。

■ 1MHzのステップを使う
前面パネルの [ ＋ ]/ [ － ]を押すと、アマチュアバンド
が変わります。また、MULTI/ CHつまみを使って運用
中の周波数を 1MHz ステップで変えることができます。

1 [1 MHz/ SEL]を押します。
・ “MHz” が表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを回します。
・ 時計方向では周波数のUP、反時計方向では周波数の

DOWNとなります。

3 [1 MHz/ SEL]を押して、この機能を解除します。
・ “MHz” が消えます。

周波数の変更を 1MHz ステップではなく 100kHz とか
500kHz ステップでおこないたい場合は、[FUNC]、[1 
MHz/ SEL]の順に押してから、MULTI/ CHつまみを
回して 100kHz または 500kHz を選びます。選択が終
了したら、再び [FUNC]、[1 MHz/ SEL]の順に押し
ます。

注意：100kHz や 500kHz を選んでも “MHz” は表示されます。

■ 周波数を早く変える
周波数を早く変えるには、MULTI/ CHつまみを使い
ます。このつまみを回すと、運用中の周波数を SSB/ 
CW/ FSK の場合は 5kHz ずつ、FM/AM（60MHz 以下）
の場合は 10kHz ずつ変えていきます。
・ お買い上げ時の周波数ステップを変えたい場合
は、[FUNC]、[9/ FINE/ STEP]の順に押します。
FM/ AM モードでは 5kHz、6. 25kHz、10kHz、
12. 5kHz、15kHz、20kHz、25kHz、30kHz、
50kHz、100kHz を、その他のモードでは 1kHz、
2. 5kHz、5kHz、10kHz を選んでください。お買
い上げ時の設定は、SSB/ CW/ FSK/ AMモード
は 5kHz、FMモード（60MHz 以下）は 10kHz で
す。選択が終了したら、再び [FUNC]、[9/ FINE/ 
STEP]の順に押します。

・ MULTI/ CHつまみを使用して運用周波数を変える
場合は、新しい周波数はステップの倍数となるよう
に丸められます。この機能を解除したい場合は、メ
ニューNo. 04を呼出し、OFFを選んでください。（お
買い上げ時の設定はONになっています）。

・ AM放送バンド内のAMモードのステップは、自動
的にお買い上げ時の設定の 9kHz に戻ります。この
ステップはメニューNo. 05 で 9kHz と OFF の切り
替えができます。

注意：
◆ MULTI/ CH 用に設定された周波数のステップ幅は、HF、
50MHz、144MHz、430MHz、1200MHz 帯の各バンド用
に個別にメモリーされています。また、SSB/ CW/ FSK、
AMおよび FMの各モード用にも異なる周波数ステップを
設定することができます。

◆ メニューNo. 03 が ON（初期値）に設定されていると FM
モードと 60MHz 以上の AMモード時には同調つまみが
MULTI/ CHつまみのステップで動作します。

◆　メニューNo.03 が ON、MHz ステップがONでも同調つ
まみはMHzステップでは動作しません。
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■ ファインチューニング機能
ファインチューニング機能で同調つまみの周波数ステッ
プ幅を 1/10 に変えて周波数を微調整することができま
す。
同調つまみを回して周波数を変えるときのお買い上げ
時の周波数ステップ幅は、SSB/ CW/ FSK モードでは
10Hz、FMと AMモードには 100Hz が設定されてい
ます。
これを、SSB/CW/FSKモードでは 1Hz、FMと AMモー
ドでは 10Hz に変更することができます。

1 [9/ FINE/ STEP]を押し、ファインチューニング
機能をONにします。
・ “FINE” が表示されます。

2 同調つまみを回して、周波数を選びます。

3 もう一度 [9/ FINE/ STEP]を押して、機能をOFF
にします。
・ “FINE” が消えます。

注意：

◆ ファインチューニング機能は、メインバンドでのみ動作し
ます。

◆ メニューNo. 03がONの場合は、すべてのバンドのFMモー
ドと、144MHz/ 430MHz/1200MHz帯（TS-2000S/Vはバー
ジョンアップ可能）のAMモードではファインチューニン
グ機能は動作しません。

■ VFO周波数のコピー（A=B）
使用中のVFOの周波数を使用していない方のVFOへコ
ピーすることができます。

1 VFO A またはVFO B の周波数とモードを選びます。

2 [A=B]を押します。
・ 操作 1で選んだ周波数とモードは使用していない方の

VFOにコピーされました。

3 [A/ B]を押して、周波数がコピーされたことを確認
します。

RIT（受信周波数の微調整）
RIT は送信周波数を変えることなく受信周波数を 10Hz の
ステップで± 20. 00kHz まで微調整できる機能です。周波
数ステップ幅の微調整機能 [9/ FINE/ STEP]がONの場
合、RIT のオフセット周波数は 1Hz となります。RIT はす
べてのモード（FM、AM、CW、SSB）と VFOまたはメモ
リーチャンネルモードを使用中でも同じように動作します。
交信中に相手局の周波数がずれてきた場合の調整や、XIT
と組み合わせた使い方があります。

1 [RIT/ CW TUNE]を押して、RIT 機能をONにします。
・ “RIT” と RIT オフセット周波数が表示されます。

2 必要に応じ [CLEAR]を押して、RIT オフセット周波数
を 0に戻します。

3 RIT/ SUBつまみを回して、受信周波数を変えます。

4 [RIT/ CW TUNE]を押して、RIT機能をOFFにします。
・ 受信周波数は操作 1の前の周波数に戻ります。

注意：

◆ RIT はメインバンドでのみ動作します。
◆ RIT 機能がONの周波数がメモリーチャンネルにメモリーされ
ているときは、RIT のオフセット周波数がVFO周波数に加算
されてメモリーされます。

AGC（オートマチックゲインコントロール）
AGCは受信した信号の強弱の変化をできるだけ抑えるよう
に IF ゲインを自動制御する機能です。

AGCを効果的に使うには、モード（FM以外）ごとに時定
数を変える必要があります。

一般的に信号の強弱の変化がはっきりしているCWモード
や FSK モードでは早い時定数、変化がゆっくりしている
SSBモードやAMモードでは遅い時定数を選びます。素早
くチューニングする場合や、弱い信号を受信するときは、
SSBモードやAMモードでも早い時定数が有効です。

本機のデジタルAGC回路は時定数を遅くから速くまで 20
のステップで調整できるようになっており、1が最も遅く、
20が最も速く設定されます。また、AGCをOFF にするこ
ともできます。

AGCは次の初期値が設定されています。

SSB：レベル 7  CW：レベル 12 
FSK：レベル 14  AM：レベル 5 

時定数の初期値を変更する方法：

1 [8/ AGC/ OFF]を押します。
・ サブドット表示部の上にAGCの時定数目盛りが表
示されます。

2 遅い時定数を選ぶにはMULTI/ CHつまみを反時計方
向に回します。
・ インジケーターの棒が F（速い）から S（遅い）の
方へ動きます。

3 速い時定数を選ぶにはMULTI/ CHつまみを時計方向
に回します。
・ インジケーターの棒が S（遅い）から F（速い）の
方へ動きます。

4 [8/ AGC/ OFF]を押して、時定数の設定を終了します。

注意：
◆ AGC の時定数はサブバンドでは変更することはできません。
AGCをOFF にすると、受信音が歪む場合があります。その場
合は、RFゲインを下げて運用してください。
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送信
VOX（VOICE-OPERATED TRANSMIT）
VOXは話すと送信になり、話を止めると受信に戻る機能で
す。マイクロホンに向かって話し始めたことをVOX回路が
感知し、自動的に送信モードに切り替えます。

VOXを使う場合、話が終ったら少し間をあけて、一瞬受信
モードに戻すようにすることをお奨めします。

VOX は FSK モードを除き、CWやその他のモードでは
ON/ OFF が個別におこなえます。CWモードの場合は、ブ
レークイン機能（→ p. 42）の ON/ OFF になります。

1 [VOX/ LEVEL]を押して、VOXのON/ OFF を切り替
えます。

・ VOXキーの LEDが点灯します。

■ マイクロホンの入力レベル
SSB/ FM/ AMモードでは、VOXゲインを調整できます。
声の大きさや周囲の雑音の状態に応じて調整してくださ
い。声の大きい人や大声で話すときはVOXゲインを小
さくします。

1 USB、LSB、FMまたはAMモードを選びます。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、VOX機能をONにしま
す。
・ VOXキーの LEDが点灯します。

3 [FUNC]、[VOX/ LEVEL]の順に押します。
・現在のVOXゲインがサブドット表示部に表示されます。

4　[SEND]またはマイクロホンの PTT スイッチを押
します。

5　マイクロホンに向かって話しながらMULTI/ CHつ
まみを回して、VOXゲインを調整（初期値は 4）し
ます。話すたびに確実に送信モードに切り替わるよ
うになります。
・ 調整できるVOXゲインの範囲は 0から 9までです。
・ 設定にあたっては、背後のノイズによって受信モード

から送信モードに切り変えてしまうことのないように
注意してください。

注意：
◆ VOXゲインはVOX機能がOFF でも、あるいは送信中でも
調整が可能です。

■ ディレイタイム
話し終わる前に送信が終了してしまい、言葉の一部が送
信されない場合があります。これを避けるために、適切
なディレイタイムを選んで、すべての言葉が送信される
ように調整します。

1 USB、LSB、FMあるいはAMモードを選びます。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、VOX機能をONにしま
す。

3 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押します。
・ 現在の設定値がサブドット表示部に表示されます。お

買い上げ時の設定は 50です。

4　[SEND]またはマイクロホンの PTT スイッチを押
します。

5 マイクロホンに向かって話しながら、MULTI/ CH
つまみを回して、話を止めたあとに受信モードに切
り替わるようにディレイタイムを調整します。
・ 調整できるディレイタイムの範囲はステップ 5から

100（150ms～ 3000ms）までとOFFです。

6 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押して、VOXの
ディレイタイム設定を終了します。
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スピーチプロセッサー
SSB/ AMモードでは話し手の声の大小が出力の変化となっ
て直接伝わるため、聞きづらいことがあります。

スピーチプロセッサーを通すと、リミッター（※）が働き、
音声の周波数帯域を 3つに分割します。それぞれの出力レ
ベルが一定レベルになるように声の大小を平均化し、平均
電力を上げて送信します。相手に対して信号が弱いときや、
弱い信号の相手に送信するときは、スピーチプロセッサー
をONにすると了解度が上がります。

※リミッター（Limitter）
・ 信号波形が一定値以上になると、それを超えないよ
うに制限する回路

送信出力

時間

時間

スピーチプロセッサー 　

スピーチプロセッサー 　

OFF

ON送信出力

FMモードでは送信出力は一定ですが、話し手の声の大小
で変調度が変化するため、聞きづらいことがあります。FM 
モードでスピーチプロセッサーを使用した場合、声の大小
にかかわらず変調度が安定するため、相手側が聞きやすく
なります。

1 USB、LSB、FMまたはAMモードを選びます。

2 [PROC/ LEVEL]を押して、スピーチプロセッサーを
ONにします。
・ PROCキーの LEDが点灯します。

3 [FUNC]、[PROC/ LEVEL]の順に押して、スピーチ
プロセッサー入力レベル調整モードに入ります。

4　[SEND]またはマイクロホンの PTTスイッチを押しま
す。

5 マイクロホンに向かって話しながら、コンプレッション
メーターの圧縮レベルが約10dBになるようにMULTI/ 
CHつまみを回します。
・ あまり強く圧縮しても信号の明瞭さや、実際の信号
の強さは改善されません。過度に圧縮された信号は
歪みのために聞き取りにくく、圧縮の少ない信号よ
りも了解度を悪くします。

6 もう一度 [FUNC]、[PROC/ LEVEL]の順に押して、
スピーチプロセッサー入力レベル調整モードを解除しま
す。

7 [MIC/ CAR]を押して、スピーチプロセッサー出力レ
ベル調整モードに入ります
・ マイクロホンに向かって話ながら、声のレベルに
合わせてALCゾーン内でメーターが振れるように
[MULTI/ CH]つまみを回してください。

 調整が終わったら、[MIC/ CAR]を押して、スピー
チプロセッサー出力レベル調整モードを解除します。

XIT（送信周波数の微調整）
XIT は RIT の逆で、受信周波数を変えることなく、送信周
波数を 10Hz のステップで± 20kHz まで微調整できる機能
です。周波数ステップ幅微調整機能 [9/ FINE/STEP]が
ONの場合、XIT のオフセット周波数は 1Hz となります。

1 [XIT/ ALT]を押して、XIT 機能をONにします。
・ “XIT” と XIT オフセット周波数が表示されます。

2 必要に応じ [CLEAR]を押して、XIT オフセット周波数
を 0に戻します。

3 RIT/ SUBつまみを回して、送信周波数を変えます。

4 [XIT/ ALT]を押して、XIT 機能をOFFにします。
・ 送信周波数は操作 1の前の周波数に戻ります。

注意：
◆　RIT/ SUB つまみにより設定されたオフセット周波数はRIT 機
能でも使われます。したがって、XIT オフセット周波数を変え
たり、XIT を OFF にしたりすると、RIT オフセット周波数も
変わります。

◆　XIT はメインバンドでのみ動作します。
◆　XIT 周波数が送信可能な周波数範囲を越えている場合は、自動
的に送信を中止します。　
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送信信号特性
送信する信号の特性は、無線機の種類に関係なく大事なも
のです。しかしこちらが送信した信号を相手局がどのよう
に受信しているかを聞いているわけではないので、見過ご
してしまいがちです。以下の各節では、送信する信号をよ
り良い信号特性にするために役立つ説明をします。

■ 送信バンドパスフィルターについて（SSB/ AM）
メニューNo. 22 を使って、次のバンド幅の一つを選ん
でください：
2. 0kHz、2. 2kHz、2. 4kHz（初期値）、2. 6kHz、2. 
8kHz または 3. 0kHz。

バンド幅 バンドパス周波数

2.0 kHz 500 - 2500 Hz

3.0 kHz 400 - 2600 Hz

2.2 kHz 300 - 2700 Hz

2.4 kHz 200 - 2800 Hz

2.6 kHz 100 - 2900 Hz 1

2.8 kHz 10 - 3000 Hz 1

1 スピーチプロセッサーがONのときはローカットが 200Hz に
設定されます。

■ 送信オーディオイコライザー（SSB/ FM/ AM）
メニューNo. 21を使って送信周波数特性を変更します。
お買い上げ時の設定のOFF を含む 6つの項目から 1つ
選ぶことができます。どの項目を選んでもディスプレイ
に “  ” が表示されます。
・ OFF（OFF）：

SSB、FM およびAM のためのフラットな周波数特性（初
期値）。

・ ハイブースト（H BOOST）：
高い周波数帯域を強調します。低い周波数成分を持つ音声
に効果的です。

・ フォルマントパス（F PASS）：
音声周波数帯域以外の周波数成分を減らして聞き取りやす
くします。

・ バスブースト（B BOOST）：
低い周波数帯域を強調します。高い周波数成分を持つ音声
に効果的です。

・ コンベンショナル（CONVEN）：
600Hz 以上の周波数をすべて 3dB強調します。

・ ユーザー（USER）：
ARCP-2000 用の設定です。お買い上げ時はフラットに設
定されています。

◎ 送信特性カーブ

0.2 0.7 2.2

振幅

音声周波数 
[kHz]

バスブースト

ハイブースト
OFF

コンベンショナル
フォルマントパス

c

bb

FP

Hb

送信の禁止
誤って送信しないようにする機能です。この機能がONの
ときは、送信しようとして [SEND]を押したり、マイクロ
ホンの PTTスイッチを押しても送信できません。また、受
信音も聞こえません。

この機能のONやOFF はメニューNo. 54 で設定します。
お買い上げ時の設定はOFFです。

・OFF ：送信できます

・ON ：送信できません

送信中に周波数を変更する
通常は送信中に周波数は変えませんが、必要な場合は周波
数を変えることもできます。また送信モードになっている
間にXIT オフセット周波数を変えることもできます。

送信中に、送信周波数帯域外の周波数を選ぶと、自動的に
受信モードになります。この場合、送信周波数帯域内の周
波数を選んで、もう一度 [SEND]を押すまでは送信できま
せん。
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CWブレークイン
ブレークインは、CWモードで送信と受信モードを手動で
切り替えなくても、キーダウンするだけで送信ができる機
能です。ブレークインには、セミブレークインとフルブレー
クインの 2種類があります。

セミブレークイン：
キーアップすると設定した時間（ディレイタイム）だけ送
信待機状態を続けます。そのあと受信モードに戻ります。

フルブレークイン：
キーアップするとすぐに受信モードに戻ります。

セミブレークインかフルブレークインを使う
1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” 表示が出ます。

2 [VOX/ LEVEL]を押します。
・ VOXキーの LEDが点灯します。

3 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押します。
・ 現在の設定（フル (FBK) またはディレイタイム）が
表示されます。お買い上げ時の設定はフルブレーク
インです。

4 MULTI/ CHつまみを回して、フルブレークインか、ま
たはセミブレークインのディレイタイムを選びます。
・ デ ィ レ イ タ イ ム は 5 か ら 100（50mS か ら
1000mSまで）の範囲で、ステップは 5です。

5 キーヤーを押して送信します。
・ 自動的に送信モードに変わります。
・ FBK が選ばれると：キーアップするとすぐに受信
モードに戻ります。

・ ディレイタイムが選ばれると：選んだディレイタイ
ムが過ぎたあと、受信モードに戻ります。

6 もう一度 [FUNC]、[KEY/ DELAY]の順に押して、設
定を終了します。

エレクトロニックキーヤー
本機は内蔵のエレクトロニックキーヤーを備えており、背
面パネルにパドルをつなぐだけで使えるようになります。
接続に関する詳しい説明は『CWのためのキー』（→ p. 3）
をご覧ください。

キーイングスピードの変更
エレクトロニックキーヤーのキーイングスピードは自由に
調整できます。相手局が合わせることができて、しかも誤
りのないCWを送るには、適切なスピードを選ぶことが重
要です。自分のキーイング能力を超えたスピードを選ぶと
ミスをする結果となります。相手局のスピードに近いスピー
ドを選ぶことをお奨めします。

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” が表示されます。

2 [KEY/ DELAY]を押します。
・ 現在のキーイングスピードが表示されます。お買い
上げ時の設定は 20（WPM）です。

3 パドルでキーイングし、送信のサイドトーンを聞きなが
らMULTI/ CHつまみを回して、適切なスピードを選
びます。
・ スピードの範囲は、10（WPM）から 60（WPM）
でステップは 1です。数字が大きいほどスピードは
速くなります。

4 もう一度 [KEY/ DELAY]を押して、設定を終了します。

注意：
◆ 半自動電鍵 “バグキー” 機能を使用するときは、選ばれたスピー
ドはドットが送られる率にのみ適用します。

オートウェイティング
エレクトロニックキーヤーは、自動的に短点／長点のウェ
イティングを変えることができます。ウェイティングとは、
短点の長さに対する長点の長さの比率のことです。キーイ
ングスピードに伴って変わり、相手局が聞きやすくなりま
す。

ウェイティングをAUTOまたは2. 5～4. 0（0. 1ステップ）
に切り替えるには、メニューNo. 33 を使用します。お買い
上げ時の設定はAUTOです。2. 5 ～ 4. 0 を選んだときは、
キーイングスピードに関係なく短点／長点のウェイティン
グは固定されます。

■ リバースキーイングウェイト比率
オートウェイティングの場合、キーイングスピードが
増大するに従ってウェイティングも増大しますが、メ
ニュー設定により減少させることもできます。
この機能をONするには、メニューNo. 34 を呼出し、
ONを選びます。お買い上げ時の設定はOFFです。

リバース
キーイング
ウェイト

キーイングスピード（WPM）

10 ～ 25 26 ～ 45 46 ～ 60

OFF 1：2.8 1：3.0 1：3.2

ON 1：3.2 1：3.0 1：2.8

バグキー機能
内蔵のエレクトロニックキーヤーは、半自動電鍵としても
使用できます。半自動電鍵は “バグキー” としても知られて
います。この機能がONの場合、短点はエレクトロニック
キーヤーが通常の方法で発生させますが、長点の方は手動
でパドルを閉じることにより発生させます。

この機能をONするには、メニューNo. 35 を呼び出し、
ONを選んでください。お買い上げ時の設定はOFFです。

注意：
◆ バグキー機能がONの場合は、CWメッセージメモリー（次の
項参照）は使用できません。
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CWメッセージメモリー
本機にはCWメッセージを録音するための 3つのメモリー
チャンネルがあります。各々のメモリーには約 250短点分
まで登録できます。これらのメモリーチャンネルは、コン
テストのときに繰り返し送信したい内容を録音するのに便
利な機能です。録音されたメッセージを再生すると、メッ
セージの内容をチェックしたり、送信したりすることがで
きます。録音にはパドルを使用します。

CWメッセージメモリーには再生を中断してキーイングを
手動で挿入できる機能があります。この機能をONするに
はメニューNo. 30 を呼び出して、ONを選びます。お買い
上げ時の設定はOFFです。

また、CWメッセージメモリーには録音されたメッセージ
を繰り返し再生する機能もあります。この機能をONする
にはメニューNo. 29Aを呼び出し、ONを選びます。お買
い上げ時の設定はOFFです。

メッセージの再生を繰り返す場合、各メッセージごとの間
隔を変えることができます。メニューNo. 29Bを呼び出し、
時間を 0から 60秒の間で選びます（→ p. 44）。

注意：

◆ この機能はバグキー機能がONの場合は使用できません。
◆ メニューNo. 30 を OFF にしてパドルを操作すると、メッセー
ジの再生は取り消されます。キーイングの開始のタイミングに
よりメッセージ再生が停止しなくても、[CLR]を押すと再生は
取り消されます。

■ CWメッセージの録音
1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” 表示が出ます。

2 VOX が ON の場合は [VOX/ LEVEL]を押して
OFFにします。
・ VOXキーの LEDが消えます。

3 [FUNC]を押し、次に [1/ CH 1/ REC]、[2/ CH 
2/ REC]または [3/ CH 3/ REC]を押して、録音
するメモリーチャンネルを選びます。

4 パドルを使って送信を始めます。
・ 送られるメッセージはメモリーチャンネルに録音され

ます。

5 [CLR]を押して、録音を終了します。
・ メモリーがいっぱいになると、録音は自動的に止まり

ます。

注意：
◆ メッセージを録音し始めてからパドルを操作しないとメモ
リーチャンネルには空白（無音）が録音されます。

■ 送信せずにおこなうCWメッセージのチェック
1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” 表示が出ます。

2 VOX が ONの場合は [VOX/ LEVEL]を押して、
OFFにします。
・ VOXキーの LEDが消えます。

3 [1/ CH 1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]または [3/ 
CH 3/ REC]を押して、再生するメモリーチャンネ
ルを選びます。
・ メッセージが再生されます。

・ 他のメモリーチャンネルに録音されているメッセージ
を続けて順番に再生するには、再生中にそのメモリー
チャンネルのボタンを押します。同時に3つのメモリー
チャンネルまで順番に再生できます。

・ [KEY/ DELAY]を押して、[MULTI/ CH]つまみを回
すと、メッセージを再生しながらキーイングスピード
を調整することもできます。

・ 再生を中断するときは [CLR]を押します。

■ CWメッセージの送信
メッセージはセミブレークイン／フルブレークインまた
は手動の [SEND]スイッチで送信することができます。

1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWモードを選びます。
・ “CW” 表示が出ます。

2 セミブレークイン／フルブレークインを使用する場
合は [VOX/ LEVEL]を押します。
・ VOXキーの LEDが点灯します。セミブレークイン／フ

ルブレークインを使用しない場合は [SEND]を押しま
す。

3 [1/ CH 1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]または [3/ 
CH 3/ REC]を押して再生するメモリーチャンネル
を選びます。
・ メッセージが再生され、自動的に送信されます。
・ 他のチャンネルに録音されているメッセージを続けて

順番に送信するときは、再生中にそのメモリーチャン
ネルのボタンを押します。同時に 3つのメモリーチャ
ンネルまで順番に送信できます。

・ メッセージ再生中でも [KEY/ DELAY]を押して、
MULTI/ CHつまみを回すと、キーイングスピードを調
整することができます。

・ 再生を中止するときは [CLR]を押します。

4 操作 2で [SEND]を押している場合は、もう一度
[SEND]を押すと、受信モードに戻ります。
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■ メッセージ再生の間隔
メッセージを繰り返し再生するには、メニューNo. 29A
を呼び出し、ONを選んでください。また、メッセージ
再生の間隔を変えることもできます。
メニューNo. 29B を呼び出し、0から 60秒の間で選択
してください（1秒ステップ）。

注意：オプションDRU-3A を取り付けたとき、メニューNo. 29A
と 29B の設定は、音声を録音する場合（→ p.82）と共通です。

■ サイドトーンの音量
MAIN AF または SUB AF つまみを回しても、CWサイ
ドトーンの音量は変わりません。CWサイドトーンの音
量を変えるには、メニューNO. 13 を呼び出して、CW
サイドトーンの音量をOFF または 1から 9の範囲で選
んでください。

■ キーイングの挿入
録音されたCWメッセージを再生中に、パドルを手動
で操作すると、メッセージの再生を中止します。
しかし、コンテストや通常の交信中に録音されたメッ
セージの途中に、別の番号やメッセージを挿入したいと
いう場合があります。その場合は、別の番号やメッセー
ジを挿入する前にCWメッセージを録音し（→ p. 43）、
メニューNo. 30 を呼び出して、ONを選んでください。
このようにすれば、メッセージ再生中にパドルを操作し
ても再生は中止しないで一時停止します。
パドルでの番号やメッセージの送信が終わると、一時停
止したメッセージは再び再生を始めます。

CWモードでの周波数補正
SSBモードで運用してCW信号を受信したとき、その相手
局と交信したい場合は、モードをSSB（USBまたは LSB）
からCWに変えてください。そのとき、目的のCW信号を
見失なわないように本機の送信周波数（表示周波数）を相
手局の周波数に近づける必要があります。この場合は、「CW
モードでの周波数補正」機能をONにしてください。表示
周波数を設定された受信ピッチ分シフトすることにより、
モードをSSB（USBまたは LSB）からCWに変えたあと、
目的の信号を聞きながら周波数を調整しないですぐにCW
モードでの交信ができます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo. 37 を呼び出します。

2 [ ＋ ]を押してONを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

SSBモードでのCW自動送信
SSB モードで運用していても、パドルを操作すると、モー
ドをSSB（USBまたは LSB）からCWに変えて自動的に
CWで送信するように設定できます。
「CWモードでの周波数補正」機能をON に設定していると、
SSBモードでCW信号を受信したとき、パドルを操作する
だけですぐに相手局と交信することができます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo. 36 を呼び出します。

2 [ ＋ ]を押してONを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意：
◆ CW自動送信を動作させるには、CW時にブレークイン機能と
VOXをONにしてください。



サブバンド

45

サブバンド
本機には 2つの独立したバンドがあります。メインバン
ドは 30kHz から 430MHz 帯（別売のUT-20 が取り付け
られている場合は 1200MHz 帯）を、一方サブバンドは
FM/ AMモードで 144MHz/ 430MHz 帯をそれぞれ受信
することができます。

メインバンドでHF/ 50MHz または 144/ 430/（別売の
1200MHz）バンドで運用しながら、サブバンドに近くの
レピーターやクラブのチャンネルをモニターすることもで
きます。

本機にはさらに内蔵TNCがあるため外部TNCを使わずに、
サブバンドに地域のDXパケットクラスターチャンネルを
割り当てることができます。もし新しいDXパケットクラ
スターで新しいDX局のレポートを受信すると、自動的に
そのDX局のデータを表示します。そのDX局の周波数情
報をメインバンドに転送して、すぐにそのDX局と交信す
ることもできます（→ p. 51）。

送信バンドと操作バンド
この取扱説明書ではディスプレイの左側の周波数をメイン
バンドと呼び、右側の周波数をサブバンドと呼びます。

メインバンドとサブバンドの周波数や機能のコントロール
の仕方を理解していただくために、次に説明する送信バン
ド（“ ” が表示され、送信ができるバンド）と操作バン
ド（“ ” が表示され、機能の操作ができるバンド）の違
いにご注意ください。

送信バンド
[MAIN]を押してメインバンドの上に “ ” と “ ” を
表示させます。“ ” がメインバンドに表示されたら、現
在メインバンドが送信バンドに選ばれています。このメイ
ンバンド周波数で送信やメインバンドの機能の操作ができ
ます。

[SUB]を押すと “ ” と “ ” の表示はサブバンドに移
ります。今度はサブバンドが送信バンドに選ばれます。サ
ブバンド周波数で送信やサブバンドの機能の操作ができま
す。

操作バンド
送信に使っていない方のバンドの周波数や機能を操作する
必要がある場合は、[CTRL]を押します。例えば、“ ”
と “ ” が両方ともメインバンドのディスプレイに表示さ
れている場合、[CTRL]を押すと “ ” 表示はサブバンド
に移動します。こうすればメインバンドで送信を続けなが
らサブバンドの機能を操作できます。

受信
サブバンドをON（動作）させる
SUB AFつまみを押してサブバンドをON（動作）または
OFF（解除）に切り替えてください。サブバンドがONに
なると、SUB AF/ SQLつまみの上の LEDがオレンジ色
に点灯します。

注意：
◆ サブバンドのON/OFF を切り替えたときに、スピーカーから
ポツンという音が聞こえますがこれは故障ではありません。

サブバンドを操作する
サブバンドのすべての機能を操作するためには [SUB]を押
して、送信と機能の操作（送信バンドと操作バンド）をサ
ブバンドに移動します。“ ” と “ ” の表示はメインバ
ンドからサブバンドに移動します。[SEND]またはマイク
ロホンの PTTスイッチを押すとサブバンド周波数で送信し
ます。

サブバンドの機能を操作している間にメインバンドで送信
や受信をしたい場合は、[CTRL]を押してください。“ ”
表示（操作バンド）だけがメインバンドからサブバンドに
移動します。このような操作により、一方でサブバンドの
機能を操作しながら、メインバンドのVFO周波数で受信や
送信を続けることができます。

サブバンドだけの周波数を調整する必要があるときは、
RIT/ SUBつまみを回してください（RIT/ XIT 機能を使わ
ないでメインバンドを運用している場合）。メインバンドで
RIT/ XIT 機能を使って運用している場合は、まず、[RIT/ 
CW TUNE]または [XIT/ ALT]を押すか、[CTRL]を押
して操作バンドをサブバンドに移動します。次に同調つま
みとMULTI/ CHつまみ、または RIT/ SUBつまみを回し
てサブバンドの周波数を調整します。
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バンドを選択する
1 [SUB]または [CTRL]を押して、機能の操作（操作バ
ンド）をサブバンドに移動します。

2 [ ＋ ]／ [ － ]を押して、144MHz か 430MHz 帯を選
びます。

・ ボタンを押し続けると、バンドが連続的に変わります。

・ ディスプレイに“MHz”が表示されていたらまず [1MHz]
を押して、1MHz ステップのアップ／ダウンモードを解
除してください。

音量（AF）の調整
SUB AFつまみを時計方向に回すと音量が大きくなり、反
時計方向に回すと音量が小さくなります。

SUB

C
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C

.IN

UTO

B
SB

SUB

SEL

1MHz CTRL

MR

M VFO
MG.SEL

M.IN

M.IN
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M/S REV

TRACE
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MANUAL
RF

AF

SQL

SUB

CHMULTI
BC MAIN
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VFO/M A=B

SPLIT

MENU TF-
SET

MAIN SUB

SG.SEL

SCAN

RIT
CW  TUNE 9.6k STA

RIT/SUB

CON

XIT
ALT

SET

CLEAR

P.C.T

_ +

HF/VHE/UHF ALL MODE MULTI BANDER TS-2000

AF
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注意：
◆ SUB AFつまみの位置は、ボタンを押したときに出るビープ
音の大きさには関係ありません。パケット運用のACC2コネク
ターのAF出力は SUB AFつまみの位置と関係ありません。

スケルチの調整
無信号状態のときに SUB SQLつまみを時計方向に回して、
ノイズが消える位置にスケルチレベルを調整します。スケ
ルチがONのときはサブバンド LEDが消えます。

周波数を選択する
メインバンドとサブバンドを同時に運用する場合、本機は
次のどれかの状態にあります。まず、“ ” と “ ” の表
示がディスプレイのどこにあるかをチェックして、下記の
指示に従って操作してください。

● “ ” と “ ” が両方ともメインバンドのディスプレ
イにあるとき：

・ RIT/ SUB つまみを回しサブバンドの周波数を調整
してください。

● “ ” がサブバンドのディスプレイにあり、“ ” がメ
インバンドのディスプレイにあるとき：

・ RIT/ SUB つまみを回しサブバンドの周波数を調整
してください。

● “ ” がメインバンドのディスプレイにあり、“ ” が
サブバンドのディスプレイにあるとき：

・ RIT/ SUBつまみ、MULTI/ CHつまみ、および同調
つまみを回して周波数を調整してください。あるい
は、数字キー（→ p. 37）を使って周波数を直接入
力してください。選ばれた周波数は、運用可能な周
波数ステップ（→ p. 37）に最も近い周波数に丸め
られる場合があります。サブバンドの周波数では送
信することはできません。

● “ ” と “ ” が両方ともサブバンドのディスプレイ
にあるとき：

・ RIT/ SUB つまみ、MULTI./ CHつまみ、同調つまみ、
数字キー入力のどれを使ってもよく、さらにサブバ
ンド周波数でも送信が可能です。

本機にはこの他にも周波数を素早く選択する方法がありま
す。詳細については『快適な交信をする』（→ p. 37）を参
照してください。

サブバンドメーター
メーターは下記の項目を測定して表示します。受信モード
のときには Sメーターが表示され、送信モードのときには
PWRメーターが表示されます。SメーターとPWRメーター
のピーク時の値が一時的に静止して表示されます（ピーク
ホールド機能）

スケール ディスプレイ 機能の状態

S 受信信号の強さ 受信

PWR 送信の出力 送信

注意：
◆ ピークホールド機能は解除できません。

サブバンドのモードを選択する
“ ” 表示がサブバンドのディスプレイにあることを確認
してください。ない場合は [SUB]または [CTRL]を押して、
機能の操作（操作バンド）をサブバンドに移動してください。

サブバンドは FMモードまたはAMモードのみ選べます。
[FM/ AM/ NAR]を押してサブバンドのモードを切り替え
てください。サブバンドの周波数では FMまたはAMのナ
ローの運用はできません（→ p.29）。

FM CTCSS運用
サブバンドにメインバンドと異なるCTCSS トーンを設定
することができます。詳細については FM CTCSS運用（→
p. 35）を参照してください。

FM DCS運用
サブバンドにメインバンドと異なるDCSコードを設定する
ことができます。詳細についてはDCS運用（→ p. 36）を
参照してください。

トーン周波数サーチ
受信信号に含まれるトーン周波数をチェックし表示します。
詳細については受信トーン周波数サーチ（→ p. 34）を参照
してください。
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DCSコードサーチ
受信信号に含まれるDCSコードをチェックし表示します。
詳細についてはDCSコード（→p. 36）を参照してください。

アッテネーター
アッテネーターは受信信号のレベルを減衰させる機能で
す。隣接した周波数からの強い妨害電波があるときに役に
立ちます。メインバンドとサブバンドは 144MHz および
430MHz 帯で同じアンテナを共用しているため、サブバン
ドでアッテネーターのスイッチを入れると、メインバンド
の同じバンドにもアッテネーターが入ります（→ p. 57）。

プリアンプ
プリアンプは受信される信号のレベルを増幅します。受信
信号が弱いときに有効です。隣接の周波数から強い妨害電
波がないときはプリアンプをONにすると受信信号のレベ
ルを引き上げることができます。メインバンドとサブバン
ドは 144MHz および 430MHz 帯で同じアンテナを共用し
ているため、サブバンドでプリアンプ機能のスイッチを入
れると、メインバンドの同じバンドにもプリアンプがON
になります（→ p. 57）。

デュアルワッチ
メインバンドとサブバンドに異なる周波数バンドが設定さ
れた場合、送信バンドで送信しながらもう一方のバンドを
モニターすることができます。例えばメインバンドをHF
バンドにしてDX局と交信しながら、サブバンドで近くの
レピーター周波数をモニターできます。

メインバンドとサブバンドに同じ周波数バンド（144MHz
または 430MHz 帯）を設定している場合、同時に両方の
周波数を別々にモニターすることができます。しかし送信
するときはメインバンドとサブバンドが同じ 144MHz と
430MHz 帯でアンテナを共用しているため、両方のバンド
とも一時無音状態となります。

スキャン
サブバンドでもメインバンドと同様にいろいろなタイプの
スキャンが可能です。しかし運用周波数範囲はサブバンド
の周波数範囲以内に制限されます。詳細については『スキャ
ン』（→ p. 66）を参照してください。

ノイズリダクション
サブバンドは FMまたは AMモードのみのため、受信信
号からのノイズ音を減衰させるにはノイズリダクション 1
（Line Enhanced）のみを利用することができます。詳細に
ついては『ノイズリダクション』（→ p. 56）を参照してく
ださい。

送信
“ ” 表示がサブバンドのディスプレイにあることを確認
します。[SEND]を押すか、マイクロホンの [PTT]を押
してマイクロホンに向かって話します。話が終わったら
[SEND]をもう一度押すか、マイクロホンの [PTT]を離し
ます。

送信出力の調整
サブバンドを 144MHz または 430MHz 帯の FMモードで
運用しているとき、送信出力が調整できます。

1 [PWR]を押します。
・ 現在の送信出力が表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを反時計方向に回すと出力を減少
し、時計方向に回すと増加します。

注意：

◆ 選択可能な範囲はそのときに使用するバンドとモードにより異
なります（→ p. 80）。

◆ 送信出力を変えるとメインバンドも同じ送信出力に設定されま
す。

マイクゲイン
メニューNo. 41 を呼出し、“LOW”（低）、“MID”（中）ま
たは “HIGH”（高）を選んでください。

注意：オプションのマイクロホンMC-90 を FMモードで使用する
場合は "HIGH"( 高 ) を選んでください。通常の状態では変調が浅
くなる場合があります。MC-90 以外のマイクロホンについては、
“MID”（中）または “LOW”（低）を選んでください。

FMレピーター運用
必要に応じて、サブバンドにメインバンドと異なるレピー
ターオフセット周波数の設定をすることもできます。詳細
については『FMレピーター運用』（→ p. 32）を参照して
ください。

リバース機能
[TF-SET]を押してサブバンドのリバース機能をON（ある
いはOFF）にします。リバース機能がONのときは “R” が
表示されます。詳細については『リバース機能』（→ p. 34）
を参照してください。
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オートシンプレックスチェッカー（ASC）
サブバンドの 144MHz と 430MHz 帯ではオートシンプ
レックスチェッカーを使用することもできます。レピーター
を使用中に、相手局の信号を直接受信し、信号の強さを定
期的にチェックし、レピーターを使用しなくてもよいシン
プレックス交信が可能な場合は、ディスプレイの “R” 表示
が点滅します。

詳細については『オートシンプレックスチェッカー』
（→ p. 34）を参照してください。

トーンを送信する
サブバンドにメインバンドとは別にトーン機能を設定する
ことができます。詳細については『トーンの送信』（→ p. 
33）を参照してください。

メモリー
サブバンドの運用中に、クイックメモリー（→ p. 64）を含
むすべてのメモリー（→ p. 58）を使用できます。しかし、
運用可能な周波数範囲はサブバンドがカバーできる周波数
の範囲に限られます。サブバンドがカバーする周波数範囲
外にあるメモリーチャンネルを呼び出すことはできません。
それらのチャンネルはサブバンドで呼び出したとき自動的
に除外されます。
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パケット通信
アマチュア無線でおこなわれるパケット通信とは、PCをつ
ないでキーボードを操作したりすることにより、伝えたい
情報をひとまとめ (パケット ) にして送るデジタル無線通信
の一種です。

2局間の直接通信のほかに、DX情報を伝達するDXパケッ
トクラスターなどのネットワークがあります。

通常パケット通信をおこなうためには、PCと無線機の他に
TNC(ターミナルノードコントローラー)が必要になります。

本機は無線機本体に TNCを内蔵しているので、PCと無線
機をシリアルケーブルで接続するだけでパケット通信をお
こなうことができます。

さらに、DXパケットクラスターについては、本機は無線機
だけでDXパケットクラスターの情報を受信して表示した
り、その周波数に自動で同調したりすることができる特長
があります。

内蔵TNCについて
本機には、AX.25 プロトコルに準拠した TNCが内蔵され
ています。この TNCはパケットクラスターチューニング機
能の為に設計された簡易型のため、一般的な外部 TNCに比
べて利用できる機能は限られています。

内蔵 TNCが対応しているコマンドは、101ページの『TNC
コマンド一覧表』をご覧ください。

内蔵TNCでパケット通信をおこなう場合：
■ 準備
1 RS-232C ストレートケーブルにより、本機を PC
に接続します。(PCには、パケット通信で使用する
ソフトウェアをインストールしておきます。)

2 本機と PCとの間の通信条件を設定します。PCにて
以下の項目を設定してください。
・ 通信速度：9600bos
・ データ長：8bit
・ パリティービット：なし
・ ストップビット：1bit
・ フロー制御：ハードウェアフロー

 通信速度とストップビットは、本機のメニュー
No.56 で変更できます。(→ p.81)    
 ( お買い上げ時の設定は 9600bps/1bit です。)

3 [A/B] を押して、VFO-A または VFO-B を選びます。

4 メニュー No.46 で、データバンドとしてMAIN ま
たは SUBを選びます。
・ "TNC" が、ディスプレイのデータバンド側に表
示されます。 (お買い上げ時の設定はSUBです。)

5 メニュー No.47 で、パケット通信速度として
1200bps または 9600bps を選びます。
・ "9600bps" を選んだ場合、全面パネル右上の
"9.6k" の LED が点灯します。( お買い上げ時の
設定は "1200bps" です。)

6 データバンドの周波数を、実際にパケット通信をお
こなう周波数に設定し、FMモードを選びます。

7 メニューNo.55 で、内蔵 TNCのパケットモードを
ONにします。

・ ディスプレイ右側に "PKT" が表示されます。 ( お
買い上げ時の設定は "OFF" です。)

8 PC でパケット通信用のソフトウェアを起動して、パ
ケット通信をおこなってください。

本機内蔵TNCによるパケット通信の諸元

通信速度 1200 bps 9600 bps

方式
AFSK:

 副搬送波周波数 1700 Hz
周波数偏移幅 ± 500 Hz

GMSK:
ガウスフィルターにより帯域制限
(Bbt=0.5) されたベースバンド信号

による直接周波数変調
電波型式 F2D F1D
符号構成 AX.25 プロトコル準拠
周波数偏移 ± 2.4 kHz

■ DCDセンス
メニューNo.48 で、内蔵 TNCの送信動作を抑制する条
件を設定することができます。

TNC BAND：
TNC の ( データ ) バンドがビジー状態のとき、内蔵
TNCは送信動作をおこないません。

MAIN ＆ SUB ：
メインバンド、サブバンドのいずれかがビジー状態のと
き、内蔵 TNCはは送信をおこないません。 ( お買い上
げ時の設定は "TNC BAND" です。)
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FSK モードでの運用 (RTTY)
本機を FSK モードに設定し、MCP( マルチモードコミュニ
ケーションプロセッサ ) などの外付けRTTY 装置のキー出
力を本機のRTTY コントロール端子 (ACC 2 コネクター ピ
ン 2) に接続して、RTTY を運用することができます。
・ RTTY を運用するときの接続については、85 ページを
ご覧ください。

・ 通信の手順などについては、ご使用になる RTTY 装置
の説明書などをご覧ください。

・ PCのサウンド機能で RTTY (AFSK) を運用するときの
接続については、85ページをご覧ください。

・ 本機の FSK モードは、DSP により直接周波数変調をお
こなう方式 (FSK) です。

1 メニューNo. 38 を呼び出して、FSKシフトを選びます。
・ FSK シフトとはマークとスペースの間の周波数の差
のことです。

・ アマチュア無線では、170 Hz( お買い上げ時の設定 ) 
が使用されます。

2 メニューNo. 39 を呼び出して、FSK KEY 極性の 1つ
を選びます。
・ マークで送信する場合は “NORMAL” を、スペース
で送信する場合は “INVERSE” を選択します。お買
い上げ時の設定は “NORMAL” です。

3 メニューNo. 40を呼び出して、マークのためにハイトー
ン（2125Hz）またはロートーン（1275Hz）を選びます。
・ 通常はハイトーン（お買い上げ時の設定）が使われ
ています。

4 送信周波数を選びます。

5 [CW/ FSK/ REV]を押して、FSKを選びます。
・ “FSK” が表示されます。

6 相手局が逆シフトの場合は [FUNC]、[CW/ FSK/ 
REV]の順に押します。USB側にリバースして、極性
を合わせます。
・ “FSR” 表示が出ます。

・ FSK運用では通常 LSBが使われています。
・ [FUNC]、[CW/ FSK/ REV]の順に押すと LSB側
に戻ります。

・ RTTY 装置が受信信号を正しく復調できるよう、メ
ニューNo. 50C を呼び出して適切なAF 出力レベル
を選びます。AF つまみは使用できません。

7 接続しているRTTY装置を操作して、送信モードにしま
す。
・ MAIN バンド LEDが緑色（RX）から赤色（TX）に
変わります。

・ [SEND]を押して、手動で送信モードを選ぶことも
できます。

8 RTTY 装置を操作してデータの送信を始めます。
・ [FUNC]、[PWR/ TX MONI]の順に押して、送信
信号をモニターします。もう一度 [FUNC]、[PWR/ 
TX MONI]の順に押すと、この機能は解除されます。

9 送信が終わったら、RTTY装置を操作して受信モードに
戻ります。
・ MAIN バンド LEDが赤色（TX）から緑色（RX）に
変わります。

・ 操作7で [SEND]を押した場合は、もう一度 [SEND]
を押してください。

注意：
◆ 必要に応じてキャリアレベルを調整してください。[FUNC]、
[MIC/ CAR]の順に押し、調整モードに入ります。キーダウン
状態でMULTI/ CHつまみを回すとALCメーターがALCゾー
ンで振れますが、ALCゾーンの範囲を超えないように調整して
ください。



専門的な通信

51

パケットクラスターチューニング
パケットクラスターとは、DX局に関する情報をパケット通
信を利用して伝達するネットワークです。(下図 )

DX局を見つけた無線局は、自分が接続しているノード局に
DX局の情報をレポートします。受信したノード局は、さら
に他の接続されているノード局にその情報を伝達します。

現在では無線によるパケット通信とインターネットのゲー
トウェイによるネットワークも形成され、インターネット
に接続したPCでもDX局の情報を得ることができます。(イ
ンターネットの場合はWebクラスターと呼ばれます )

TNCを内蔵した TS-2000 は、屋外の移動運用などインター
ネット、PCが利用できない場合でも、ノード局からのパケッ
トデータを受信して無線機単体でDX局の情報 (コールサイ
ン、周波数など ) を表示することが可能です。また、DX局
の情報に含まれる周波数にワンタッチでチューニングする
こともできます。この機能がパケットクラスターチューニ
ングです。

ノード局の運用周波数やコールサイン、Webクラスターの
URLなどの情報はお客様ご自身でお調べください。

ノード局からのパケットデータを受信して、自動でチュー
ニング動作をおこなうこともできます。メニューNo.49A
で、"AUTO" を選んでください。( お買いあげ時の設定は
"MANUAL" です。)。

ノード

無線局

ノード

ノード

1 [A/ B]を押して、VFO A か VFO B を選びます。
2 SUB/ AFつまみを押して、サブバンドをONにします。
3 SUB LEDが点灯します。
4 サブバンドを目的のパケットクラスターの周波数に同調
させます。
・ TNC がサブバンドであることを確認してください
（メニューNo. 46）。

5 [FUNC]、[SET/ P. C. T.]の順に押して、パケットク
ラスターモニターモードに入ります。
・ 新しいパケットクラスターデータが受信されるたび
にDX局のコールサインがモールス符号でアナウン
スされます。下に示されたように情報がサブバンド
にディスプレイされます。

・ もう一度 [FUNC]、[SET/ P. C. T.]の順に押すと
このモードは解除されます。

6 オートチューニング機能を使う場合は、メニュー
No.49Aを AUTOに設定してください。
・ メインバンドはサブバンドに表示されているDX局
の周波数に自動的に同調します。ただし、モードは
メインバンドの表示のままです。

・ 同調した周波数で送信するとオートチューニングが
解除されます。必要に応じもう一度 [FUNC]、[SET/ 
P. C. T.]の順に押して解除してください。

メモリーから目的の DX 情報を呼び出すには QUICK 
MEMO[MR]を押して、それからMULTI/ CHつまみを
回します ( 最新データを最大 10個まで記録しています。)。
[SET/ P. C. T.]を押して選択した局にメインバンドを同調
させます。もう一度QUICK MEMO [MR]を押すとパケッ
トクラスター表示モードに戻ります。
新しいパケットクラスターデータが受信されたとき、モー
ルス符号の代わりにビープ音や音声を出すように設定す
ることもできます。メニュー No. 49B を呼び出して、
MORSE、VOICE（VS-3 が必要）または　OFF（ビープ音）
を選んでください。

注意：

◆ この機能を使ってノード宛にDX情報を送ることはできません。
◆ 本機の電源を切ると、サブドット表示部のDX情報は消え、サ
ブバンド周波数の表示に戻ります。
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サテライト運用（アマチュア衛星通信）
一般的に、アマチュア通信衛星を用いたサテライト運用で
は、ひとつのバンドで衛星に送信（アップリンク）しながら、
同時にもうひとつのバンドで衛星からの信号（ダウンリン
ク）を受信します。

本機のサテライトモードでは、以下の表の組み合わせで、
衛星通信のための同時送受信が、オールモードで運用でき
ます。

アップリンク周波数

ダウン
リンク
周波数

バンド HF ～
50MHz 144MHz 430MHz 1200MHz

HF ～
50MHz X ○ ○ ○

144MHz ○ X ○ ○

430MHz ○ ○ X ○

1200MHz ○ ○ ○ X

アマチュア通信衛星で、アナログモード（SSB/ CW/ FM）
の通信をおこなうときには、まず自局の送信信号（アップ
リンク）が衛星によって中継された信号（ダウンリンク）
が自局でも聞こえるように、送受信の周波数を合わせてお
くことが必要です（ループテスト）。

サテライト運用の場合、地上から見た衛星が高速で動くた
めに、周波数のずれ（ドップラーシフト）が発生します。
上記のループテストをおこなった場合、ドップラーシフト
も含んだ送受信の周波数関係に調整されます。

本機には、ループテストが終了後、同調つまみを回すだけで、
送受信周波数の関係を一定に保ったまま周波数を変更でき
る機能（トレース機能）があります（→ p. 53）。

トレース機能には、リバーストレースとノーマルトレース
があります。
・ リバーストレース
 本機の送信、受信の周波数が、それぞれ逆の方向に動き
ます（送受信の周波数の “和” が一定の関係）。

・ ノーマルトレース
 本機の送信、受信の周波数が、それぞれ同じ方向に動き
ます（送受信の "差 " が一定の関係）。

どちらを使用するかは、それぞれの衛星に搭載されている
トランスポンダー（中継器）の種類に応じて設定します。
また、このトレース機能は必要に応じてOFFすることもで
きます。
サテライト運用では、一般的に高利得の指向性アンテナと、
方位と仰角をコントロールするローテーターが使用されま
す。また、衛星の種類によっては無指向性のアンテナでも
サテライト運用を楽しむことができます。
なお、軌道計算プログラムを使用すると、複数の衛星の位
置をリアルタイムで知ることができるので、サテライト運
用には便利です。
 その他の説明（各アマチュア衛星の軌道や運用モードなど
に関する情報、また軌道計算などのユーティリティー）に
ついては、アマチュア衛星に関連した団体などのインター
ネットのウェブページでお調べ下さい。インターネットで
検索する場合、そのウェブページを見つけるキーワードと
しては “JARL”（日本アマチュア無線連盟）、“JAMSAT”（日
本アマチュア衛星通信協会）、または “AMSAT” (The Ra-
dio Amateur Satellite Corporation) をお使いください。

サテライト運用時のサブトーン (TONE/CTCSS/DCS) について：

サテライトモードにてアップリンク /ダウンリンク双方の
バンドが FMモードに限り TONE/CTCSS/DCSを ON/
OFF できます。
・ TONE/CTCSS/DCSの ON/OFF データはサテライト
メモリー単独で登録されますが、トーン周波数 /コード
のデータはメモリ容量によりサテライトメモリー単独で
は登録できません。トーン周波数 /コードのデータは通
常のVFO(VFO-AまたはVFO-B) の設定値と共通になり
ます。

・ サテライトモードでは TONE/CTCSS/DCSのトーン周
波数やコードのサーチはできません。

・ エンコード／デコード共にアップリンク周波数バンドの
トーン周波数 /コードのデータにて動作します。

注意：
◆ 本機では回路構成上の理由により 436.210MHz、および　
436.800MHz 付近で内部ビートが発生します。(→ p.103) その
ため、一部アマチュア衛星の受信などで支障をきたす場合があ
ります。
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サテライトモードの基本操作
本機には、いろいろな衛星の各モードに簡単に切り替えら
れるように 10 個のサテライトメモリーチャンネル（ch0
～ ch9）があります。サテライトモードでは、通常のVFO
モードと異なり、常にサテライトメモリーチャンネルの一
時可変として動作しています。サテライトメモリーチャン
ネル番号は、メインバンド側に表示されます。
1 [SATL]を押して、サテライトモードを選びます。
・ “SATL” が点灯し、ダウンリンク（受信）とアップ
リンク（送信）の各周波数がメモリーから呼び出さ
れます。

・ “TRACE”（トレース）、“R”（リバース）の表示により、
現在の状態を表します。

なお、お買い上げ時は下の表示になります。

2 [LSB/ USB/ AUTO]、[CW/ FSK/ REV]または [FM/
AM/NAR]を押して、使用するモードを選びます。

3 同調つまみで、目的のダウンリンク（受信）周波数に合
わせます。

4  ダウンリンク（受信）周波数を調整すると、トレース
機能により、自動的にアップリンク（送信）周波数も変
化します。

・ リバートレースからノーマルトレースに切り替える場合
は、[SPLIT/ REV]を押します。“R” 表示が消えます。

・ 必要に応じて [A=B/ TRACE]を押して、トレース機能
をOFFできます。

5 ループテストなどのため、サブバンドの周波数（通常
はアップリンク周波数）を独立して調整する場合には、
[RIT/ SUB]つまみを回します。

 また、トレース機能を使用しながらサブバンドの周波数
を調整する場合は、[A/ B/ M/ S]を押して、メインバ
ンドとサブバンドの周波数を入れ替えて、次に同調つま
み（または周波数を大きく変える場合はMULTI/ CH
つまみ）を回します。

 下の表は、トレース機能のONまたはOFFの場合に、そ
れぞれのつまみによって周波数が変化するバンドの一覧
です。

トレース /リバー
ストレースON

トレース /リバー
ストレースOFF

同調つまみ
（微調整）

メインバンド
およびサブバンド メインバンド

MULTI/CHつまみ
（大幅な調整）

メインバンド
およびサブバンド メインバンド

RIT/SUBつまみ サブバンド サブバンド

サテライトメモリーチャンネルの登録
上記のすべての設定を、サテライトメモリーチャンネル
（ch0～ ch9）に登録できます。
1 希望の周波数と設定を選びます。
2 [M. IN]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してチャ
ンネル（0～ 9）を選びます。
・途中で登録を中止するときは、[CLR]を押します。

3 もう一度 [M. IN]を押して、設定を登録します。
注意： 
◆ サテライトメモリーチャンネルを変更したり電源を切ると、調
整したアップリンクまたはダウンリンクの周波数は、登録され
ずに消去されます。その周波数を登録したいときは、チャンネ
ルを変更する前か電源を切る前に上記の操作をおこなってくだ
さい。

サテライトメモリーチャンネルの呼び出し
1 [VFO/ M/ VFO/ CH]を押します。
・ MULTI/ CH LEDが点灯します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、サテライトメモリーチャ
ンネルを呼び出します。

3 [VFO/ M/ VFO/ CH]を押して、周波数調整モードに
戻ります。
・ MULTI/ CH LEDが消灯します。

注意：
◆ MULTI/CH LEDが消灯しているときは、MULTI/CHつまみ
で周波数を変更できます。

サテライトメモリーチャンネルの名前
サテライトメモリーチャンネルにはそれぞれ名前をつける
ことができます。最大 8桁の英数字記号が登録できます。
1 [M. IN]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して、
サテライトメモリーチャンネルを選びます。

2 [DISP]を押します。
・ 文字を入力するカーソルが表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、文字を選びます。[SUB]
または [MAIN]を押すと、カーソルが移動します。
・ 文字を入力しての詳細は、63ページをご覧ください。

4 [M. IN]を押して、名前を登録します。

5 登録した名前がメインドット表示部に表示されます。

クイックメモリー（サテライトモード）
サテライトモードでは、クイックメモリーとして 1つのチャ
ンネルが使用できます。クイックメモリーは、サテライト
メモリーチャンネルの ch9 に割り当てられます。クイック
メモリーに登録するには、QUICK MEMO [M. IN]を押し
ます。クイックメモリーとしてサテライトメモリーチャン
ネルの ch9 が登録されます。クイックメモリーを呼び出す
には、QUICK MEMO [MR]を押すか、または、MULTI/ 
CHつまみで ch9を選ぶこともできます。

アップリンク周波数の確認
アップリンク（送信）周波数をモニターしたいときは、
[TF-SET]を押します。押すたびにアップリンク（送信）
周波数とダウンリンク（受信）周波数が入れ替わります。
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RIT/ XIT（サテライトモード）
サテライトモードでも RIT/ XIT が使用できます。[RIT/ 
CW TUNE]または [XIT/ ALT]を押して、機能をONに
します。“RIT” と RIT オフセット周波数または “XIT” とオ
フセット周波数が表示されます。RITまたはXITのオフセッ
ト周波数を 0に戻すには [CLEAR]を押します。
注意：
◆ サテライトモードではRIT と XIT を同時にONにできません。

周波数バンドの変更
アップリンクまたはダウンリンク周波数のバンドを変更し
たい場合は、[CTRL]を押して、変更したいバンドに “
”の表示を移動してください。そして [ ＋ ]/ [ － ]を押して、
周波数バンドを選びます。
なお、アップリンク（送信）周波数とダウンリンク（受信）
周波数のバンドと入れ替える場合は、[TF-SET]を押すと
簡単です。

注意：
◆ サテライト運用中はAUTOモードは動作しません。
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DSPフィルター
この章で説明する機能には、デジタル信号処理（DSP）技
術が使われています。DSPフィルターを使うと、多くのア
ナログフィルターを取り付ける必要がありません。さらに
フィルターの帯域幅を変えることにより妨害波や混信信号
の抑圧、ノイズの低減などができるようになります。

受信フィルター帯域幅の変更
本機には妨害波抑圧のため、DSP技術を用いて設計された
IF フィルターがあります。SSB、FMまたはAMモードで
は、LOWまたはHIGHカットオフ周波数を変えることによ
り、フィルターの帯域幅を変更することができます。CW
や FSKモードの場合は、直接帯域幅を指定して帯域幅を変
更します。帯域幅の変更は受信中の周波数に影響は与えま
せん。

注意：
◆ FMモードでフィルターの帯域幅を変更しても混信除去の効果
はありません。

◆ フィルターの帯域幅は、メインバンドでのみ変更できます。

■ SSB/ FM/ AMモード
1 SSB、FMまたはAMモードを選びます。

2 [DISP]を押します。
・ 現在選ばれているフィルターが表示されます。

3 LO/ WIDTHつまみを時計方向に回すと LOWカッ
トオフ周波数が上がり、反時計方向に回すと下がり
ます。

 HI/ SHIFTつまみを時計方向に回すとHIGHカット
オフ周波数が上がり、反時計方向に回すと下がりま
す。

調　整 周波数の選択（Hz）

LO/ WIDTH 0, 50, 100, 200, 300, 400, 500, 600, 
700, 800, 900, 1000

HI/ SHIFT

1400, 1600, 1800, 2000, 2200, 
2400,
2600, 2800, 3000, 3400, 4000, 
5000

モード ローカット周波数
の初期値（Hz）

ハイカット周波数
の初期値（Hz）

SSB/ FM 300 2600

AM 100 5000

4 [DISP]を押して、設定を終了します。

注意：

◆ カットオフ周波数は各運用モードごとに個別に調整するこ
とができます。運用中のモードを変更すると、各運用モー
ドごとに前に設定してあった周波数が呼び出されます。

◆ パケットフィルター（メニューNo. 50A）がONの場合、フィ
ルターの帯域幅は変更できません。パケットフィルターを
OFFにしてからフィルターの帯域幅を調整してください。

◆ FMモードでは、AFフィルターとして動作します。

■ CW/ FSKモード
1 [CW/ FSK/ REV]を押して、CWまたは FSKモー
ドを選びます。

2 [DISP]を押します。
・ 現在選ばれているフィルターが表示されます。

3 LO/ WIDTHコントロールつまみを時計方向に回す
と帯域幅が広がり、反時計方向に回すと狭まります。

目的信号

混信信号

混信信号

帯域幅を
狭くする

モード バンド幅の選択（Hz） 初期値
（Hz）

CW 50, 80, 100, 150, 200, 300,
400, 500, 600, 1000, 2000  600

FSK 250, 500, 1000, 1500  1500

4 CWではフィルターのシフト周波数を調整できます。
HI/ SHIFT つまみを回して、シフト周波数を 400か
ら 1000Hz へステップ 50Hz で調整します。お買い
上げ時のシフト周波数は 800Hz です。

5 [DISP]を押して、設定を終了します。
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ノッチフィルター（SSB）
オートノッチフィルターは受信帯域幅の中の妨害波（CW
のような周期信号）が 1つある場合、自動的に探し出して
抑圧します。この機能は IF フィルターでデジタル処理をし
ているので、Sメーターの読みや、目的の信号にも影響（わ
ずかに抑圧させる）する場合がありますが、AGCレベル
を調整すると、目的の信号を回復できる可能性があります。
もし妨害波が弱いときは、ビートキャンセル（下記）の方
がより効果的に妨害波を除去できる場合があります。

ノッチフィルター前 ノッチフィルター後

妨害波

目的の信号

1 [A. N. / LEVEL]を押して、オートノッチフィルターの
ON/OFF を切り替えます。
・ この機能がONのとき “A. N.” 表示が出ます。
・ 妨害波がノッチで抑圧されます。

 妨害波が不規則に変わる場合は、オートノッチレベルを
調整してください。

1 [FUNC]、[A. N. / LEVEL]の順に押して、オートノッ
チレベル調整モードにし、次にMULTI/ CHつまみを
回して、FIX、1～ 4までの間のレベルを選びます。
・ レベル 1が妨害波を追従するスピードが最も遅く、
レベル 4が最も速いスピードです。FIX で妨害波の
追従を停止します。

オートビートキャンセル（SSB/ AM）
オートビートキャンセルはAFフィルターでデジタル処理
をおこなって、受信帯域幅の中の複数の周期的妨害波（ビー
ト）を抑圧させます。このフィルターはどのタイミングで
受信しても妨害波の性質に合わせて、フィルターの特性を
変えます。オートビートキャンセルはSSBまたはAMモー
ドで使用できます。

ビートキャンセル前 ビートキャンセル後

妨害波  （ビート）

目的の信号

1 [B. C. / MANUAL]を押して、オートビートキャンセ
ルのON/OFF を切り替えます。
・ この機能がONのとき “B. C. ” 表示が出ます。

マニュアルビートキャンセル
（SSB/ CW/ FSK/ FM/ AM）
ビートキャンセル周波数は手動で選ぶこともできます。

1 [FUNC]、[B. C. / MANUAL]の順に押し、次に
MANUAL BCつまみを回してビートキャンセル周波数
を選びます。
・ つまみを回しながら 300Hz から 3000Hz までの
ビートキャンセル周波数を変化させることができま
す。高い周波数は時計方向に、低い周波数は反時計
方向に回してください。

・ ビートキャンセルはAF段階に入っているため強い
ビート信号が入ってくるとAGCが動作し、目的の
信号が弱くなることがあります。

注意：

◆ MANUAL BC つまみを回すと、本機からプツプツ音がする
ことがありますが、これは故障ではありません。

◆ マニュアルビートキャンセルにより複数の妨害波を抑圧す
ることはできません。

ノイズリダクション
本機は希望の信号を妨害するノイズを低減させるために 2
種類のノイズリダクション機能（1と 2）を持っています。
そのときの状態や運用モードによって効果が変わります。
通常は SSBモードではノイズリダクション 1（Line En-
hanced）を、CWモードではノイズリダクション 2（SPAC）
を選びます。

1 [N. R. / LEVEL]を押して、ノイズリダクション 1、ノ
イズリダクション 2およびOFFを切り替えます。
・ 選ばれている機能が “N. R. 1” または “N. R. 2” で
表示されます。

■ N. R. 1 レベル調整を設定する
ノイズリダクション 1（Line Enhanced）は受信信号か
らノイズを低減するときに効果的です。S/N比が比較的
良い SSBでは、ノイズリダクション 1を使うと、さら
にS/N比が良くなります。

1 ノイズリダクション1がONのとき、[FUNC]、[N. R. 
/ LEVEL]の順に押し、次にMULTI/ CHつまみを
回してレベルを 1～ 9まで、またはAUTOを選び
ます。お買い上げ時の設定はAUTOです。

■ N. R. 2 時定数の設定
ノイズリダクション 2（SPAC）はCW モードでの運用
に適しており、自己相関時間を変更できます。受信状態
に応じて、もっとも効果のある相関時間を選んでくださ
い。

1　ノイズリダクション2がONのとき、[FUNC]、[N. R. 
/ LEVEL]の順に押し、次にMULTI/ CHつまみを
回してレベルを 2ms ～ 20ms までの間で自己相関
時間を選びます。
お買い上げ時の設定は 20msです。

注意：

◆ SSB モードでノイズリダクション 2を使用すると、信号の
明瞭さが落ちるか、または状況次第ではパルスノイズを引
き起こす場合があります。

◆ ノイズリダクション 1はサブバンドにも使えますが、レベ
ルの調整はできません。
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ノイズブランカー
ノイズブランカーは、「パリパリ」という自動車の点火装置
から出るようなパルスノイズを低減します。ノイズブラン
カーは FMモードでは動作しません。

1 [NB/ LEVEL]を押して、ノイズブランカーのON/OFF
を切り替えます。
・ 機能がONのとき “NB” 表示が出ます。

 ノイズブランカーのレベルは 1～ 10までの間で調節で
きます。お買い上げ時の設定は 6です。

1 [FUNC]、[NB/ LEVEL]の順に押し、次にMULTI/ 
CHつまみを回してノイズブランカーのレベルを調節し
ます。

・ “NB LEVEL” とそのときのレベルがサブドット表示部
に表示されます。

注意：ノイズブランカーは、SSB、CW、FSKおよびAMモードで
メインバンドでのみ使えます。

プリアンプ
プリアンプをOFFにすると隣接した周波数からの妨害を低
減することができます。プリアンプをOFFにすると、感度
は下がりますが、2信号特性が向上して、妨害を少なくで
きます。

1 [PRE/ LOCK A]を押して、プリアンプのON/OFF を
切り替えます。
・ 機能がONの場合 “PRE” が表示されます。

 ON/ OFF の設定は、現在のバンドで自動的に保存され
ます。同じバンドを選ぶたびに、同じ設定が自動的に選
択されます。

それぞれのバンドの周波数の範囲については右の表をご覧
ください。

注意：
◆ メインバンドとサブバンドの両方に同じ周波数（144MHz また
は 430MHz 帯）が選ばれると、プリアンプはその両方のバン
ドでONまたはOFF になります。これはメインバンドとサブ
バンドが同じアンテナを共有しているためです。

アッテネーター
アッテネーターは、受信信号を約 12dB 減衰させる機能で
す。目的の信号の近くに強い信号があるため混信している
場合は、アッテネーターをONにしてすべての信号を減衰
させることにより混信を少なくできます。

1 [ATT/ F LOCK]を押して、アッテネーターのON/
OFF を切り替えます。
・ 機能がONのときに “ATT” が表示されます。

ON/OFF の設定は、現在のバンドで自動的に保存されます。
同じバンドを選ぶたびに、同じ設定が自動的に選ばれます。

それぞれのバンドごとの周波数の範囲は下の表のとおりで
す。

周波数バンド
（MHz）

プリアンプ
（初期設定）

アッテネーター
（初期設定）

0.03 ～ 2.5 OFF OFF

2.5 ～ 4.1 OFF OFF

4.1 ～ 7.5 OFF OFF

7.5 ～ 10.5 ON OFF

10.5 ～ 14.5 ON OFF

14.5 ～ 18.5 ON OFF

18.5 ～ 21.5 ON OFF

21.5 ～ 25.5 ON OFF

25.5 ～ 30.0 ON OFF

30.0 ～ 60.0 ON OFF

144 ～ 145. 9 ON OFF

430. 0 ～ 439.9 ON OFF

1260 ～ 1300 常にON  常にOFF

注意：
◆ メインバンドとサブバンドの両方に同じ周波数（144MHz また
は 430MHz 帯）が選ばれているとアッテネーターはその両方
のバンドでONまたはOFF になります。これはメインバンド
とサブバンドが同じアンテナを共有しているためです。
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メモリー

メモリーチャンネル
周波数やモード、その他の情報を登録するため 300のメモ
リーチャンネルがあり、それぞれのチャンネルには 00～
299 までの番号がついています。メモリーチャンネル 00
～ 289 までは標準メモリーチャンネルと呼ばれています。
メモリーチャンネル 290～ 299はプログラマブルVFOや
プログラムスキャンの周波数範囲を登録します。登録でき
るデータは下の表のとおりです：

標準メモリーチャンネルは、交信によく利用する周波数な
どの登録に使います。

登録できる内容 チャンネル
00 ～ 289

チャンネル
290～ 299

受信周波数 ◯ ◯ 1

（シンプレックス）送信周波数 ◯

受信モード ◯ ◯ 1

（シンプレックス）送信モード ◯

プログラムスキャンの
スタート／エンド周波数 X ◯

オフセット周波数 ◯ ◯

シフト方向 ◯ ◯

リバース機能 ◯ ◯

受信周波数のステップ幅 ◯ ◯ 1

（シンプレックス）送信周波数のステップ幅 ◯

トーン周波数 ◯ ◯

CTCS S 周波数 ◯ ◯

DCSコード ◯ ◯

トーン / CTCS S/
DCS機能ON/ OFF ◯ ◯

メモリーネーム ◯ ◯

メモリーチャンネル
ロックアウトON/ OFF ◯ 1 ◯ 1

◯：登録できる ×：登録できない
1 メモリーチャンネル呼び出し中に変更した内容は自動的に更新さ
れます。

メモリーにデータを登録する
メモリーチャンネル 00～ 289 に送受信周波数や関連デー
タを登録する方法は 2種類あります。登録する受信および
送信の周波数の関係により、どちらかの方法を使ってくだ
さい：

・ シンプレックスチャンネル：
受信周波数＝送信周波数（受信周波数と送信周波数が同
じ）

・ スプリットチャンネル：
受信周波数 送信周波数（受信周波数と送信周波数が違
う）

メモリーチャンネル 290 ～ 299 はシンプレックスチャン
ネルとしても使えます。

注意：
◆ RIT あるいはXIT が ONの場合、RIT または XIT オフセット
を含む周波数が登録されます。

■ シンプレックスチャンネル
1 [A/ B]を押して、VFO A またはVFO B を選びます。
・ 選択されたVFOが“  A”または“  B”で表示されます。

2 登録する周波数、モードなどを選びます。

3 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入
ります。

・ メモリースクロールモードを解除して登録を中断する
ときは [CLR]を押してください。

4 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
[UP]/ [DWN]を押して、メモリーチャンネルを選
びます。
・ チャンネルを選ぶために、数字キーを使って、012 の

ように 3桁の数字で入力することもできます。

5 もう一度 [M. IN]を押して、データを登録します。
・ チャンネルに前から登録されていたデータは上書きさ

れます。
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■ スプリットチャンネル
1 [A/ B]を押して、VFO A またはVFO B を選びます。
・ 選ばれたVFOが “  A” または “  B” で表示されます。

2 登録する周波数、モードなどを選びます。
・ この周波数とモードは送信のために使用されます。

3 [A/ B]を押して、もう一方のVFOを選びます。

4 受信の周波数とモードを選びます。

5 [SPLIT]を押します。
・ “SPLIT” が表示されます。

6 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入
ります。

・ メモリースクロールモードを解除して登録を中断する
ときは [CLR]を押してください。

7 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
の [UP]/ [DWN]を押して、メモリーチャンネルを
選びます。
・ チャンネルを選ぶために、数字キーを使って、012 の

ように 3桁の数字で入力することもできます。

8 もう一度 [M. IN]を押して、データを登録します。
・ チャンネルに前から登録されていたデータは上書きさ

れます。

注意： 
◆ VFOスプリット運用中（→ p. 60）にトーン周波数が送信
と受信で違う場合、送信のトーン周波数がメモリーチャン
ネルに登録されます。

メモリーチャンネルとメモリースクロール
メモリーチャンネルに登録した周波数や関連データを利用
するにはメモリーチャンネルとメモリースクロールの 2つ
のモードがあります。

メモリーチャンネルモード：
呼び出したメモリーチャンネルの周波数で送信や受信をお
こないます。メニューNo. 06BがONに設定されていると、
メモリーチャンネルの内容を上書きすることなく、一時的
に周波数やその他のデータを変更することができます。

メモリースクロールモード：
このモードはメモリーチャンネルの内容を、現在受信中の
周波数を変えることなく、チェックすることができます。

■ メモリーチャンネルモード
1 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードに
入ります。
・ 最後に選ばれたメモリーチャンネルが表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
の [UP]/ [DWN]を押して、メモリーチャンネルを
選びます。
・ マイクロホンの [UP]/ [DWN]を断続的に押し続ける

とキーが離されるまでメモリーチャンネルが変わりま
す。

・ データが登録されていないメモリーチャンネルはス
キップされます。

・ 送信中はメモリーチャンネルを変更することはできま
せん。

3 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードを
解除します。

注意：
◆ メモリーチャンネルは TF-SET 機能（→ p. 31）の使用中で
も変更できます。
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■ メモリースクロールモード
1 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入
ります。
・ 最後に選ばれたメモリーチャンネルが表示されます。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
の [UP]/ [DWN]を押して、メモリーチャンネルの
中をチェックします。
・ 数字キーを使って、例えば 012のような 3桁の番号で

入力し [ENT]を押しても、メモリーチャンネルを変え
ることができます。

3 [CLR]を押すと、メモリースクロールモードが解除
されます。
・ メモリースクロールモードに入る前に選ばれていたメ

モリーチャンネルやVFO周波数表示に戻ります。

注意：
◆ メモリースクロールモードに入ったあとは、[M. IN]を押
さないでください。[M. IN]を押すと選ばれたメモリーチャ
ンネルに現在のVFOデータを上書きしてしまいます。

■ 一時的な周波数の変更
メモリーチャンネルモードで、登録内容を変更せずに
データを一時的に変更することができます。

1 メニューNo. 06B を呼出して、ONを選びます。
・ 周波数以外のデータを変更する場合はこの操作は飛ば

してください。

2 メモリーチャンネルを選びます。

3 周波数と関連データを変更します。
・ 周波数の選択には同調つまみだけを使ってください。

4 変更したデータを登録したい場合は、別のメモリー
チャンネルにコピーしてください。『チャンネル間コ
ピー』（→ p. 61）をご覧ください。

注意：
◆ メモリーチャンネルデータは TF-SET 機能（→ p. 31）を使
用中にも変更できます。

メモリーチャンネル／VFOスプリット運用
スプリット運用には、VFO A と VFO B を使った方法（『ス
プリット運用』→ p. 31）、またはスプリットチャンネルを
呼び出す方法（p. 59）もありますが、メニューNo. 06A
を呼び出してONを選ぶと、以下のようにメモリーチャン
ネルとVFOの 2つでスプリット運用ができます。

・ 受信： メモリーチャンネル
 送信： VFO A またはVFO B

・ 受信： VFO A またはVFO B
 送信： メモリーチャンネル

受信にメモリーチャンネルを使う場合：

1 メニューNo. 06Aを呼び出して、ONを選びます。

2 [A/ B]を押して、送信に使うVFOを選びます。
・ 選ばれたVFOが“  A”または“  B”で表示されます。

3 送信の周波数を選びます。

4 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルを呼び出しま
す。

5 MULTI/ CHつまみを回して、受信のメモリーチャンネ
ルを選びます。

6 [SPLIT]を押します。

7 VFO A の周波数がサブバンドに表示されます。送信に
VFO B の周波数を使用したい場合は、もう一度 [SPLIT]
を押します。

8 サブバンドに表示された周波数で送信するには [SEND]
またはマイクロホンの [PTT]を押します。

9 [SPLIT]を押すと、スプリット運用が解除されます。
・ 解除されていない場合は、もう一度 [SPLIT]を押し
て解除してください。

送信にメモリーチャンネルを使う場合：

1 メニューNo. 06Aを呼び出して、ONを選びます。

2 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルを呼び出しま
す。

3 MULTI/ CHつまみを回して、送信のためのメモリー
チャンネルを選びます。

4 [VFO/ M]を押して、VFOモードに戻ります。

5 [SPLIT]を押します。VFO周波数がサブバンドに表示
されます（正常なスプリット運用）。

6 もう一度 [SPLIT]を押します。操作3で選んだメモリー
チャンネルが、サブバンドに表示されます。

7 メモリーチャンネルの周波数で送信するには、[SEND]
またはマイクロホンの [PTT]を押します。

8 [SPLIT]を押すとスプリット運用が解除されます。
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メモリーの変換
■ メモリーシフト（メモリー\VFO）
メモリーチャンネルモードのデータをVFOにコピーす
ることができます。この機能は、例えばモニターしたい
周波数が、メモリーチャンネルに登録されている周波数
に近いような場合に役に立ちます。

1 メモリーチャンネルを呼び出します。

2 [MsVFO/MG.SEL]を押します。
・ シンプレックスチャンネルが呼び出された場合、その

データは、どちらのVFOがそのチャンネルの呼出しに
使われたかに従って、VFO A、またはVFO B にコピー
されます。

・ スプリットチャンネルが呼び出された場合、受信デー
タはVFO A にコピーされ、送信データはVFO B にコ
ピーされます。

注意： 
◆ 呼び出しデータを一時的に変更したあとに [MsVFO]を押
すと新しいデータはVFOにコピーされます。

■ チャンネル間コピー（チャンネル\チャンネル）
チャンネルのデータを 1つのメモリーチャンネルから別
のメモリーチャンネルにコピーすることもできます。こ
の機能は、メモリーチャンネルモードで一時的に変更し
た周波数や関連データを登録するときに役に立ちます。

1 メモリーチャンネルを呼び出します。

2 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入
ります。
・ メモリースクロールモードを解除するには [CLR]を押

してください。

3 MULTI/ CHつまみを使って、データをコピーした
いメモリーチャンネルを選びます。

4 もう一度 [M. IN]を押します。

以下の表はチャンネル間コピーしたとき、データがメモ
リーチャンネルの間でどのように変換されるかを示した
ものです。

チャンネル00～ 289 ➡ チャンネル290～ 299

受信周波数 ➡ 受信周波数

送信周波数 ➡ 送信周波数

受信モード ➡ 受信モード

送信モード ➡ 送信モード

オフセット周波数 ➡ オフセット周波数

シフト情報 ➡ シフト情報

リバースON/ OFF ➡ リバースON/ OFF

受信周波数ステップ ➡ 受信周波数ステップ

送信周波数ステップ ➡ 送信周波数ステップ

トーン周波数 ➡ トーン周波数

CTCSS 周波数 ➡ CTCSS 周波数

DCS コード ➡ DCS コード

TONE / CTCSS /
DCS フラグ ➡ TONE / CTCSS /

DCS フラグ

メモリーネーム ➡ メモリーネーム

メモリーチャンネル
ロックアウトON/ OFF ➡ メモリーチャンネル

ロックアウトON/ OFF

チャンネル00～ 289 ➡ チャンネル290～ 299

受信周波数

➡ 送信／受信周波数

➡ OPEN周波数

➡ CLOSE 周波数

受信モード ➡ 送信／受信モード

送信周波数 ➡
－

送信モード ➡

オフセット周波数 ➡ オフセット周波数

シフト情報 ➡ シフト情報

リバース情報 ➡ リバース情報

受信周波数ステップ ➡ 送信／受信周波数
ステップ

送信周波数ステップ ➡ －

トーン周波数 ➡ トーン周波数

CTCSS 周波数 ➡ CTCSS 周波数

DCS コード ➡ DCS コード

TONE / CTCSS /
DCS フラグ ➡ TONE / CTCSS /

DCS フラグ

メモリーネーム ➡ メモリーネーム

メモリーチャンネル
ロックアウトON/ OFF ➡ メモリーチャンネル

ロックアウトON/ OFF

チャンネル00～ 289 ➡ チャンネル290～ 299

送信／受信周波数
➡ 受信周波数

➡ 送信周波数

送信／受信モード
➡ 受信モード

➡ 送信モード

オフセット周波数 ➡ オフセット周波数

シフト情報 ➡ シフト情報

リバースON/ OFF ➡ リバースON/ OFF

送信／受信周波数
ステップ

➡ 受信周波数ステップ

➡ 送信周波数ステップ

トーン周波数 ➡ トーン周波数

CTCSS 周波数 ➡ CTCSS 周波数

DCS コード ➡ DCS コード

TONE / CTCSS /
DCS フラグ ➡ TONE / CTCSS /

DCS フラグ

メモリーネーム ➡ メモリーネーム

メモリーチャンネル
ロックアウトON/ OFF ➡ メモリーチャンネル

ロックアウトON/ OFF

・ メモリーチャンネルにコピーしたとき、メモリーチャ
ンネルロックアウトの設定はコピーする前の設定に
関係なくOFFになります。
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周波数範囲の登録
メモリーチャンネルの 290 ～ 299 には、プログラマブル
VFOやプログラムスキャンの周波数範囲を登録します。プ
ログラムスキャンは次の章で詳しく説明します。周波数を
ある特定の範囲の中で変えたり、スキャンをしたりするに
は、あらかじめスタートとエンドの周波数を登録しておき
ます。

1 [A/ B]を押して、VFO A またはVFO B を選びます。

2 スタート周波数を選びます。

3 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入りま
す。
・ メモリースクロールモードを解除し、登録を中断す
るときは [CLR]を押してください。

4 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、290～ 299の範囲でメモリー
チャンネルを選びます。
・ 数字キーを使って 290のような 3桁の番号を入力し
て、チャンネルを選ぶこともできます。

5 [M. IN]を押して、メモリーチャンネルにスタート周波
数を登録します。
・ サブドット表示部に “CLOSE INPUT” が表示され
ます。

6 同調つまみまたはMULTI/ CHつまみを回して、エン
ド周波数を選びます。

7 [M. IN]を押して、メモリーチャンネルにエンド周波数
を登録します。
・ チャンネルに登録されていた前のデータは上書きさ
れます。

■ スタート／エンド周波数の確認
この操作は 290～ 299 までのチャンネルに登録したス
タートとエンド周波数を確認するために使ってくださ
い。

1 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードに
入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
の [UP]/ [DWN]を押して、290～ 299までのメ
モリーチャンネルを選びます。

3 [ － ]を押してスタート周波数を、[ ＋ ]を押してエ
ンド周波数を確認します。

■ プログラマブルVFO
同調つまみで同調が可能な周波数範囲を制限する機能で
す。設定にはメモリーチャンネル 290～ 299 に登録し
たスタートとエンド周波数を使います。

1 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードに
入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
の [UP]/ [DWN]を押して、290～ 299の中から
メモリーチャンネルを選びます。

これで、同調つまみでスタート周波数からエンド周波数
までの間を変えることができます。

注意：
◆ プログラマブルVFOモードでマイクロホンの [UP]/ [DWN]
を押したりMULTI/ CHつまみを回したりすると、メモリー
チャンネル番号が変わります。

メモリーチャンネルのロックアウト
メモリースキャンをしている間、モニターしたくないメモ
リーチャンネルをスキャンから除外（ロックアウト）す
ることができます。メモリースキャンについては次の章
（→ p. 68）で説明します。

1 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードに入り
ます。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、メモリーチャンネルを選びま
す。

3 [CLR]を短く押します。
・ [CLR]を約 2秒以上押すと、メモリーチャンネルの
内容を消去してしまいます。

・ メモリーチャンネル番号の一番右の桁の横に小さな
点が現れて、そのチャンネルがロックアウトされた
ことを示します。

・ [CLR]を繰り返し押すたびに、そのチャンネルを
ロックアウトしたり解除したリを切り替えます。

メモリーチャンネルの消去
メモリーチャンネルの内容を消去します。

1 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードに入り
ます。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、マイクロホンの [UP]/ 
[DWN]を押して、メモリーチャンネルを選びます。
・ 数字キーを使い 012のように 3桁の番号を入力して
チャンネルを選ぶこともできます。

3 [CLR]を約 2秒間押します。
・ ビープ音が鳴り、メモリーチャンネルのデータが消
去されます。
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メモリーチャンネルの名前
メモリーチャンネルにはそれぞれ名前をつけることができ
ます。最大 7桁の英数字記号が登録できます。

1 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入りま
す。

2 MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホンの
[UP]/ [DWN]を押して、メモリーチャンネルを選びま
す。

3 [DISP]を押します。

4 MULTI/ CHつまみを回すか、または [ ＋ ]/ [ － ]を押
して目的の英数字記号で名前を入力します。[MAIN]を
押すとカーソルは左に、[SUB]を押すと右に動きます。
また、別売のDTMFマイクロホンを使って英数字記号
を入力することもできます。

注意：DTMFマイクロホンで入力できる英数字記号は右の表に記
載された記号に限られます。

5 名前の入力が終わったら、[M. IN]を押して名前を登録
するか、[DISP]を押してメモリーグループを選びます。
・ 10 個（0～ 9まで）のグループから 1つだけ選ぶ
ことができます。数字キーを押して、グループ番号
を入力してください。選ばれたグループは縦長の記
号で示されます。グループを選んだら [M. IN]を押
して、メモリーチャンネルにその名前とグループ番
号を登録してください。

6 メモリーチャンネルを名前で呼び出す場合、その名前は、
メモリーチャンネル番号およびグループ番号と一緒に
ドット表示部に表示されます（→ p. 64）。

MULTI/ CHつまみを回すか、または [＋ ]/ [ － ] キーで
使用できる記号

号記な能可用使

A B C D E F G H I J

K L M N O P Q R S T

U V W X Y Z [ ¥ ] ^

_ ` a b c d e f g h

i j k l m n o p q r

s t u v w x y z { ¦

} ̃ )PS( ! " # $ % & '

( ) ＊ + , - . / 0 1

2 3 4 5 6 7 8 9 : ;

< = > ? @

DTMFマイクロホンで使用できる記号

DTMF
ーキ 号記の能可用使

1 q z 1 Q Z

2 a b c 2 A B C

3 d e f 3 D E F

4 g h i 4 G H I

5 j k l 5 J K L

6 m n o 6 M N O

7 p r s 7 P R S

8 t u v 8 T U V

9 w x y 9 W X Y

0 白空 0

? ! ' . , - /

# & # ( ) < > ;

: " @

* 用使未

A をルソーカ 1 すか動へ右つ

B をルソーカ 1 すか動へ左つ

C るす去消を字文の置位ルソーカ

D ]NI.M[ 能機じ同とーキ

注意：表中の（SP）はスペースの略です。

注意：
◆ DTMFマイクロホンMC-52DMは生産を終了しています。
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メモリーグループ
300 のメモリーチャンネルを最大 10個（0～ 9まで）の
グループに分けることができます。メモリーグループの設
定がされているときは、選ばれているグループに属するメ
モリーチャンネルのみが呼び出し可能になります。新規に
登録するメモリーチャンネルの所属グループは 0に設定さ
れています。

メモリーチャンネルの所属グループを変更するには：

1 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入りま
す。

2 MULTI/ CHつまみを回して、グループを変更したいメ
モリーチャンネルを選びます。

3 [DISP]を押します。
・ メモリーチャンネルの名前が入力できる状態になり
ます。もう一度 [DISP]を押して、入力をスキップ
するか、または [ ＋ ]/ [ － ]と [MAIN]/ [SUB]で
メモリーチャンネルの名前を入力してください（→p. 
63）。

4 現在設定されているグループが大きなフォントで表示さ
れます。

5 数字キーを押して、グループを変更します。

6 [M. IN]を押すと、その設定内容が登録されます。

■ メモリーグループの選択
メモリーグループを設定すると、選ばれているグループに
属するメモリーチャンネルのみが呼び出し可能になります。

メモリーグループを選ぶには：

1 [FUNC]と [M  VFO/ MG. SEL]を押して、メモリー
グループ選択モードに入ります。

2 グループ番号 0～ 9がメインドット表示部に表示され
ます。
・ 選ばれたメモリーグループ番号は大きなフォントで
表示されます。選択を変更するには数字キーを押し
てください。すべてのメモリーグループを選ぶ場合
は [・]を押してください。少なくとも1つのメモリー
グループを選ぶ必要があります。

3 [M  VFO/ MG. SEL]を押して、設定を登録し、メモ
リーグループ選択モードを解除します。
・ これからは選ばれたメモリーグループ以外は呼び出
すことはできません。

注意：
◆ [CLR]を押すと、設定は登録されずにメモリーグループ選択
モードを解除します。

クイックメモリー
クイックメモリーは特定のメモリーチャンネルを指定せず
にデータを素早く一時的に登録するための機能です。例え
ば、DXを探してバンドの中を移動するとき、コンタクトし
たい無線局を登録しておくと便利です。モニターしながら
いくつかのメモリーチャンネルを素早く飛び越えていくこ
とができます。

本機には 10個（0_ ～ 9_）のクイックメモリーチャンネル
があります。クイックメモリーには次のデータを登録する
ことができます：

VFO A 周波数と運用モード VFOB周波数と運用モード

サブバンドON/ OFF サブバンド周波数と
運用モード

RIT ON/ OFF XIT ON/ OFF

RIT/ XIT 周波数 受信フィルターバンド幅

ノイズブランカーON/ OFF FINE ON/ OFF

DSPノイズリダクション
OFF/ 1/ 2

DSP ビートキャンセル
ON/ OFF

DSPオートノッチON/ OFF

クイックメモリーはメインバンドとサブバンドの両方とも
VFOモードで運用しているときのみ呼び出せます。
注意：
◆ サブバンドをメモリーチャンネルモードでOFF にしたときに
は、クイックメモリーを使用できません。この場合は、サブバ
ンドを一度ONにし、VFOモードに切り替えて再びサブバン
ドをOFFにするとクイックメモリーが使用できます。

クイックメモリーに登録する
新しい周波数を登録するたびに、前に登録されていた周波
数は、次のクイックメモリーチャンネルに移っていきます。
10個の全メモリーチャンネルに周波数が入っている場合、
さらにもう 1つ周波数を登録すると一番最初に登録された
（メモリー 9）メモリーチャンネルの内容は消去されます。

次の図はQUICK MEMO [M. IN]を押すたびに、クイック
メモリーがどのようにデータを移し替えていくのかを表し
たものです。

1 メインバンドまたはサブバンドのVFOで周波数、モー
ドなどを選びます。

2 QUICK MEMO [M. IN]を押します。
・ QUICK MEMO [M. IN]が押されるたびに現在の
VFOデータがクイックメモリーに登録されます。
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クイックメモリーチャンネルを呼び出す
1 QUICK MEMO [MR]を押します。
・ 現在のメモリーチャンネル番号が表示されます。

・ クイックメモリーチャンネルが 1つも登録されてい
ない場合、エラービープ音が鳴ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、クイックメモリーチャン
ネル（0_ ～ 9_）を選びます。
・ 送信中はメモリーチャンネルを変更できません。

3 もう一度QUICK MEMO [MR]を押すと、メモリーチャ
ンネルモードが解除されます。

一時的に周波数を変更する
メモリーチャンネルモードで登録内容を変更せずに、一時
的にデータを変更することができます。メニューNo. 06B
で OFF を選択していても周波数を変えることができます。

1 QUICK MEMO [MR]を押します。

2 MULTI/ CHつまみを回して、クイックメモリーチャン
ネル（0_ ～ 9_）を選びます。

3 周波数と関連データを変更します。

4 変更したデータを登録したい場合は、QUICK MEMO 
[M. IN]を押します。
・　変更したデータは、現在のクイックメモリーチャン
ネルに登録され、前のデータは次のクイックメモリー
チャンネルに移し替えられます。

5 もう一度QUICK MEMO [MR]を押すとメモリーチャ
ンネルモードが解除されます。

メモリーシフト（クイックメモリー\VFO）
クイックメモリーチャンネルのデータをVFOにコピーする
ことができます。

1 クイックメモリーチャンネルを呼び出します。

2 [M  VFO/ MG. SEL]を押します。

注意：
◆ 呼び出したデータを一時的に変更したあとに [M  VFO/ 
MG. SEL]を押すと、変更したデータがVFOにコピーされます。
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スキャンは周波数を自動的に変化させて信号を探す機能で
す。使い方に合わせて、いろいろなタイプのスキャンを選
んでください。

本機には次のタイプのスキャンがあります。

スキャンタイプ 目　的

ノーマル
スキャン

VFOスキャン 選んだ周波数の全バンドをス
キャンする

プログラム
スキャン

メモリーチャンネル 290 ～
299 に登録された特定周波数範
囲のスキャン

MHzスキャン 1MHz 以内の範囲の周波数のス
キャン

メモリー
スキャン

オールチャン
ネルスキャン

00 から 299 まで全メモリー
チャンネルのスキャン

グループ
スキャン

特定のメモリーチャンネルグ
ループのスキャン

コール
スキャン

VFO コールチャンネルと現在のVFO
周波数のスキャン

メモリー
チャンネル

コールチャンネルと選ばれたメ
モリーチャンネル

ビジュアル
スキャン *

VFO

現在運用中の周波数とその上下
の特定周波数のスキャン。
各々のチャンネルの信号強度は
棒グラフで表示されます。

メモリー
チャンネル

メモリーチャンネルをスキャン
し、各々の信号強度を棒グラフ
で表示します。

* ビジュアルスキャンは、特定の範囲の周波数がどのくらい混み
合っているかをグラフで表示します。

注意：

◆ CTCSS またはDCSを使用中は、選んでいるCTCSS トーンや
DCSコードと一致したときにのみスキャンが停止します。

◆ S メータースケルチを使用中は、受信信号の強度が Sメーター
の設定と一致しているか、または超えている場合にスキャンが
停止します。信号のレベルが Sメーター未満に下がると 2秒後
に再びスキャンを開始します。

◆ スキャン中にもう一方のバンドで送信すると、スキャンは一時
的に停止します。

◆ スキャンを開始させるとリバース機能、オートシンプレックス
チェッカーはOFFになります。

◆ VFO モードでスキャンをスタートさせるとリバース機能は
OFFになります。

ノーマルスキャン
・ VFOスキャン
選んだ周波数の全バンドをスキャンします。例えば、メ
インバンドの VFO A で 14.19500MHz で運用し、受
信している場合、30.00kHz から 60.00000MHz まで
の範囲内のすべての周波数をスキャンします。

・ プログラムスキャン
メモリーチャンネル 290 ～ 299（→ p. 62）でスター
トとエンド周波数を設定することによって、プログラム
スキャンの周波数範囲を設定します。1つのDX局が出
てきそうな周波数範囲を何個か（最大 10個）設定して、
ある周波数で待っていると、その局がその周波数の近く
で出てきたような場合に役立ちます。

VFOスキャン
VFOスキャンは、そのときのVFOで使える全周波数範囲
をスキャンします。VFOスキャンはプログラムスキャン周
波数範囲が設定されたメモリーチャンネルを 1つも選んで
いない状態でのみ動作します。

1つ以上のプログラムスキャン周波数範囲がメモリーチャ
ンネル 290～ 299に登録されている場合：

1 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押します。

2 プログラムスキャンのメモリーチャンネルが選ばれてい
る場合は、メインドット表示部に大きなフォントで表示
されます。

 

[ ･ / DCS/ SEL]を押して、一時的にすべてのメモリー
チャンネルの選択を解除してください。
すべてのメモリーチャンネルの選択が解除されると、
“VFO SCN MODE” がサブドットマトリックスディス
プレイに表示されます。

3 [SCAN/ SG. SEL]を押して、VFOモードに戻ります。

4 [SCAN/ SG. SEL]を押して、VFOスキャンを開始し
ます。

5 スキャンを停止するには [SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

注意：

◆ スキャン中、RIT/ SUBつまみを回して、スキャンスピードを
変えることができます。時計方向に回すとスピードが下がり、
反時計方向に回すとスピードが上がります。スピード表示はメ
インドット表示部の上に表示されます。P1 が最も速く、P9 が
最も遅いスピードです。

◆ FMモードおよびサブバンドではVFOスキャンのスピードは変
えられません。

プログラムスキャン
プログラムスキャンはメモリーチャンネル 290 ～ 299 に
登録したスタートとエンド周波数の範囲をスキャンします。
スタートとエンド周波数の登録については『周波数範囲の
登録』（→ p. 62）をご覧ください。

プログラムスキャンは一番小さいメモリーチャンネル番号
から開始し、スキャンを繰り返しておこないます：

1 [A/ B]を押して、VFO A か VFO B を選びます。
・ メモリーチャンネルモードを操作している場合は
[VFO/ M]を押して、VFOモードを選んでください。

2 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押します。
・ プログラムスキャンチャンネルが選ばれていない場
合、すべてのメモリーチャンネル番号（290～ 299
まで）は小さいフォントで表示されます。各メモリー
チャンネルの 1の位だけがメインドット表示部に表
示されます。0はチャンネル 290 を表し、1はチャ
ンネル 291を、2はチャンネル 292を表します。
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3 数字キー（[0/ SHIFT/ OFFSET]から [9/ FINE/ 
STEP]まで）を押して、プログラムスキャンのチャン
ネル（最大 10チャンネル）を選びます。
・ チャンネル 293だけを選ぶときは [3] を、チャンネ
ル 293、295、297 を選ぶときは [3]、[5]、[7] を
押します。プログラムスキャンのチャンネル番号は
大きなフォントで表示されます。

4 [SCAN/ SG. SEL]を押して、VFOモードに戻ります。

注意：

◆ プログラムスキャンを動作させるには、プログラムスキャン
チャンネル（290 ～ 299 まで）の少なくとも 1つは、周波数範
囲が設定され選ばれている必要があります。もしプログラムス
キャンのためにプログラムチャンネルが 1つも選択されていな
かったり、使える状態になっていない場合は、VFOスキャンを
実行します。

◆ プログラムスキャンをサブバンドでおこなう場合、プログラム
スキャンチャンネルの周波数がサブバンド周波数範囲を出る
と、プログラムスキャンは動作しません。メインバンドでも同
様にプログラムスキャンは動作しません。

 

5 [SCAN/ SG. SEL]を押して、プログラムスキャンをス
タートします。
・ スキャン中に、ある周波数の方へ素早く移動したい
場合は、同調つまみか、MULTI/ CHつまみを回すか、
マイクロホンの [UP]/ [DWN]を押します。

・ FMモード以外のモードを使用するとき、RIT/ 
SUBつまみを時計方向に回すと、スキャンスピード
が下がり、反時計方向に回すとスピードが上がりま
す。そのときのスキャンスピードはディスプレイに
表示されます。P1が最も速く、P9は最も遅いスピー
ドです。

・ FMモードでは、信号が存在する周波数でスキャン
は自動的に停止します。そこで、決められた時間そ
のチャンネルに停止するか（TO: タイプオペレート
モード）、あるいはその信号が無くなるまで停止する
か（CO: キャリアオペレートモード）のどちらかが
選べます。メニューNo. 10 を呼び出して、どちら
かのモードを選んでください（→ p. 68）。

6 スキャンを停止するには [SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

注意：

◆ サブバンドを運用中にプログラムスキャンを実行する場合、サ
ブバンドがスキャンできないプログラムスキャンチャンネルは
自動的にスキップします。

◆ FMモードで、MAIN SQLまたは SUB SQLつまみをスケル
チ臨界点をはるかに越えて時計方向に回すと、スキャンは信
号が存在するチャンネルで停止しない場合があります。MAIN 
SQLまたは SUB SQLつまみはスケルチ臨界点付近に設定し
てください。

◆ メモリーチャンネル 290 ～ 299 に周波数範囲を登録する前に
[SCAN/ S. G. SEL]を押すと、VFOスキャンを始めます。

◆ スキャンを開始したときの受信周波数がメモリーチャンネル番
号で選んだ中の 1つの範囲内にある場合、スキャンはそのとき
の周波数で開始します。メモリーチャンネルに登録された運用
モードが使われます。

◆ スキャンを開始したときの受信周波数がチャンネル番号で選ん
だすべての範囲の外にある場合、スキャンは最も小さいチャン
ネル番号に登録されたスタート周波数から開始します。

◆ 運用モードはスキャン中にも変えることはできますが、メモ
リーチャンネルはその変えられたモードに上書きされます。

◆ そのときのスキャン範囲がMULTI/ CHつまみの1ステップよ
り小さい場合、つまみを時計方向にまわすとスキャンはスター
ト周波数に、また反時計方向にまわすとエンド周波数へジャン
プします。

◆ プログラムスキャンを開始すると、RIT およびXIT 機能をOFF
にします。

◆ FMモードでは、プログラムスキャンはメニューNo. 04 の設
定とは無関係に丸められた数字の周波数をスキャンします。

プログラムスロースキャン
290 ～ 299 までのそれぞれのメモリーチャンネルで、ス
キャンスピードを遅くしたい周波数ポイントを最大 5個
まで選べます。その周波数ポイントの前後何Hz（100 ～
500Hz）の間は、スキャンスピードが遅くなります。ま
ずスタートとエンド周波数をメモリーチャンネル（290 ～
299）へ登録してください（→ p. 62）。

1 メニューNo. 07 を呼び出して、機能をONにします（お
買い上げ時の設定はONです）。

2 メニューNo. 08 を呼び出して、スキャンを遅くする範
囲（100～ 500Hz）を選びます。

注意：例えばメニューNo. 08 で 500Hz を選んだ場合、プログ
ラムスキャンはメモリーチャンネルで選ばれた周波数ポイント
を中心に± 500Hz の幅でスローダウンします。

3 [VFO/ M]を押して、スキャンを遅くするメモリーチャ
ンネル（290～ 299）を選びます。

4 [ － ]を押して、スタート周波数を、[ ＋ ]を押して、エ
ンド周波数を確認します。

5 同調つまみを回してスキャンを遅くしたい周波数ポイン
トを選び、次にQUICK MEMO [M. IN]を押します。
・ “ ” が表示されます。

6 操作 5を繰り返して、周波数ポイントを最大 5個まで
選びます。

7 一度登録した周波数ポイントをすべて消去したい場合
は、QUICK MEMO [M. IN]を 1秒間押し続けます。
確認のビープ音が鳴り、周波数ポイントがすべて消去さ
れます。

注意： 周波数ポイントはすべて消去されます。特定のポイント
だけを消去するときは、消去したいポイントの★点灯中に [QM. 
IN]を押します。

8 [VFO/ M]を押して、VFOモードに戻ります。

9 [SCAN/ SG. SEL]を押すと、プログラムスキャンを開
始し、選んだ周波数ポイントの前後でスキャンスピード
が遅くなります。

注意：

◆ プログラムスキャン中に RIT/ SUBつまみを回して、スキャン
のスピードを調整することができます。つまみを時計方向／反
時計方向に回すと、スキャンのスピードがダウンまたはアップ
します。プログラムスキャン中はプログラムスキャンのスピー
ドがメインドット表示部に表示されます。P1が最も速く P9が
最も遅いスピードです。

◆ FMモードの場合プログラムスキャンのスピードは変えられま
せん。

◆ FMモードの場合プログラムスロースキャンは設定できません。
◆ サブバンドでは、スキャンスピードを可変することはできませ
ん。
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スキャンホールド
プログラムスキャン中に同調つまみまたはMULTI/ CHつ
まみを回すか、またはマイクロホンの [UP]/ [DWN]を押
して、目的の周波数に移ると、スキャンを約 5秒間停止し
ます。そのあとスキャンは再開します。

この機能を使うにはメニューNo. 09 を呼出して、ONを選
んでください。お買い上げ時の設定はOFFです。

注意： FMモードではスキャンホールドはできません。

MHzスキャン
メインバンドまたはサブバンドをVFOモードで運用すると
き、現在のVFO周波数の範囲内にある 1MHz の全周波数
範囲をスキャンすることができます。

1 [VFO/ M]を押して、VFOモードを選びます。

2 周波数を選びます。
・ 例えば 145MHz の全部をスキャンする場合は、
145. 640MHz を選びます。145. 000MHz から
145. 99999MHz の間をスキャンします。

3 [1 MHz/ SEL]を押し続けて、MHzスキャンを開始し
ます。

4 RIT/ SUBつまみを回して、スキャンスピードを調整し
ます。

5 MHz スキャンを終了する場合は [SCAN/ SG. SEL]ま
たは [CLR]を押します。

注意：FMモードとサブバンドではMHz スキャンスピードの調整
はできません。

メモリースキャン
メモリースキャンには周波数を登録したすべてのメモリー
チャンネルをスキャンする全チャンネルスキャン、または
メモリーチャンネルのうちの希望のグループだけスキャン
するグループスキャンがあります。

スキャンの再開
モードに関係なく、信号を受信した周波数（またはメモリー
チャンネル）で自動的に停止します。そのあと、しばらく
の間そのチャンネルに停止するか（TO：タイムオペレート
モード）、あるいはその信号がなくなるまで停止するか（CO：
キャリアオペレートモード）のどちらかが選べます。メ
ニューNo. 10 を呼び出して、どちらかのモードを選んでく
ださい。選んだモードでスキャンを再開します。お買い上
げ時の設定は TO( タイムオペレートモード )です。

・ TO（タイムオペレートモード）
受信している周波数（またはメモリーチャンネル）で約
6秒間停止し、そのあと、その信号を受信していてもス
キャンを再開します。

・ CO（キャリアオペレートモード）
信号がなくなるまで、受信している周波数（またはメモ
リーチャンネル）で停止します。信号がなくなってから
約 2秒後にスキャンを再開します。

1 [MENU]を押して、メニューモードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. 10 を選び
ます。

3 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、TO（タイムオペレート）かCO
（キャリアーオペレート）を選びます。

4 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

スキャンしたくないメモリーチャンネルは飛び越すことが
できます。その方法は『メモリーチャンネルのロックアウト』
をご覧ください（→ p. 62）。

全チャンネルのスキャン
周波数データが登録されているすべてのメモリーチャンネ
ルをチャンネル番号順にスキャンします。グループスキャ
ンのグループ番号が選ばれている場合は、すべて解除して
ください。操作手順は次のとおりです：

1 メニューNo. 10 を呼び出して、TO( タイムオペレート
モード )またはCO( キャリアオペレートモード )を選び
ます。

2 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードに入り
ます。

3 MAIN SQLまたは SUB SQLつまみを回して、スケル
チレベルを調整します。

4 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押して、グループ
スキャン選択モードに入ります。
・ すでに選ばれたグループがある場合は、そのグルー
プ番号が大きなフォントで表示されます。

5 [ ･ / DCS/ SEL]を押して、一時的にすべてのグループ
番号を解除します。
・ グループ番号がすべて小さなフォントに変わります。

6 [SCAN/ SG. SEL]を押して、メモリーチャンネルモー
ドに戻ります。

7 [SCAN/ SG. SEL]を押して、全チャンネルのスキャン
を開始します。
・ スキャンは現在のメモリーチャンネルから開始して、
番号の大きい方へスキャンします（スキャンの方向
は変更できません）。

・ スキャン中に希望のチャンネルに変えるには
MULTI/ CHつまみを回すか、またはマイクロホン
の [UP]/ [DWN]を押します。

8 [SCAN/ SG. SEL]または [CLR]を押すと、スキャン
が終了します。

注意：

◆ MAIN SQLまたは SUB SQLつまみを、スケルチ臨界点を越
えて時計方向に回すと、スキャンは信号が存在するチャンネル
で停止しない場合があります。SQLつまみは適切な位置に設
定してください。

◆ メモリースキャンを開始すると、RIT や XIT 機能はOFF にな
ります。
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グループスキャン
300 のメモリーチャンネルは 10のグループに分けられま
す。そのときの状況により 1つまたは複数のグループを選
んでグループスキャンをすることができます。

メモリーチャンネルに周波数データを登録すると（→ p. 
58）、そのチャンネルには自動的にグループ０（ゼロ）が登
録されています。

チャンネルデータを呼出して、グループ番号を設定するに
は：

1 [M. IN]を押して、メモリースクロールモードに入りま
す。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メモリーチャンネルを呼
び出します。

3 [DISP]を押します。
・ メモリーネームを入力できる状態になります。
 もう一度 [DISP]を押して、入力をスキップするか、
または [ ＋ ]/ [ － ]や [MAIN]/ [SUB]を使ってメ
モリーネームを入力します（→ p. 63）。

4 数字キーでグループ番号（[0]から [9]まで）を押します。
・ 選ばれたグループ番号は大きなフォントで表示され
ます。

注意：各メモリーチャンネルごとに 10グループ（0から 9まで）
の中から 1つだけ選ぶことができます。

5 [M. IN]を押して、新しいグープ番号をメモリーチャン
ネルに登録します。

6 操作 1から 5までの操作を繰り返して、他のメモリー
チャンネルにグループ番号（最大 10グループ）を登録
します。

最大 10グループまで選ぶことができ、それらのグループ
のチャンネルを順番にスキャンすることができます。グルー
プスキャンは最も小さいグループ番号から開始し、順番に
くり返します。
例　グループ 3→グループ 5→グループ 7→グループ 3→
…

■ グループスキャンを開始するには：
1 メニューNo. 10 を呼出して、タイムオペレートまたは
キャリアオペレートモードを選びます。

2 [VFO/ M]を押して、メモリーチャンネルモードにしま
す。

3 MAIN SQLまたは SUB SQLつまみを回して、スケル
チレベルを調整します。

4 [FUNC]、[SCAN/ SG. SEL]の順に押して、グループ
スキャン選択モードに入ります。

5 数字キーを押して、スキャンをしたいグループ番号を入
力します。
・ グループ番号 3を選ぶには [3] を押し、グループ番
号 3、5、7 を選ぶには [3]、[5]、[7] を押します。
選ばれたグループ番号は大きなフォントで表示され
ます。

6 [SCAN/ SG. SEL]を押して、グループスキャン選択
モードを解除します。

7 もう一度 [SCAN/ SG. SEL]を押して、グループスキャ
ンを開始します。
・ スキャンはチャンネル番号の小さい方から開始しま
す（スキャン方向は変更できません）。

・ スキャン中にチャンネルに変えるには、MULTI/ 
CHつまみを回すか、またはマイクロホンの [UP]/ 
[DWN]を押します。

8 スキャンを終了する場合は、[SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

グループスキャンが終了したあと、[FUNC]、[SCAN/ 
SG. SEL]、[ ･ / DCS/ SEL]の順に押すと、操作 5で選
んだすべてのグループ番号は消去されます。これで全チャ
ンネルスキャンに戻ります（お買い上げ時の設定）。

注意：

◆ サブバンドを運用中にメモリースキャンを実行する場合、サブ
バンドで受信できないメモリーチャンネルは自動的にスキップ
します。メインバンドも同様です。

◆ MAIN SQLまたは SUB SQLつまみを、スケルチ臨界点を越
えて時計方向に回すと、スキャンは信号が存在するチャンネル
で停止しない場合があります。SQLつまみは適切な位置に設
定してください。

◆ 現在のチャンネルが選んだグループのうちの 1つに入っている
とき、スキャンはそのときのチャンネルから開始します。

◆ 現在のチャンネルが選んだすべてのグループのどれにも入って
いないとき、スキャンはそのときのチャンネルのグループ番号
より大きくてしかも最も近いグループ番号から開始します。

◆ メモリースキャンを開始すると、RIT や XIT 機能はOFF にな
ります。



70

スキャン

コールスキャン
コールスキャンはHF、50MHz、144MHz、430MHz およ
び 1200MHz 帯（TS-2000S/V はバージョンアップ可能）
の現在運用中の周波数やメモリーチャンネルとコールチャ
ンネルを交互にモニターすることができます。

1 モニターしたい周波数を選びます。
・ VFOモードの場合は、[A/ B]を押して、メインバ
ンドにVFO A か VFO B を選ぶか、[SUB]または
[CTRL]を押して、サブバンドVFOを選びます。次
に、同調つまみかMULTI/ CHつまみを回して周波
数を選びます。

・ メモリーチャンネルモードの場合は、[VFO/ M]を
押して、MULTI/ CHつまみを回してモニターした
いメモリーチャンネルを選びます。

2 [CALL/ C. IN]を押して、コールチャンネルを呼出し
ます。

3 [SCAN/ SG. SEL]を押します。

4 コールチャンネルと選ばれたVFO周波数あるいはメモ
リーチャンネルが交互にモニターされます。

5 スキャンを終了する場合は、[SCAN/ SG. SEL]または
[CLR]を押します。

ビジュアルスキャン
ビジュアルスキャンをおこなうと、受信中の周波数に近い
周波数を視覚的にモニターすることができます。ビジュア
ルスキャンは選ばれた範囲内のすべての周波数がグラフ表
示され、その信号強度をディスプレイに表示します。それ
ぞれの周波数ポイント（チャンネル）ごとに、Sメータの
レベルを最大７つの目盛で表示します。

センター周波数とチャンネル番号（スキャンするステップ
の数）を選びスキャン範囲を決めてください。お買い上げ
時の設定はチャンネル番号 61です。

■ ビジュアルスキャンを使う（VFOモード）
1 ビジュアルスキャンするバンドを選びます。

2 同調つまみを回すか、またはマイクロホンの [UP]/ 
[DWN]を押して、受信周波数を選びます。
・ この周波数はセンター周波数として使われます。

3 [DISP]を 1秒間押して、ビジュアルスキャンを開
始します。

・ 現在のセンター周波数はメインバンドに表示され、そ
のときのスキャンしている周波数はサブバンドに表示
されます。運用モードとスキャンされるチャンネルの
数はメインドット表示部に表示されます。サブドット
表示部には各周波数ポイントごとの Sメーターレベル
を表示します。

・ スキャンを一時停止するには [DISP]を押します。メイ
ンドット表示部に “P” が表示されます。ビジュアルス
キャンが一時停止している間でも、その周波数をモニ
ターすることはできます。[DISP]を押すと、ビジュア
ルスキャンを再開します。

4 現在のセンター周波数を変えるには同調つまみを回
すか、またはマイクロホンの [UP]/ [DWN]を押し
ます。
・ 表示された周波数が変わり、カーソルが動きます。
・ [1 MHz/ SEL]を押すと現在のセンター周波数が新し

いセンター周波数になります。
・ 同調つまみを回して周波数を動かすことができます。

元のセンター周波数に戻りたい場合は [FM/ AM/ 
NAR]を押します。

5 ビジュアルスキャンを終了する場合は、[CLR]また
は [SCAN/ SG. SEL]を押します。

■ ビジュアルスキャン（VFOモード）のチャンネル
番号（ステップ数）を選ぶ
1 [MENU]を押して、メニューモードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. 11 を
選びます。

3 [ ＋ ]または [ － ]を押して、スキャンするチャンネ
ル番号（ステップ数）31、61（初期値）、91 また
は 181を選びます。
・ 61 を選んだ場合はセンター周波数に対して上下 30ス

テップ、91を選んだ場合はセンター周波数に対して上
下 45ステップ、181 を選んだ場合はセンター周波数
に対して上下90ステップの範囲でスキャンをおこない
ます。

・ ビジュアルスキャン（VFO モード）の 1ステップあ
たりの周波数はMULTI/ CHつまみの現在の周波数ス
テップが使用されます。

4 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意：

◆ メインバンドの 144MHz、430MHz 帯で FMまたは AM
モードのときは、表示している周波数を受信しながらビ
ジュアルスキャンが動作します。しかし、サブバンド側の
144MHz、430MHz 帯では、表示している周波数を受信し
ながらビジュアルスキャンはできず、通常のビジュアルス
キャンとなります。

◆ サブバンドからビジュアルスキャンを開始すると、メイン
バンド周波数表示部にビジュアルスキャンのセンター周波
数が表示されます。

◆ ビジュアルスキャンをメモリーチャンネルモードで開始す
るとメモリーチャンネル周波数がスキャンされます。

◆ 送信するとビジュアルスキャンは停止します。 
◆ ビジュアルスキャンの表示レベルと Sメーターの表示レベ
ルは違うことがあります。

◆ RIT/XIT 機能はOFF になります。
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■ ビジュアルスキャンを使う（メモリーチャンネル）
1 [MENU]を押して、メニューモードに入ります。

2 MULTI/ CHつまみを回して、メニューNo. 11 を
選びます。

3 [ ＋ ]または [ － ]を押して、スキャンするチャンネ
ルの番号（ステップ数）31、61（初期値）、91 ま
たは 181を選びます。
・ 61 を選んだ場合、センター周波数上下 30のメモリー

チャンネル（周波数の近い順）をスキャンします。

4 [VFO/M]を押して、メモリーチャンネルモードを
呼び出します。
・ 呼び出したメモリーチャンネルの周波数はセンター周

波数として使われます。

5 [DISP]を約 1秒間押して、ビジュアルスキャンを
開始します。

・ 現在のセンター周波数は、メインバンドに表示され、
そのときにスキャンしている周波数はサブバンドに表
示されます。運用モードとスキャンされるチャンネル
の数はメインドット表示部に表示されます。サブドッ
ト表示部には各メモリーチャンネルごとの Sメーター
レベルを表示します。

・ スキャンを一時停止するには [DISP]を押します。メイ
ンドット表示部に “P” が表示されます。[DISP]を押
すと、ビジュアルスキャンを再開します。

6 現在のセンター周波数を変えるには [MULTI/ CH]
つまみを回すか、またはマイクロホンの [UP]/ 
[DWN]を押します。
・ 表示された周波数が変わり、カーソルが動きます。
・ [1 MHz/ SEL]を押すと、現在のセンター周波数が新

しいセンター周波数になります。

7 ビジュアルスキャンを終了する場合は、[CLR]また
は [SCAN/ SG. SEL]を押します。
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ALT（オートロックチューニング）
ALT（Auto Lock Tuning）は FMモードで 1200MHz を
運用するとき、センター受信周波数を自動的に調整する機
能です。受信中のオーディオ信号が歪んだり、とぎれたり
するとき、この機能をONにしてセンター受信周波数を調
整してください。古い 1200MHz トランシーバーの中には
発振回路が不安定で、表示された周波数からわずかに外れ
る（ずれていく）傾向のある機種があります。このような
機種にALT機能を使用すると効果的です。

1 1200MHz 帯を FMモードで運用中 [FUNC]、[XIT/ 
ALT]の順に押して、ALT機能のON/ OFF を切り替え
ます。
・ この機能がONになると “ALT” が表示されます。

注意：
◆ ALT（Auto Lock Tuning）は FMモードの 1200MHz 帯での
み動作します。

アンテナ
HF/ 50MHz帯
HF/ 50MHz 帯は背面パネルに 2つのアンテナコネクター
があります。それぞれのコネクターにアンテナを接続し、
切り替えて使用することができます。

1 [FUNC]、[AT/ ANT 1/ 2]の順に押して、メインバン
ド用にANT 1 またはANT 2 を選びます。
・ どちらのアンテナが選ばれたかにより、“ANT 1” ま
たは “ANT 2” が表示されます。

ANT 1/ ANT 2 の設定は自動的にアンテナバンドメモリー
に登録されます。次回同じバンドを選ぶと、同じアンテナ
が自動的に選ばれます。

アンテナ選択周波数範囲（MHz）

0.03 ～ 2.5 14.5 ～ 18.5

2.5 ～ 4.1 18.5 ～ 21.5

4.1 ～ 7.5 21.5 ～ 25.5

7.5 ～ 10.5 25.5 ～ 30.0

10.5 ～ 14.5 30.0 ～ 60.0

注意：

◆ 外部アンテナチューナーは必ずANT 1 コネクターに接続し、
ANT 1 を選んでください。外部アンテナチューナー接続時は、
ANT 1 に接続していた内蔵アンテナチューナーはスルーになり
ます。

◆ 受信専用アンテナ（HF RX ANT）を使用するときは、メニュー
No.18 を呼び出しONを選んでください。また、この機能を
ONにすると、内蔵アンテナチューナーは使用できません。

144MHz / 430MHz / 1200MHz帯
メインバンドまたはサブバンドで 144MHz/ 430MHz/ 
1200MHz 帯を選ぶと、その運用周波数に基づいて次のよ
うにアンテナが自動的に選ばれます。

メインバンド
（MHz）

サブバンド
（MHz）

ANT 144 144 ～ 146 144 ～ 146

ANT 430 430 ～ 440 430 ～ 440

ANT 1.2G
（TS-2000S /V は
バージョンアップ可能）

1260～ 1300

注意：メインバンドとサブバンドが同じバンドで使用されると同じ
アンテナが共用されます。

APO（オートパワーオフ）
APOは受信状態で何もキー操作しないまま一定時間が経過
すると、自動的に電源を切る機能です。電源が切れる 1分
前にモールス符号で “CHECK” が出力されます。この時間
はOFF、60、120、180分の中から選ぶことができます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo. 57 を呼び出します。

2 [ ＋ ]または [ － ]を押して、OFF、60、120、180 分
の中からAPO時間を選びます。

注意：

◆ APO機能はスキャン中でも動作します。
◆ APO時間は、どのキーも押されず、どのキーも操作されず、ど
のコマンド（RS-232C ポート）も入力されなくなった時点から
時間のカウントを開始します。

オートアンテナチューナー
『アンテナの接続』（→ p. 1）の説明のように、同軸ケーブ
ルとアンテナのインピーダンスを合わせることが大切です。
アンテナと本機の間のインピーダンスを調整するには外部
アンテナチューナーと内蔵アンテナチューナーのどちらか
を使用することができます。この節では内蔵アンテナチュー
ナーの使い方を説明します。外部アンテナチューナーにつ
いてはアンテナチューナーに付属している取扱説明書をご
覧ください。

1 送信周波数を選びます。

2 [FUNC]、[AT/ ANT 1/ 2]の順に押して、ANT 1 ま
たはANT 2 を選びます。
・ 外部アンテナチューナーがANT 1コネクターに接続
されているときに、内蔵アンテナチューナーを使用
する場合はANT 2 を選んでください。外部アンテナ
チューナーがANT 1 に接続されると内蔵アンテナ
チューナーは自動的にANT 1では使用できなくなり
ます。

3 [AT/ ANT 1/ 2]を押します。
・ “AT ” が表示され内蔵アンテナチューナーが接続
されていることを示します。

 
          

                
           FILTER 

S      1      3      5      7      9          20         40         

PWR               
  10                25            50                           100W% 

ALC 

4 [AT/ ANT 1/ 2]を 1秒以上押します。
・ CWモードが自動的に選ばれてチューニングが始ま
ります。

・ “ ” が点滅し、MAIN バンド LEDが赤色に点灯し
ます。
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・ チューニングを取り消すにはもう一度 [AT/ ANT 
1/ 2]を押します。

・ アンテナの SWRが非常に高い場合（10:1 以上）警
告音（モールス符号の “SWR”）が鳴り、内蔵アン
テナチューナーが使用できなくなります。もう一度
チューニングする前に SWRが低くなるようにアン
テナを調整してください。

5 ディスプレイを見てチューニングが終了したことを確認
します。また、正常終了ではモールスの “T” が鳴ります。
・ チューニングが成功すると“AT ”の点滅が止まり、
赤色のMAIN バンド LEDが消えます。

・ チューニングが約 20秒たっても終了しないと警告
音（モールス符号で “5”）が鳴ります。[AT/ ANT 
1/ 2]を押して警告音とチューニングを止めてくだ
さい。

メニューNo. 27 を呼び出して、ONを選ぶと、受信信号も
内蔵アンテナチューナーを通ります。この機能がONのと
き “  AT ” が表示されます。これで離れた周波数から
の受信妨害が減少する場合があります。

注意：

◆ CWフルブレークイン中はメニューNo.27 の設定にかかわら
ず、内蔵アンテナチューナー使用時は送受信とも内蔵アンテナ
チューナーを通り、“  AT ” が表示されます。

◆ 内蔵アンテナチューナーはアマチュアバンドの送信周波数範囲
以外では同調しません。

◆ 送信中に 1秒間以上 [AT/ ANT 1/ 2]を押すとチューニング
が始まります。

◆ 受信専用アンテナ (HF RX ANTコネクター ) には内蔵アンテナ
チューナーは接続されません。

◆ チューニングが約 20 秒経っても終了しないときに何も操作し
ないでおくと、約 60秒で自動的に終了します。“AT” が消え、
エラービープ音が止まります。

◆ SWRが 3：1以下のアンテナでもチューニングが終了しない場
合は、SWRを下げるようにアンテナシステムを調整し、もう
一度チューニングをしてみてください。

◆ チューニングが終了しても、1：1の SWRにならない場合もあ
ります。

◆ 4, 630kHz では動作しません。

プリセットチューニング
チューニングを終わったときの状態は、バンド（右の表参照）と
アンテナコネクター（ANT 1 およびANT2）ごとに記憶されます。

1 [AT/ ANT 1/ 2]を押します。

・ “AT ” が表示されて、内蔵アンテナチューナーが接続
されていることを示します。

・ アンテナチューナーバンドを変更するたびにチューニン
グのやり直しを必要とせずに、プリセットメモリーの
の状態に切り替ります。お買い上げ時は初期値として
50Ωに近いアンテナのプリセット状態になっています。

注意：

◆ チューニングは、そのときのアンテナチューナーバンドがプリ
セットデータを持っていても、最適の組み合わせ状態を得るた
めにチューニングし直すことがあります。

◆ AT プリセット周波数の範囲は、日本と世界のアマチュアバン
ドを考慮して区切っています。このためアマチュアバンド以外
の周波数も含まれています。

ATプリセット周波数の範囲（MHz）

0.03 ～ 1.85 14.10 ～ 14.50

1.85 ～ 2.50 14.50 ～ 18.50

2.50 ～ 3.525 18.50 ～ 21.15

3.525 ～ 3.575 21.15 ～ 21.50

3.575 ～ 3.725 21.50 ～ 25.50

3.725 ～ 4.10 25.50 ～ 29.00

4.10 ～ 7.03 29.00 ～ 30.00

7.03 ～ 7.10 30.00 ～ 51.00

7.10 ～ 7.50 51.00 ～ 52.00

7.50 ～ 10.50 52.00 ～ 53.00

10.50 ～ 14.10 53.00 ～ 54.00

アッテネーター
アッテネーターは入力信号を約 12dB減衰させる機能です。
目的の信号の近くに強い信号があるために混信している場
合は、アッテネーターをONにしてすべての信号を減衰さ
せることにより混信を少なくできます。

1 [ATT/ F LOCK]を押します。
・ “ATT” が表示されます。

通常の運用に戻るにはもう一度 [ATT/ F LOCK]を押しま
す。

注意：
◆ メインバンドとサブバンドの両方に同じ周波数（144MHz また
は 430MHz 帯）が選ばれていると、アッテネーターはその両
方のバンドでONまたはOFF になります。これはメインバン
ドとサブバンドが同じアンテナを共有しているためです。

オートモード
設定された周波数を越えたときや運用モードのエッジを越
えたとき、さらにオートモード ON時はエントリー入力
完了あとにモードが自動的に切り替わります。またはメ
インバンドの VFO（VFO A と VFO B）周波数に、HF/ 
50MHz 帯では最大 29ポイント、144MHz 帯では 9ポイ
ント、430MHz 帯では 9 ポイント、1200MHz 帯では 9
ポイントの周波数区分（ポイント）が設定できます。

お買い上げ時の初期値として下記のモードがそれぞれの運
用バンドごとに設定されています。

HF/ 50MHz 帯
0. 03 ～ 9. 5MHz：LSB
9. 5MHz ～ 60MHz：USB

144MHz 帯
144～ 145. 999MHz：FM

430MHz 帯
430～ 439. 999MHz：FM

1200MHz 帯（TS-2000S/V はバージョンアップ可能）
1260～ 1299. 999MHz：FM

注意： 
◆ サテライト運用時は、オートモード機能は動作しません。
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オートモードの選択に周波数ポイントを追加するには：

1 [USB/ LSB/ AUTO]を押しながら本機の電源を入れ
ます。

2 [ ＋ ]または [ － ]を押して、バンドを選びます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、メモリーチャンネル番号
を選びます。

4 同調つまみを回して、周波数ポイントを選ぶか、[ENT]
を押して、数字キーで周波数ポイントを入力します（→
p. 37）。

5 モードキーを押して運用モードを選びます。
・ 選ばれたモードはメインドット表示部に表示されま
す。

6 操作 3から 5を繰り返して、すべてのデータを追加し
ます。

7 [CLR]を押して、データを登録します。

下の表はHF/ 50MHz 帯のお買い上げ時のオートモード周
波数ポイント初期値を示したものです。[FUNC]、[LSB/ 
USB/ AUTO]の順に押して、オートモード機能をONに
すると、自動的にそのモードを選びます。LSBは 9. 5MHz
未満の周波数を、USBは9. 5MHz以上の周波数を選びます。

チャンネル 番号データ 運用モード

0 9.5MHz
LSB

0.03MHz
 LSB ＜
9.5MHz
9.5MHz
USB

60.0MHz

1 9.5MHz
LSB

2 9.5MHz
LSB

3 9.5MHz
LSB

・
・

・
・

28 9.5MHz
LSB

下の表は 1. 62MHz/ AMの周波数ポイントをメモリーに
追加した一例を示したものです。この設定で本機は AM
モードを 1. 62MHz 未満で、LSBモードを 1. 62MHz か
ら 9. 5MHz まで、そしてUSBモードを 9. 5MHz から 54. 
0MHz まで選びます。

チャンネル 番号データ 運用モード

0 1.62MHz
AM 0.03 MHz

 AM＜
1.62 MHz

1.62 MHz
 LSB ＜
9.5 MHz

9.5 MHz
USB

60.0 MHz

1 9.5MHz
LSB

2 9.5MHz
LSB

3 9.5MHz
LSB

・
・

・
・

28 9.5MHz
LSB

下の表は 4つの周波数ポイントをメモリーに追加した一
例を示したものです。この設定で本機は AMモードを 1. 
62MHz 未満で、CWモードを 1. 62MHz から 2. 0MHz ま
で、LSBモードを 2. 0MHz から 9. 5MHz まで、FMモー
ドを 9. 5MHz から 53. 0MHz まで、そしてUSBモードを
53. 0MHz から 54. 0MHz まで選びます。同じ周波数で異
なるモードを持つ複合データがメモリーに入力された場合
は、最も低い番号のメモリーチャンネルが、オートモード
として反映されます。

チャンネル 番号データ 運用モード

0 1.62MHz
AM

0.03MHz
 AM＜
1.62MHz
1.62MHz
 CW＜
2.0MHz
2.0MHz
 LSB ＜
9.5MHz
9.5MHz
 FM＜
53.0MHz
53.0MHz
USB

60.0 MHz

1 2.0MHz
CW

2 7.0MHz
LSB

3 9.5MHz
LSB

・
・

・
・

28 53.0MHz
FM

オートモード機能をONするには [FUNC]、[LSB/ USB/ 
AUTO]の順に押します。

ビープ機能
ビープ機能により、入力、エラーの状態が確認できます。
メニューNo. 12 を呼び出してビープ機能をOFF（消す）
とすることもできます。

またメニューNo. 12 を呼び出して、ビープ音の音量を 1
から 9の間で選んで変えることもできます。

運用モードを変更したときは、どのモードが選ばれたかを
モールス符号でアナウンスします。

運用モードを変更すると、次のモールス符号が鳴ります：

モード モールス符号の出力

LSB ・ー・・　　　（L）

USB ・・ー　　　　（U）

CW ー・ー・　　　（C）

CW-R ー・ー・　・ー・（CR）

FSK ・ー・　　　　（R）

FSK-R ・ー・　・ー・　（RR）

AM/ AMN ・ー　　　　　（A）

FM/ FMN ・・ー・　　　（F）



75

便利な機能

本機では次のような警告、確認時にビープ音が鳴ります。

ビープ音 ビープ音の意味

高いピッチの短い
ビープ音 有効なキーが押されました。

高いピッチの長い
ビープ音

キー入力は受け入れられスキャンが開始
します、または ATチューニング、メモ
リー入力が終了しました。

低いピッチの短い
ビープ音 無効な操作がおこわれました。

モールス符号の
“UL”

内蔵 PLL 回路のアンロックが感知されま
した。

モールス符号の
“S ”

CWキャリアがなく、CWオートチュー
ニングを終了しました。

モールス符号の
“5 ”

AT チューニングは指定の時間内には終
了しません。

モールス符号の
“SWR”

アンテナの SWRが高すぎて（10:1 以上）
ATチューニングが実行できません。

モールス符号の
“CHECK”

クイックメニューで選ばれていないと
き、または APO機能が電源を切る 1分
前です。

モールス符号の
“BT” CWメッセージの録音待機中。

モールス符号の
“AR” 現在のメッセージが録音終了時。

コールチャンネル
コールチャンネルは、FMモードで交信をしたい相手局を探
すときによく使われる周波数です。各々の周波数バンド（HF 
50MHz、144MHz、430MHz および 1200MHz 帯）はそ
れぞれ 1つのコールチャンネルを持っています。お買い上
げ時に設定されているコールチャンネルの周波数は下表に
示すとおりです。

コールチャンネルの呼出し：

1 [CALL/ C. IN]を押します。

2 もう一度 [CALL/ C. IN]を押すと、前の運用周波数に
戻ります。

お買い上げ時設定されているコールチャンネルの周波数を
変更するには：

1 VFO モードで新しいコールチャンネルの周波数と運用
モードを選びます。

2 [FUNC]、[CALL/ C. IN]の順に押して、コールチャン
ネルにその新しい周波数とモードを登録します。

バンド お買い上げ時のコールチャンネル
周波数とモードの設定

HF 29.6MHz/ FM

50MHz 51.00MHz/ FM

144MHz 145.00MHz/ FM

430MHz 433.00MHz/ FM

1200MHz 1295.00MHz/ FM

ディスプレイ
明るさ
ディスプレイの明るさは、メニューNo. 00 を呼び出して、
OFFと 1～ 4までを選べます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 00 を呼び出します。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、OFF、1、2、3、4の中から適
切な明るさを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

コントラスト
ディスプレイのコントラストは、メニューNo. 59 を呼出し
て、1～ 16の中から選ぶことができます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 59 を呼び出します。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、1～ 16 の中から適切なコント
ラストを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意：
◆ コントラストは、メイン／サブドット表示部でのみ選べます。

キーの照明
前面パネルのキーの照明は、ON/ OFF で切り替えられます。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo. 01 を呼び出します。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、ONまたはOFFを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

DTMF
手動でDTMFを送信する
DTMFハンドマイクロホンMC-52DMをお持ちの場合、送
信中にDTMFトーンを送ることができます。

DTMFトーンを送るには：

1 前面パネルの [SEND]またはマイクロホンの [PTT]を
押します。

2 送信したいDTMFキーを押します。
・ DTMFトーンはスピーカーでモニターできます。

3 前面パネルの [SEND]を押すかマイクロホンの [PTT]
を離すと、受信モードに戻ります。

注意；

◆ DTMFマイクロホンMC-52DMは生産を終了しています。
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DTMFメモリー
■ DTMFトーンの入力
本機には 10個の DTMF メモリーチャンネルがありま
す。それぞれのチャンネルには 16個の DTMF トーン
が登録できます。また、入力されたDTMFに最高 8桁
まで、英数字記号を使って名前をつけることもできます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回し
てメニューNo. 45 を呼び出します。

2 [SUB]を押して、メニューNo. 45Aを呼び出します。

3 もう一度 [SUB]を押して、DTMFメモリーチャン
ネルモードに入ります。

4 MULTI/ CHつまみを回して、DTMFメモリーチャ
ンネル（0～ 9）を選びます。

5 [SUB]を押して、メモリー名を入力します。
・ [ ＋ ]か [ － ]を押して記号または数字を選びます。
次の文字の入力には [MAIN]または [SUB]を押し
て、カーソルを左右に動かします。記号の入力には
マイクロホンのDTMFキーまたはMULTI/ CHつ
まみを使うこともできます。記号や数字のキーへの
割り当てについては 63ページの表をご覧ください。

6 [M. IN]を押して、名前をメモリーに登録します。

7 [ ＋ ]または [ － ]を押して DTMF トーンを選び、
[SUB]を押して、次のDTMFトーンの入力のため
にカーソルを右に移動します。

8 DTMF トーンをすべて入力（最大 16個）するまで
操作 7を繰り返します。

9 [M. IN]を押して、データをメモリーに登録します。

10 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

■ DTMFメモリーの送信
送信中にDTMFメモリーの内容を送信するには：

1 送信中にQUICK MEMO [MR]を押します。

2 DTMFのメモリーチャンネル番号とメモリー名がメ
インドット表示部に表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、送信したいDTMFメ
モリーチャンネルを選びます。

4 QUICK MEMO [MR]を押してDTMFトーンを送
信します。

・ DTMFトーンは送信されている間スピーカーでモニ

ターできます。
・ DTMFトーン送信中に送信を中止しても、DTMFメ
モリーの送信が終了するまで送信を継続します。

・ DTMFメモリー送信中は、本機の電源スイッチ以外
は受け付けません。

■ DTMFメモリー送出スピード切り替え
DTMF メモリー送出時のスピードを、相手に合わせて
「FAST（高速）」と「SLOW（低速）」に切り替えられま
す。お買い上げ時の設定は「FAST」です。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回
してメニューNo. 45B を呼び出します。

2 [ － ]を押して、SLOWを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。
これでDTMFメモリーは「SLOW（低速）」で送信され
ます。

■ DTMFポーズの時間
DTMFメモリーでは、DTMFトーンの中にブランク（ポー
ズ）を挿入することができます。お買い上げ時にはポー
ズの時間は 500ms に設定されていますが、メニュー
No. 45C を呼び出してこの値を変更することができま
す。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回
してメニューNo. 45Cを呼び出します。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、希望のポーズ時間を選びま
す（お買い上げ時の設定は 500msです）。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

HF RXアンテナ
HF 帯受信専用アンテナがある場合は、背面パネルのHF 
RX ANTコネクターに接続します。
このコネクターには、HF帯ローバンドのビバレッジアンテ
ナまたは指向性ループアンテナなどの受信専用アンテナを
接続してください。HF RXアンテナコネクターを使用する
には、メニューNo. 18 を呼び出してONを選びます。HF 
RXアンテナで受信中は “ ” が表示されます。

リニアアンプコントロール
背面のREMOTEコネクターを使ってHF、50MHz 帯リニ
アアンプを接続するとき、HF、50MHz 帯リニアアンプを
コントロールする内蔵リレーの設定（1：リニアON、ディ
レー無しまたは 2：リニアON、ディレー有り）のいずれか
を選びます。

・ リニアアンプの中にはアンテナリレー切り替え時間が遅
いために、長い送信ディレイタイムを要するものがあり
ます。その場合は 2のディレー有りを選んでください。

50MHz、144MHz、430MHz または 1200MHz 帯のリ
ニアアンプをお持ちの場合は、各々の運用バンド（HF、
50MHz、144MHz、430MHz および 1200MHz 帯）ごと
に違った設定をすることができます。これらのバンドで使
用する時は、リニアアンプコントロールケーブルを EXT.  
CONTコネクターに接続します（→ p.87）。
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1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo28 を選び、次に [SUB] を押してMULTI/ 
CHつまみでメニューNo. 28A（HF）、28B（50MHz）、
28C（144MHz）、28D（430MHz）、 ま た は 28E
（1200MHz）を選びます。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、OFF、1または 2を選びます。
OFF：コントロールはできません。
1：リニアアンプON、ディレー無し
 （送信ディレイタイム：10ms）
2：リニアアンプON、ディレー有り
 （送信ディレイタイム：25ms）

ロック機能
周波数ロック機能
周波数ロックは、キーやつまみを誤って動かして周波数を
変更してしまうのを予防するために、特定のキーやつまみ
を操作できないようにする機能です。

1 [FUNC] 、[ATT/ F LOCK]の順に押してONまたは
OFFを切り替えます。
・ この機能がONのときは “F LOCK” が表示されます。

本機パネル上の次のボタンやつまみは周波数ロックによっ
て操作できなくなります。

1/ CH1/ REC 同調つまみ MULTI/ CH
つまみ

2/ CH1/ REC LS B/ US B/
AUTO

QUICK MEMO
[MR ]

3/ CH1/ REC CW/ FSK QUICK MEMO
[M. IN]

9/ FINE / STEP CALL SPLIT

ENT SATL A/B

FM/ AM ＋ A=B

CLR － VFO/ M

DISP M▶ VFO M. IN

1MHz/ SEL SCAN/ SG. SEL マイクロホン
のUP/ DOWN

注意：

◆ 周波数ロックをONにしたあともMULTI/ CHつまみと [ ＋ ]/ 
[ - ]はメニューモードで使用できます。

◆ 周波数ロックをONにしたあとも TF-SET モードで同調つまみ
を使い送信周波数を変更することはできます。

◆ 周波数ロックをONにしたあとも周波数とメモリーチャンネル
の変更以外はMULTI/ CHつまみを使用できます。

オールロック機能
オールロック機能は、[FUNC]、[PRE/ LOCK A] [PF]に
割り当てた [VOICE 1]、[VOICE 2]、[RX MONI]、[DSP 
MONI]およびマイクロホンの [PTT]と本体の電源スイッ
チを除いて本機のすべてのキーとつまみの操作をできなく
します。

1 [FUNC]、[PRE/ LOCK A]の順に押して、オールロッ
ク機能のON/ OFF を切り替えます。
・ この機能がONのときに“LOCK A”が表示されます。

オールロックをOFFにするには [FUNC]、[PRE/ LOCK A]
の順に押します。

マイクロホンのPFキー
マイクロホンMC-52DMをお持ちの場合は、マイクロホン
の CALL（[PF1]）、VFO（[PF2]）、MR（[PF3]）、PF（[PF4]）
の各キーに、メニューNo. 51B から 51E までを使って次
の機能を割当てることができます。この場合、設定されて
いる機能に上書きされます。

・ [MENU]を押したりMULTI/ CHつまみを回したりせ
ず、メニューNo. 00 から 60までを直接選べます。

・ 前面パネルの各種のキーの 1つと同じ機能を設定できま
す。

次の表の機能の 1つをそれぞれの [PF]キーに割当てるこ
とができます。OFF を選ぶとその [PF]キーにはどの機能
も割当てられません。

MENU 00～60 TF-S ET CH1 ANT 1/2

VOICE 1 A/B CH2 NB

VOICE 2 VFO/M CH3 N.R.

RX MONI A=B FINE B.C.

DSP MONI SCAN CLR A.N.

QMR M▶ VFO CALL OFF

Q M.IN M.IN CTRL

SPLIT CW TUNE 1MHz

受信モニター
スケルチが閉じている状態で弱い信号を受信すると、信号
は途切れがちになります。
また、CTCSSや DCSの待ち受け状態で、現在のチャンネ
ルの動作をモニターしたい場合があります。
このようなときに、スケルチを一時的に開くためにこの機
能を使います。

モニター機能を前面パネルの [PF]キーに割り当てるには：

1 [MENU]を押して、MULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 51Aを呼び出します。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、RX MONI を選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

注意：
◆ モニター機能をMC-52DMの PFキーに割当てることもできま
す。
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前面パネル PF（プログラマブルファン
クション）キー
よく使う機能をメニューNo. 51Aで前面パネルの [PF]キー
に割当てることができます。お買い上げ時の設定はVOICE 
1 です。使用可能な機能は「マイクロホンの PFキー」（→
p.77）をご覧ください。

CWのライズタイム
CW信号のライズタイムとは、キーダウンしたあと出力波
形が最大に立ち上るまでの時間のことです。お買い上げ時
の初期値 6msは低から中のキーイングスピードに適してお
り、4ms、2ms または 1ms の設定はもっと速いキーイン
グスピードに適しています。

1 [MENU]を押して、MULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 32 を呼び出します。

2 [ ＋ ]/ [ － ]を押して、ライズタイム（初期値は 6ms）
を選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

受信DSPイコライザー
受信信号の周波数特性を変化させる（SSB/ 
FM/ AM/ CW）
メニューNo. 20 を呼び出して、受信信号の周波数特性を変
化させます。初期値のフラット（OFF）を含む 6つの異な
るメニューから 1つを選ぶことができます。このメニュー
から off 以外のどの項目を選んでも “ ” がディスプ
レイに表示されます。

・ Off ：
SSB、FMおよびAMのためのフラットな周波数特性（初
期値）。

・ High boost：
高い周波数帯域を強調します。低い周波数成分を持つ音声
に効果的です。

・ フォルマントパス（Formant pass）：
音声周波数帯域以外の周波数成分を減らして聞き取りやす
くします。

・ バスブースト（Bass boost）：
低い周波数帯域を強調します。高い周波数成分を持つ音声
に効果的です。

・ コンベンショナル（Conventional）：
600Hz 以上の周波数をすべて 3dB強調します。

・ ユーザー（User）：
ARCP-2000 用の設定です。お買い上げ時はフラットに設
定されています。

スピーカー出力の切り替え
本機はメイン／サブの独立した受信部を持っており、同時
に 2つの異なる周波数を受信することができます。本機に
外部スピーカーが接続されていない場合、両方の音声信号
が内蔵スピーカーから出力されます。

1 外部スピーカーを背面パネル（→ p. 3、13）の EXT. 
SP1または EXT. SP2ジャックに接続します。

2 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo16を呼び出します。

3 [ ＋ ]または [ － ]を押して、0、1または 2を選びます。

4 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

設定 EXT. SP1スピーカー出力
（左側）

EXT. SP2スピーカー出力
（右側

0 メイン /サブバンド両方の音声 メイン /サブバンド両方の音声

1 メインバンド サブバンドの音声

2 メイン音声とサブの 1/4 の音声 サブ音声とメインの 1/4 の音声

外部スピーカーを EXT.SP２に接続して使用する場合、内蔵
または外部スピーカーのそれぞれから、メインバンドまた
はサブバンドの音声を別々に出力することができます。

EXT.
SP1

EXT.
SP2

出力状態

内蔵SP
( 左側 )

SP1
( 左側 )

SP2
( 右側 )

̶ ̶ ➡ ○ ̶ ̶

接続 ̶ ➡ X ○ ̶

̶ 接続 ➡ ○ ̶ ○

接続 接続 ➡ X ○ ○

○：出力あり　X：出力なし　–：未使用

出力を逆にしたいときは：

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo. 17 を呼び出します。

2 [ ＋ ]を押して、ONを選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

これで、出力が逆になります。

注意：

◆ ヘッドホンを使用すると、本機から音声は出なくなります。
◆ 左側の音声は内蔵スピーカーまたは EXT.SP１から出力され、
右側の音声は、EXT. SP2 から出力されます。

Sメータースケルチ
S メータースケルチは、受信信号のレベルが、Sメーター
に設定した信号レベルと同じか、または大きいときにスケ
ルチを開きます。聞きたくない弱い信号が受信されている
ときや、ノイズが多いときにスケルチを開かないようにす
るのに役立ちます。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 19 を呼び出します。

2 [SUB]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 19Aを呼び出します。

3 [ ＋ ]を押して、ONを選びます。
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4 MAIN SQLつまみ、または SUB SQLつまみを回して、
Sメーターをスケルチの開くレベルに設定します。SQL
つまみを回すと、それに合わせて Sメーターのインジ
ケーターも動きます。

5 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

ヒステリシスタイマーの設定
S メータースケルチの開くレベルが高いと、信号の強弱に
反応して音声が途切れがちになります。これを防ぐため S
メータースケルチが閉じるまでの時間（ヒステリシスタイ
マー）を設定できます。お買い上げ時の設定はOFFです。

1 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 19 を呼び出します。

2 [SUB]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 19B を呼び出します。

3 [ ＋ ]または [ － ]を押して、OFF、125ms、250ms
または 500msの中から選びます。

4 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

タイムアウトタイマー
設定した時間連続して送信を続けると、強制的に送信を停
止し、受信状態に戻る機能です。送信を続けたいときはいっ
たんマイクロホンの [PTT] を離すなどしてからもう一度送
信してください。お買い上げ時の設定はOFFです。

1 [MENU]を押して、次にMULTI/ CHつまみを回して
メニューNo. 24 を呼び出します。

2 [ ＋ ] または [ － ] を押して、OFF、3分、5分、10分、
20分または 30分の中から選びます。

3 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

TNC
本機には TNCが内蔵されています。この TNCは主にDX
クラスターチューニングで使用します（→ p. 51）。
また、背面パネルのCOMコネクター（→ p. 81）に接続
した PCで内蔵 TNC（9600bps または 1200bps ）をコ
ントロールできます。TNCのコマンドについては、内蔵
TNCコマンド一覧をご覧ください (→ p.101)。
外部 TNCは ACC2コネクターに接続します（→ p. 85）。
外部 TNCを接続するには、メニューNo. 50 ～ 50F を呼
び出して設定をおこなってください。

注意： 
◆ 外部 TNC を接続した場合でも、内蔵 TNC はメニュー
No.46( 内蔵 TNC のバンド切り替え )とメニューNo.47( 内蔵
TNC のパケット通信スピード)で設定したとおりに動作します。

トランスバーター
本機の運用周波数を他の周波数に変換できるトランスバー
ターをお持ちの場合は、本機をトランスバーターのエキサ
イターとして使うことができます。トランスバーターへの
接続については、トランスバーター付属の取扱説明書をご
覧ください。

1 エキサイターの運用周波数に合わせてトランスバーター
を本機の背面にある ANT 1、ANT 2、ANT 144、
ANT 430または ANT 1. 2G（TS-2000S/V はバー
ジョンアップ可能）コネクターに接続します。

2 本機のメインバンドでエキサイターが運用すべき周波数
を選びます。
・ トランスバーターはこの周波数を変換して出力しま
す。

3 メニューNo. 25 を呼出し、次に [ ＋ ]を押してONを
選びます。
・ 送信出力は自動的にその周波数帯の最も低い出力に
設定されます。

4 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

5 [ENT]を押し、次にテンキーを使ってエキサイター周
波数を設定します。

6 [ENT]を押して、入力を終了します。

7 本機は実際の運用周波数の代わりに、トランスバーター
の出力周波数を表示します。

注意：

◆ トランスバーターを使用するとき、本機の一部の機能が使用で
きません。

◆ ANT 1、2を使用するときは、あらかじめ選んでおきます。

参考： スタンバイ端子やALC出力のあるトランスバーターに接
続する場合は、EXT. CONTコネクターを使用してください。

TXモニター
送信中に送信音声をモニターすることができます。送信イ
コライザーの効果を確認するときに便利です。FSKモード
では本機で送信する FSK信号をモニターすることができま
す。

1 [FUNC]、[PWR/ TX MONI]の順に押します。

2 現在の TXモニターの設定状況が表示されます。

3 MULTI/ CHつまみを回して、モニターする音のレベル
（大きさ）をOFFおよび 1～ 9までの間で選びます。

4 [CLR]を押すと、選んだ TXモニターレベルが登録され
ます。

注意：

◆ SSB、AMあるいは FMモードでモニターするときは、ハウリ
ングを避けるためヘッドホンの使用をおすすめします。

◆ TX モニター機能を使ってCW送信信号をモニターすることは
できません。CW送信のモニターにはCWサイドトーン機能を
使用してください（メニューNo. 13 と 31）。
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送信出力
[PWR/ TX MONI]を押し、MULTI/ CHつまみを回し希
望の送信出力を設定します。さらに細かく送信出力を調整
する場合は（S/ SXタイプのみ）、メニューNo. 23を呼出し、
機能をONにします。そして、下の表を参照して送信出力
を調整します。

・ TS-2000S/SX

バンド モード メニュー
No. 23 OFF

メニュー
No. 23 ON

HF/ 50MHz/
144MHz

SSB/ CW/
FM/ FSK

5 ～ 100W
5Wステップ

5～ 100W
1Wステップ

AM 5～ 25W
5Wステップ

5～ 25W
1Wステップ

430MHz

SSB/ CW/
FM/ FSK

5 ～ 50W
5Wステップ

5～ 50W
1Wステップ

AM 5～ 12.5W
1Wステップ

1200MHz

SSB/ CW/
FM/ FSK

1 ～ 10W
1Wステップ

AM 1～ 2.5W
1Wステップ

・ TS-2000V/VX
 送信出力は常に 1Wステップです。

バンド SSB / CW/ FM/ FSK AM

HF 1～ 10W
1Wステップ 1～ 5W

1Wステップ50/ 144/
430MHz

1 ～ 20W
1Wステップ

1200MHz 1 ～ 10W
1Wステップ

1～ 2.5W
1Wステップ

注意：

◆ 送信出力は、HF 帯、50MHz 帯、144MHz 帯、430MHz 帯、
および 1200MHz 帯（TS-2000S/V はバージョンアップ可能）
でそれぞれ個別に設定できます。また、上の表のようにAMモー
ドとそれ以外のモードでは異なる送信出力を設定できます。

◆ 430MHz 帯と 1200MHz 帯（TS-2000S/V はバージョンアップ
可能）のAMモードでは、送信出力の調整ステップは 1Wです。

スプリット転送
本機は受信周波数やモードを接続している別のトランシー
バーに転送することができます。コンテストで一人が受信、
一人が送信をおこなうツーマンオペレーションの際、ワッ
チしたデータを転送するときなどに役立つ機能です。

転送できるトランシーバーは：
・TS-2000 シリーズ   ・TS-570 シリーズ
・TS-480 シリーズ　  ・TS-870 シリーズ
・TS-590 シリーズ　  ・TS-590 G シリーズ
・TS-990 シリーズ

があります。

準備

■ 必要な装置
適合トランシーバーの他に次のケーブルが必要です：
・ クロスケーブル 1本

両端に9ピンのRS-232Cメスのコネクターのついたもの。

■ 接続
トランシーバーの接続方法については『適合トランシー
バーとの接続 ( スプリット転送 )』( → p.88) をご覧くだ
さい。

データ転送
両方のトランシーバーには同じ通信スピードおよびストッ
プビットを設定してください。

■ データを転送する
本機は子機（スレーブトランシーバー）へデータを送る
マスターとして働きます。

1 両方のトランシーバーでスプリット転送機能をON
にします。
・ 本機ではメニューNo. 52 を呼出して、ONを選びます。

別のトランシーバーについてはそのトランシーバーに
付属の取扱説明書をご覧ください。

2 本機を VFOモードにして、運用周波数とモードを選
びます。

3 本機のQUICK MEMO [M. IN]を押します。
・ もう一台の TS-2000 シリーズを子機として使っている

場合、“PC” が表示されます。
・ 表示されたデータは親機（マスタートランシーバー）

のクイックメモリーチャンネル 0に登録され、子機側
へ転送されます。

注意：
◆ 親機の RIT が ONの場合は、転送される受信周波数にオフ
セット周波数が追加されます。

■ データを受信する
本機は親機（マスタートランシーバー）からデータを受
け取る子機として働きます。子機はクイックメモリー
チャンネル 1か、VFOのどちらかを使ってデータを受
信することができます。

1 それぞれのトランシーバーにあるスプリット転送機
能をONにします。
・ 本機のメニューNo. 52 を呼出して、ONを選びます。

別のトランシーバーについては付属の取扱説明書をご
覧ください。

2 本機でメニューNo. 53 を呼出して、OFF（クイッ
クメモリーチャンネル 0）かまたはON（VFO）を
選びます。
・ お買い上げ時の設定はOFF（クイックメモリーチャン

ネル 0）です。

3 親機側でデータを送信するための操作を実行します。
・ 正しい方法については使用するトランシーバーに付属

の取扱説明書をご覧ください。

注意：

◆ 常に本機を受信のみに使用するときは、誤送信を避けるた
めにメニューNo. 54 を呼び出して、送信禁止機能をON
にしてください。

◆ 子機がシンプレックス周波数に設定されたVFOを使って
データを受信するときは、受信したデータは両方のVFOの
データを置き換えます。子機上では RIT や XIT は OFF に
設定されています。
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◆ 子機がスプリット周波数に設定されたVFOを使ってデータ
を受信するときは、受信したデータはVFOの TX側だけの
データを置き換えます。子機はXIT は OFF に設定されて
いますが、RIT は変わりません。

PCコントロール
本機を PCに接続することにより、オプションのラジオコ
ントロールプログラムARCP-2000 などを使用して PCで
本機の機能をコントロールすることができます。

注意：
◆ 前面パネルの操作は PCを使いながらでも使用できます。前面
パネルからの設定はすぐに実行します。

準備
■ 必要な装置
・ RS-232Cポートを備えた PC1台
・ RS-232Cストレートケーブル 1本

無線機側が 9ピンのD-Sub RS-232Cメスのコネクター、
他方の端に PCの RS-232C と接合する 9ピンまたは 25
ピンのD-Sub RS-232Cメスのコネクターがついたもの。

・ トランシーバーコントロールアプリケーション
・ 「TS-2000 シリーズ PCコマンド集」は、下記URL
からダウンロードしてください。

　 http://www.kenwood.com/jp/faq/com/ts_2000/
index.html

■ 通信速度とストップビット
 PC で本機をコントロールするためには、始めに通信速
度とストップビットを選択します。
1  PC の RS-232C の設定を同期方式＝調歩同期方式
（非同期）データ長＝ 8 ビット、パリティ＝無しに
設定します。

2  本機はメニューNo. 56 で使用したい転送速度を選
びます。初期設定は 9600bps です。

通信速度 (bps) ストップビット

4800 2

9600 1

19200 1

38400 1

 57600 1

 115200 1

■ 接続
 本機のCOMコネクターと PCの RS-232Cポートをス
トレートケーブルで直接接続します。

COM コネクターへ 

PC

RS-232C
ポートへ

TS-2000S/V/SX/VX

ストレート
ケーブル

↑
←

注意：

◆ 接続前に無線機、PCなどの電源は必ずOFFにしてください。
◆ USB －シリアル変換ケーブルを使用される場合、USB －シリ
アル変換ケーブルの種類や、OS、ドライバーの組み合わせなど
の条件によっては正常に動作しない場合があります。

COM コネクター

背面パネル側から見た図

端子No. 端子名 機能 I/O

1, 4, 6, 9 NC 無配線 ̶

2 RXD 無線機から PC側のRXDへ、シリ
アルデータを出力します。 O

3 TXD PC側の TXDから無線機へ、シリ
アルデータを入力します。 I

5 GND 信号グラウンド ̶

7 RTS

PC側の RTSから無線機へ入力し
ます。PCが受信データを受け入
れられないときは、無線機に対し
て “ L” レベルを出力し、送信デー
タ出力を禁止します。

I

8 CTS

無線機から PC側のCTSへ出力し
ます。無線機が受信データを受け
入れられないときは、PCに対して“ 
L” レベルを出力し、受信データ入
力を禁止します。

O
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マイクロホンによるリモート機能
MC-52DMをお持ちの場合は、マイクロホンのキーに以下
の機能を設定すると、それらのキー操作で機能をリモート
コントロールできます。

1 DTMFマイクロホンをMICコネクターに接続します。

2 [MENU]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo.45 を呼び出します。

3 [SUB]を押し、次にMULTI/ CHつまみを回してメ
ニューNo. 45Dを呼び出します。

4 [ ＋ ]を押して、ONを選びます。

5 [MENU]を押して、メニューモードを解除します。

DTMFマイクロホンに設定できる機能：

DTMF
キー 機能

2番目の機能
（[D]キーを
押した時）

DTMF
キー 機能

2番目の機能
（[D]キーを
押した時）

1 スキャン ‒ 9 スケルチ
レベル調整 1 ‒

2
トーン /
CTCSS /
DCS

コード
選択 0 送信

出力調整 1 ‒

3 リバース シフト A 周波数入力 ‒

4 MHz
ステップ ‒ B 操作バンド MAIN/

SUB

5 モニター ロック
ON 2 C ‒ ‒

6 Voice1 ロック
ON 2 D FUNC OFF

7 音量調整 1 ‒ DOWN DOWN

8 バンド
切り替え 1 ‒ # UP UP

1：[ ＃ ]（アップ）または [ ]（ダウン）キーで各機能の設定を変
更することができます。
2：ロックON/OFF は DTMFマイクロホンのキーのみの機能です。

注意：

◆ DTMFマイクロホンMC-52DMは生産を終了しています。
◆ 送信中は、DTMFマイクロホンによるリモートコントロールは
できません。

◆ DTMFマイクロホンでリモートコントロールをしても、通常の
DTMFトーンの送出（→ p.75）は可能です。

◆ キーに割り当てられた２番目の機能を選択するときは、[D]を
押します。もう一度 [D]を押すと、2番目の機能の選択が解除
されます。

◆ MIC リモートの FUNC ON/ OFF とパネル操作による FUNC  
ON/ OFF は独立して動作します。

DRU-3Aデジタルレコーディングユニッ
ト（オプション）
オプションのDRU-3Aは 3つのチャンネルに音声メッセー
ジの録音が可能です。本機のマイクロホンを通じてメッセー
ジを録音すると、そのメッセージを送信することができま
す。

それぞれのチャンネルの最大録音時間は次のとおりです：
チャンネル 1：約 30秒間
チャンネル 2：約 15秒間
チャンネル 3：約 15秒間

DRU-3Aは次のようなときに使うと大変便利です：

・ DX局を繰り返し呼んだり、コンテスト運用の場合。

・ 試験電波を送信し、アンテナやトランシーバーの調整を
おこなう場合。

DRU-3A の取り付け方法については『オプションの取り付
け』（→ p.89）をご覧ください。

メッセージを録音する
1 SSB、FMまたはAMを選びます。
・ 送信や受信と同じモードを使用します。

2 VOXが ONの場合は、[VOX/ LEVEL]を押してその機
能をOFFにします。

3 [FUNC]、[1/ CH1/ REC]の順に押して、チャンネル
1にメッセージを録音します。
・ “ REC WAIT” および “AP1-” が表示されます。

4 [1/ CH1/ REC]を押し続け、マイクロホンに向かって
話します。
・ メッセージの録音には3つのチャンネルが使えます。
操作 3で選んだ [1/ CH1/ REC]の代わりに [2/ 
CH2/ REC]または [3/ CH3/ REC]を押して他の
2チャンネルにメッセージが録音できます。

・ メッセージの録音を中止する場合は、[CLR]を押し
ます。

5 メッセージの録音が終了したら、操作 4で押したキーを
離します。

6 メッセージを他のチャンネルに録音するには操作 3
（[2/ CH2/ REC] または [3/ CH3/ REC]を選ぶ）か
ら 5までを繰り返します。

注意： 
◆ 録音中 [ ]（POWER）スイッチを押すと、進行中の録音操
作を取り消し、メモリーチャンネルを消去します。



83

便利な機能

メッセージの再生
チェックや送信のためにチャンネル 1、2または 3のメッ
セージを再生することができます。2つ以上のチャンネル
をつなげて連続的に再生することにより長いメッセージを
作ることもできます。

また、リピート機能を使い、メッセージを繰り返し送るこ
ともできます。この機能をONにするには、メニューNo. 
29A を呼び出してONを選びます（お買い上げ時の設定は
OFFです）。次に、メニューNo. 29B のリピート再生のイ
ンターバルタイム（間隔）を選びます（お買い上げ時の設
定は 10秒間）。

注意：

◆ [ ]（POWER）スイッチを押すと、メッセージの再生を中止
します。

◆ メニューNo. 29A と 29B の設定は、“CWメッセージメモリー”
に記載されている送信せずにおこなうCWメッセージのチェッ
クと共通です（→ p.43）。

■ メッセージを確認する
1 SSB、FMまたはAMを選びます。
・ 送信と受信には同じモードを使用します。

2 VOXが ONの場合は、[VOX/ LEVEL]を押してそ
の機能をOFFにします。

3 確認したいチャンネルにより、[1/CH 1/ REC]か、
[2/ CH 2/ REC]または [3/ CH 3/ REC]のどれ
かを押します。
・ 例えば、チャンネル 1でメッセージを再生中の時は “  

PLAY BACK” と “AP 1--” が表示されます。

・ 再生を中断する場合は [CLR]を押します。

4 もう 1つのメッセージを続けて再生する場合は、一
番初めのメッセージの再生中に、次のキー（[1/ CH 
1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]または [3/ CH 3/ 
REC]を押します。
・ 3つのチャンネルまで連続させることができます。

■ メッセージを送信する
1 SSB、FMまたはAMを選びます。
・ 送信と受信には同じモードを使用します。

2 [VOX/ LEVEL]を押して、VOXをONまたはOFF
にします。
・ VOXを ONにした場合は、操作 3をスキップします。

3 [SEND]を押すかマイクロホンの [PTT]を押し続け
ます。

4 使いたいチャンネル（[1/CH 1/ REC]、[2/ CH 
2/ REC]または [3/ CH 3/ REC]）を押します。
・ 例えば、チャンネル 1 でメッセージを再生中は “  

PLAY BACK” と “AP 1--” が表示されます。

・ 再生を中断する場合は [CLR]を押します。

5 もう 1つのメッセージを続けて再生する場合は、一
番初めのメッセージの再生中に、次のキー（[1/ CH 
1/ REC]、[2/ CH 2/ REC]または [3/ CH 3/ 
REC]）を押します。
・ 3つのチャンネルまで連続させることができます。

6 操作 3で [SEND]またはマイクロホンの [PTT]を
押した場合は、もう一度 [SEND]を押すかマイクロ
ホンの [PTT]を離します。

■ メッセージを消去する
1 [FUNC] を 押 し、 次 に [1/ CH1/ REC]、[2/ 
CH2/ REC]または [3/ CH3/ REC]を押してメッ
セージを消去したいチャンネルを選びます。
・ “ REC WAIT” および “APn ー” が表示されます。

注意：
◆ “n” の所にはチャンネル番号 1～ 3が表示されます。

2 操作 1と同じキー [1/ CH1/ REC] 、[2/ CH2/ 
REC]または [3/ CH3/ REC]を押しながら [CLR]
を押して、メッセージを消去します。
・ ビープ音が鳴り、メッセージが消去されます。

■ メッセージ再生の間隔を変える
メッセージを繰り返し再生する場合、それぞれのメッ
セージ間の間隔を変えることができます。メニューNo. 
29B を呼び出して、0から 60秒までの範囲内で時間を
選びます。

■ 再生の音量を変える
MAIN AFまたは SUB AFつまみを回しても再生の音
量は変えられません。音量を変えるにはメニューNo. 
14 を呼び出し、OFFまたは 1から 9までの再生音量レ
ベルを選びます。
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VS-3音声シンセサイザー(オプション )
オプションのVS-3 を取り付けると、VFO A/ B またはメ
モリーチャンネルのようなモードを変えるたびに自動的に
モードを声でアナウンスします。さらに、前面パネルの [PF]
キーを設定すると、[PF]を押すだけでディスプレイに出
ている情報を声でアナウンスします。DTMFマイクロホン
MC-52DMをお持ちの場合は、マイクロホンの [PF]キー
の 1つをこの機能に設定することができます。

参考：

◆　VS-3 の取り付け方法については「オプションの取り付け（→ p. 
89）」をご覧ください。

◆　VS-3 の発声は英語のみです。

下の表は、設定を変えると自動的にアナウンスする内容を
示したものです。

押されたキー 運用 アナウンスの内容

[A/ B ]
[ ＋ ]、[ － ]

VFO A
“VFO” + “周波数”

VFO B

[CALL] CALL チャンネル “CALL” + “周波数”

[VFO/ M] VFO またはメモ
リーチャンネル

“VFO” + “周波数” または
“MR” + “メモリー番号” + 
“周波数”

[MENU]
[ ＋ ]、[ － ]

メニュー番号選択
“MENU” + “番号” +
“選択された番号” /
“パラメーター”

パラメーター選択

[M. IN] メモリースクロー
ルモード

“MR” + “チャンネル” +
“メモリー番号” +
“周波数”

[ENT] 周波数入力 “ENTER”

MULTI/ CH
コントロール

メニュー番号の変
更

“MENU” + “番号” +
“選択された番号” /
“パラメーター”

メモリーチャンネ
ル番号の変更

“MR” + “メモリーチャンネ
ル番号” + “周波数”

数字キー 周波数入力 入力されたすべての “数字”

[・] 周波数入力中の
MHz桁入力まで “MHz”

注意： 
◆ PF キーへの設定項目は番号で発声します。

Menu number 63 VOICE 1 64 VOICE 2 65 RX MONI

66 DSP MONI 67 QUICK MR 68 QUICK M. IN 69 SPLIT

70 TF-S ET 71 A/B 72 VFO/M 73 A=B

74 SCAN 75 M▶ VFO 76 M. IN 77 CW TUNE

78 CH 1 79 CH 2 80 CH 3 81 FINE

82 CLR 83 CALL 84 CTRL 85 1 MHz

86 ANT 1/2 87 NB 88 N. R. 89 B. C.

90 A. N. 99 OFF

[PF]キーについては、Voice 1 か Voice 2 のどちらが選ば
れたかにより異なる情報をアナウンスします。

Voice 1：
・ VFOまたはメモリーチャンネルの周波数はGHz の桁で
始まり、10Hz の桁まで続きます。メモリーチャンネル
に何のデータも登録されていない場合、“open” とアナ
ウンスされます。MHzの小数点については “point” と
アナウンスされます。kHz の小数点については短い休止
（200ms）が入ります。200ms の休止はチャンネル番
号と周波数の間でも入ります。

・ メニューNo. とその設定内容は、メニューNo. と設定
の間に200msの短い休止を入れてアナウンスされます。

注意：

◆　アナウンスの最中にキーやつまみの操作をしてディスプレイの
内容が変わった場合は、アナウンスは中断されます。

◆　メニューNo.45A の DTMFメモリーの内容は発声しません。

Voice 2：
・ キーを押した時の Sメーターの振れがアナウンスされま
す。例えば “S5” とか “20dB” のようにアナウンスさ
れます。

下の表は [PF]（Voice 2）キーが押されたときにおこなわ
れるアナウンスの内容を示したものです。

MAIN SUB

Sメーター
レベル

アナウンス
の内容

Sメーター
レベル

アナウンス
の内容

1 - 3 S1 1 S1
4 - 5 S2 2 S2
6 S3 3 S3
7 - 8 S4 4 S4
9 S5 5 S5

10 - 11 S6 6 S6
12 S7 7 S7

13 - 14 S8 8 S8
15 S9 9 S9

16 - 18 10 dB 10 10 dB
19 - 20 20 dB 11 20 dB
21 - 23 30 dB 12 30 dB
24 - 25 40 dB 13 40 dB
26 - 28 50 dB 14 50 dB
29 - 30 60 dB 15 60 dB

1 メニューNo. 51Aを呼び出して、Voice 1（アナウンス
は 63）またはVoice 2（アナウンスは 64）を前面パネ
ルの [PF]キーに割り当ててください。DTMFマイクロ
ホンMC-52DMを使用する場合は、マイクロホンの [PF 
1]～ [PF 4]にVoice 1 か Voice 2 のどちらかを割り
当ててください。マイクロホンの [PF]キーを設定する
ときはマイクロホンの PFキー（→ p. 77）を、アナウ
ンス内容は左記をご覧ください。

2 設定した [PF]キーを押します。
・ Voice 1 または Voice 2 の選択に基づいてアナウン
スされます。

・ アナウンスを中断するには、もう一度 [PF]キーを押
します。

エントリー入力時のアナウンス例
テンキーにより周波数を直接入力するときは、[ENT] [2] 
[1] [.] [1] [9] [5] [ENT]、と操作すると、各キーを押す
ごとに“ENTER” “TWO” “ONE” “MHz” “ONE” “NINE” “FIVE”
とアナウンスし、入力が確定されるとビープの「T」が鳴り、
“VFO” ＋ “周波数” をアナウンスします。

注意 :　
◆ VS-3 は生産を終了しています。
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データ通信機器との接続
■PCとの接続
サウンド機能を持つ PC( と市販のインターフェースなど )を使用して、データ通信用ソフトウェアにより RTTY (AFSK)、
PSK31、SSTV、JT65 などのデータ通信を運用するときは、下記のように無線機背面の ACC2コネクターに接続します。
PCのオーディオ出力からのラインを ACC 2 コネクターのピン 11(PKD) に、PCのオーディオ入力へのラインをACC 2 
コネクターのピン 3(MANO) に接続します。送受信切り換えは、ACC2 コネクターのピン 9 (PKS) を使用します。
(前面パネルの SENDキー、MIC コネクターの PTT、REMOTEコネクターおよびACC2コネクターの SS端子、または
PCコントロール (→ p.81) のコマンドにより送信に切り替えた場合はACC2コネクターへのオーディオ入力は遮断されま
すのでご注意ください。)

ACC 2
PC

TS-2000S/V/SX/VX
PCの
オーディオ
入出力へ

このケーブルは、ACC2コネクター接続用プラグ(部品番号: 
E07-1351-25)を使用し、製作してください。（→ p.86）

■TNCとの接続
外部 TNC ( ターミナルノードコントローラー )を使用してパケット通信などを運用するときは、下記のように接続します。
外部 TNC の変調出力ラインをACC 2 コネクターのピン 11 (PKD) に、外部 TNC の復調入力ラインをACC 2 コネクター
のピン 3 (MANO) に、外部 TNC の送信制御 (PTT) ラインをACC 2 コネクターのピン 9 (PKS) に接続してください。
FMモードで 9600bps の通信をおこなう場合は、メニューNo.50F( 外部データ端子の通信スピード設定 ) を呼び出して
"9600bps" を選んでください。

TNC 用
電源

TS-2000S/V/SX/VX

ACC 2TNC
PC

黒
赤

TS-2000 用DC 電源

このケーブルは、ACC2コネクター接続用プラグ(部品番号: 
E07-1351-25)を使用し、製作してください。（→ p.86）

■RTTY装置との接続 (FSK)
本機を FSK モードに設定し、MCP( マルチコミュニケーションプロセッサ ) など RTTY 装置を使用してRTTY(FSK) を運
用するときは、下記のように接続します。
RTTY 装置のキーイング出力ラインをACC 2 コネクターのピン 2 (RTTY) に接続し、RTTY 装置の復調入力ラインを
ACC 2 コネクターのピン 3 (MANO) に接続します。また送信制御 (PTT) ラインをACC 2 コネクターのピン 13 (SS) に
接続してください。（FSK モードでの設定については 50 ページをご覧ください）。

RTTY装置用
電源

TS-2000S/V/SX/VX

ACC 2RTTY装置
PC

黒
赤

TS-2000 用DC 電源

このケーブルは、ACC2コネクター接続用プラグ(部品番号: 
E07-1351-25)を使用し、製作してください。（→ p.86）

注意：
◆ 本機と RTTY 装置、および TNC との電源を共用しないでください。
◆ 本機と PC、および RTTY 装置や TNC との間は、本機がノイズを拾わないようにできるだけ離してください。
◆ データ通信用ソフトウェアの設定については、ご使用になるソフトウェアの説明書やヘルプファイルなどをご覧ください。
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ACC2コネクター
（背面パネル側から見た図）

ACC2 コネクター接続用の13ピンDINプラグをご希望の方は、JVCケンウッドカスタマ－サポートセンター
にお問い合わせください。
部品番号：E07-1351-15

ピン
番号

ピン
名称 機　能

1 SANO

サブバンドからのAF出力
・TNC、MCP、PC( または PC制御用インターフェース )の AF入力に接続します
・ AF 出力レベルは前面パネルのAF音量つまみとは無関係です。
・ AF 出力レベルはメニューNo.50Dにより変更できます。適度なAF出力レベルに設定してください。
メニューNo.50Dの初期値 [4] の場合、標準変調信号 (FMモード ) で約 0.5V p-p です。
メニューNo.50Dを [0] ～ [9] に可変すると、約 0Vp-p ～約 1Vp-p でレベルが変わります。

2 RTTY RTTYコントロール端子 (FSKキー入力 )

3 MANO

メインバンドからのAF出力
・TNC、MCP、PC( または PC制御用インターフェース )の AF入力に接続します
・ AF 出力レベルは前面パネルのAF音量つまみとは無関係です
・ AF 出力レベルはメニューNo.50Cにより変更できます。適度なAF出力レベルに設定してください。
メニューNo.50Cの初期値 [4] の場合、標準変調信号 (FMモード ) で約 0.5V p-p です。メニュー
No.50Cを [0] ～ [9] に可変すると、約 0Vp-p ～約 1Vp-p でレベルが変わります。

4 GND SANOpin のシールド用

5 MSQ

メインバンドスケルチコントロール出力
・TNC、MCP、または PC接続用インターフェースのスケルチ入力に接続します。
・ スケルチが開いているとき：Lowインピーダンス
・ スケルチが閉じているとき：High インピーダンス

6 NC 接続なし

7 SSQ

サブバンドスケルチコントロール出力
・TNC、MCP、または PC接続用インターフェースのスケルチ入力に接続します。
・ スケルチが開いているとき：Lowインピーダンス
・ スケルチが閉じているとき：High インピーダンス

8 GND シャーシのアース

9 PKS
データ通信用 PTT入力
・TNC、MCP、または PC接続用インターフェースの PTT出力に接続します。
・ 送信中は、前面パネルのMICコネクターからの音声は遮断されます。

10 NC 接続なし

11 PKD

データ通信用AF入力
・ TNC、MCP、PC( または PC接続用インターフェース )の AF出力に接続します。
・ AF 入力レベルは前面パネルのMIC GAIN とは無関係です。
・ AF 入力レベルはメニューNo.50B により変更できます。
・ メニューNo.50F( 外部データ端子の通信スピード設定 )が初期値 [1200bps] の場合、メニュー
No.50B の初期値 [4] で、約 10mV rms 入力で標準変調 (FMモード ) になります。

・ メニューNo.50F を [9600bps] に設定した場合は、メニューNo.50B の初期値 [4] で、約 2V p-p 入
力で標準変調 (FMモード ) になります。それぞれの通信モードに最適なAF入力レベルを設定してし
てください

12 GND PKD端子のシールド用

13 SS PTT 入力（前面パネルのMICコネクターと同じ )
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リニアアンプ（HF、50MHz）
リニアアンプを REMOTEコネクターに接続してください。リニアアンプを使用する前に、メニューNo. 28A、28Bによりリ
ニアアンプのコントロールリレーをONにします。
TX/ RX リレーレスポンスタイムはCWフルブレークインの場合は 10ms、CWセミブレークインの場合は 25msです。

注意：
◆ TX/ RX コントロールの方法はリニアアンプの機種により異なります。リニアアンプの中にはコントロールターミナルがGNDに接続され
たとき TXモードに入ってしまうものがあります。そのようなリニアアンプに対しては、そのリニアアンプのGND端子に REMOTEコネ
クターのピン番号 2を接続し、コネクターのピン番号 4をリニアアンプのコントロールターミナルに接続してください。
・コントロールケーブルは、付属の 7ピンDINプラグ ( 部品番号 : E07-0751-25) を使用して製作してください。

ピン
番号

ピン
名称 機　能

1 SPO スピーカー出力
2 COM COMMON端子

3 SS スタンバイ：GNDとショートすると本機は TXモードに
入ります。

4 MKE
送信時、COMMON端子に接続されます。
リレー接点の定格制御容量： 2 A / 30 V DC（抵抗負荷）
リレー接点の最大許容電圧： 220 V DC, 250 V AC

5 BRK
受信時、COMMON端子に接続されます。
リレー接点の定格制御容量： 2 A / 30 V DC（抵抗負荷）
リレー接点の最大許容電圧： 220 V DC, 250 V AC

6 ALC リニアアンプからのALC 入力
マイナス入力です。約-7 VからALC回路が動作します。

7 RL
HFおよび50MHzで送信時、約+12 V DC（MAX.10mA）
が出力されます（50MHz はメニュー No. 28B が 1 も
しくは 2の場合に動作します）。

RF 出力

リニア
アンプ

24
1
6 7

3
5

TS-2000S/V/SX/VX

AC コード

R
T

GND
REMOTEコネクター

(背面パネル側から見た図)

コントロールリレー
HFおよび50MHzで
メニューNo.28A,28B
が1もしくは2の場合に
動作します。

REMOTEコネクター

リニアアンプ（50MHz、144MHz、430MHz、1200MHz）
リニアアンプ（50MHz、144MHz、430MHz、1200MHz）のコントロールケーブルを EXT. CONTコネクターに接続して
ください。送信／受信レスポンスタイムは各バンドごとに設定できます。メニューNo.28B～28Eで1（10ms）または2（25ms）
を選んでください。
CWフルブレークインの場合は、設定は 10msになります。
送信／受信コントロールの方法は、リニアアンプの機能により異なります。ほとんどのリニアアンプはコントロールターミナ
ルがGNDに接続されたとき送信モードに入ります。このようなリニアアンプに対しては、そのリニアアンプのGND端子を
EXT. CONTコネクターの金属カバーに接続し、EXT. CONTコネクターのピン番号 2（50MHz）、ピン番号 6（144MHz）、
ピン番号 1（430MHz）、ピン番号 4（1200MHz）をリニアアンプのコントロールターミナルに接続します。
・コントロールケーブルは、付属の 8ピンDINプラグ ( 部品番号 : E07-0751-25) を使用して製作してください。

EXT. CONTコネクター

EXT. CONTコネクター
（背面パネル側から見た図）

GND

B

C

E

TXC

各TXCの回路（ピン番号1、2、4、6）

（DC 20V、
最大 20mA）

各ALC入力の回路（ピン番号3、5、7、8）
ピン番号 3

ピン番号 5
ピン番号 7

ピン番号 8

ピン
番号

ピン
名称 機　能

1 43TXC スタンバイ：430MHz で送信時に接地されます（メニュー
No.28Dが 1もしくは 2の場合に動作します）。

2 50TXC スタンバイ：50MHz で送信時に接地されます（メニュー
No. 28B が 1もしくは 2の場合に動作します）。

3 ALC 50MHz リニアアンプからのALC入力（－７V）

4 12TXC スタンバイ：1200MHz で送信時に接地されます（ メ
ニューNo.28E が 1もしくは 2の場合に動作します）。

5 ALC 430MHz リニアアンプからのALC入力（－７V）

6 14TXC スタンバイ：144MHz で送信時に接地されます（メニュー
No.28Cが 1もしくは 2の場合に動作します）。

7 ALC 1200M H z リニアアンプからのALC入力（－７V）

8 ALC 144M H z リニアアンプからのALC入力（－７V）

13 GND 接地
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適合トランシーバーとの接続 (スプリット転送 )
他の TS-2000 シリーズ、TS-590 シリーズ , TS-590 G シリーズ , TS-990 シリーズ , TS-480 シリーズ、TS-570 シリーズ
あるいは TS-870 シリーズとデータのやりとり（→ p. 80）をするときは、COM コネクターを使ってRC-232C クロスケー
ブル（メスーメス）で直接 2つのトランシーバーを接続します。

TS-2000S/V/SX/VX 適合トランシーバー

クロスケーブル

COM コネクターと配線

外部アンテナチューナー
外部アンテナチューナーと接続するときは必ず ANT 1コネクターと ATコネクターを使用します。外部アンテナチューナー
を ANT 2コネクターに接続すると、外部アンテナチューナーは動作しません。

注意：
◆ 外部アンテナチューナーを本機で使用する場合は、50MHz帯は使えません。50MHz帯のアンテナはANT 2コネクターに接続してください。
◆ ATコネクターに外部アンテナチューナーを接続すると、ANT 1 コネクターを使用しているときの内蔵アンテナチューナーはスルーになり
ます。

◆ 外部アンテナチューナーAT-300 は生産終了しています。

 

TS-2000S/V/SX/VX

外部アンテナ
チューナー
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オプションの取り付け
オプションの取り付けには次の工具が必要です。

・ プラスドライバー

警告：
◆ 作業を始める前に電源を切り、DC電源コードを電源コネクター
から抜いてください。

下ケースを外す
オプションのDRU-3AまたはVS-3 を取り付けるときには
先に下ケースを取り外しておきます。

1 10 個のネジを外します。

2 下ケースを持ち上げて外します。

VS-3 音声シンセサイザーユニット
警告：  
◆ 取り付ける前に電源を切り、DC電源コードを電源コネクター
から抜いてください。

1 下ケースを取り外します（ネジ 10個）。

2 VS-3 を取り付けるコネクターの場所を確認しておきま
す。

3 VS-3 の部品面を上向きにして持ち、VS-3 用のコネク
ターに差し込みます。

4 下ケース（ネジ 10個）を取り付けます。

取り付けが終了すると、メニューNo.15 を呼び出してVS-3 のモニ
ター音量の調整ができます。

注意：
◆ VS-3 は生産を終了しています。

DRU-3Aデジタルレコーディングユニット
警告：取り付ける前に電源を切り、DC電源コードを電源コネクター
から抜いてください。

1 下ケースを取り外します（ネジ 10個）。

2 DRU-3A を取り付けるコネクターの場所を確認してお
きます。

3 PC ボードに付いているクッションからはく離紙をはが
します。

4 DRU-3Aを DRU-3A用のコネクターに差し込みます。

5 DRU-3A の上部を押してしっかりとクッションに密着
させます。

6 下ケース（ネジ 10個）を取り付けます。

取り付けが終了すると、メニューNo.14 を呼び出してDRU-3A の
モニター音量の調整ができます。

はく離紙

クッション

DRU-3A
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オプションの取り付け

MB-430 モービルマウンティングブラ
ケット
注意：

◆ 取り付け位置は、安全性、操作性を考慮して決めてください。
◆ 常に直射日光が当たる位置、風通しが悪い位置への取り付けは
避けてください。特にハイパワータイプは、放熱を考慮し、背
面のフィンをふさがない位置に取り付けてください。

◆ 振動で外れないように、しっかり取り付けてください。
◆ 本機の電源コネクターは、モービルマウンティングブラケット
の取り付けが終わるまで接続しないでください。

◆ MB-430 は生産を終了しています。

危険：
◆ 本機を縦にして取り付けないでください。

■上側に取り付ける場合（下側も同様です）
1 傷防止のため TS-2000 に付属している保護シートを左
右のケースの上部に図のように貼り付けます（ねじ穴の
位置に注意）。保護シートは 4枚付属しています、残り
の 2枚はモービルマウンティングブラケットを下側に取
り付ける場合の予備として保存してください。

2 左右のスペーサーを付属のねじ . を使用してねじ止めし
ます（さらねじ 4本）。
・ ねじ穴の位置に注意してください。

3 TS-2000 をモービルマウンティングブラケットに取り
付けます。先ず後側の六角穴付ボルトを仮止めしておき
ます。次に前側の位置を調節して操作しやすい角度を決
めたあと、前側の六角穴付ボルトをしっかり固定します。
取り付け角度はモービルマウンティングブラケットの穴
位置を変えることにより 5段階に変わります。

4 仮り止めしてある後側の六角穴付ボルトをしっかり固定
します。

　　

注意：
◆ TS-2000 の着脱は、前側の六角穴付ボルトを取り外し、後側の
六角穴付ボルトをゆるめることで可能です。

危険：
◆ 本機を縦位置（取っ手が上または下になる状態）にして取り付
けないでください。

さらねじ（長さ 6mm）

保護シート
スペーサー

六角穴付ボルト

RC-2000モービルコントローラー
1 パネル接続ケーブルのコネクター（6極）を TS-2000
の背面パネルにある PANEL コネクターに「カチッ」と
音がするまで差し込みます。

2 パネル接続ケーブルのもう一端のコネクター（4極）を
RC-2000 の端子に「カチッ」と音がするまで差し込み
ます。

3 RC-2000 の環境設定はメニューNo. 58 ～ 60 を呼び
出しておこないます（→ p. 25）。
注意：
◆ ケーブルの取り付け、取り外しは、必ず本体の電源が切れ
た状態でおこなってください。

◆ メニューNo. 59 は本体ドット表示部のコントラストの設定
と共通です。

PANEL
コネクター

4P

6P
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故障かな？と思ったら

リセット
電源からのノイズや静電気などにより、キー操作を受け付
けなくなったり、同調つまみを回しても周波数が変化しな
くなるなど、取扱説明書どおりに操作しても正常に動作し
ないときはリセットしてください。リセットには下記のよ
うに「VFOリセット」と「オールリセット」の 2つの種類
があります。

各VFOのお買い上げ時の設定は次のとおりです：
・ MAIN VFO A ：14. 000. 000MHz/ USB
・ MAIN VFO B ：14. 000. 000MHz/ USB
・ SUB VFO ：145. 000. 00MHz/ FM

メモリーチャンネルとクイックメモリーにはデータは保存
されていません。

■VFOリセット
キーやつまみがこの取扱説明書どおりに動作しないときは
VFOリセットを実行してください。VFOリセットを実行し
ても次のデータは消去されません。
・ メモリーチャンネルデータ
・ メニュー設定
・ アンテナチューナープリセットデータ
・ ANT 1/ ANT 2 データ

1 電源をOFF にする。

2 [A/ B]を押しながら [ ]（POWER）を押します。
・ ディスプレイに “HELLO” が表示されたあと、VFO
リセットを実行するための確認メッセージが表示さ
れます。

　　
FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

3 [A/ B]を押す。
・ リセットが実行されてお買い上げ時の表示に戻りま
す。

注意：
◆ FM系の機能もリセットされます。

　例：FMリバースのON/OFF（初期値：OFF）
　　　NARROWのON/OFF（初期値：OFF） 
　　　DCS/ CTCSS/ TONEの ON/OFF（初期値：OFF）
　　　FMシフトのON/OFF（初期値：OFF）

■オールリセット
メモリーチャンネルにあるすべてのデータを消去したいと
きにはオールリセットを実行します。この機能は設定した
すべての設定がリセットされます（例えば、メニュー設定、
アンテナチューナープリセットデータ、等）。

1 電源をOFF にする。

2 [A=B]を押しながら [ ]（POWER）を押します。
・ ディスプレイに “HELLO” が表示されたあと、オー
ルリセットを実行するための確認メッセージが表示
されます。

　　
FILTER

S 1 3 5 7 9 20 40 60dB

PWR
10 25 50 100W%

ALC

3 [A=B]を押す。リセットが実行されて、お買い上げ時
の表示に戻ります。
・ すべての周波数、モード、メモリーデータおよびア
ンテナプリセットデータはお買い上げ時の初期値に
戻ります（上記『各VFOのお買い上げ時の設定』を
ご覧ください）。



92

故障かな？と思ったら

トラブルシューティング
修理を依頼される前に下記の項目をお確かめください。

● 受信の場合

症状（受信の場合） 原因 処置（参照ページ）
電源を入れても表示が出ず、音も出ない。 1. 電源コネクターとDC電源コードが完全に

差し込まれていない。
2. ヒューズが切れている。
3.  DC 安定化電源の電源スイッチが入ってい
ない。

4. 定格の範囲を超える電圧が加えられてい
る。

1. 差し込みを完全にする。(→ p. 2)
2. ヒューズの切れた原因を対策してから交換
する。(→ p. 2,94)

3. 電源スイッチをONにする。(→ p. 18)

4. DC 安定化電源の出力電圧を確認し、定格
電圧（DC13.8V）に設定する。

電源を入れたとき正常に表示されない。 マイコンが誤動作している。 リセットする。(→ p.91)

電源を入れたとき、内蔵 TNCの設定が消え
ている。

バックアップ用電池の寿命がきている。 バックアップ用のリチウム電池の寿命は約 5
年です。リチウム電池の交換は、お買い上げ
店または JVCケンウッドカスタマ－サポート
センターにご相談ください。

アンテナを接続しても信号を受信できない。
受信感度が低い。

1.  スケルチが動作している。
2. [ATT]がONになっている。
3. [SEND]がONになっている。
4. [PRE-AMP]がOFFになっている。
5. アンテナ 1/2 の選択を間違えている。
6.  ANT コネクターを間違えている。

7.  AT は ONになっているが、チューニング
がうまくとれていない。　

8. [RF]つまみでゲインを下げてある。

1. [SQL]つまみを調節する (→ p.19,46)
2. [ATT]をOFFにする。(→ p.57)
3. [SEND]をOFFにする。(→ p.20,47)
4. [PRE-AMP]をONにする。(→ p.47,57)
5. [ANT]で正しく選ぶ。(→ p.72)
6.  バンドに合ったアンテナコネクターに接続す
る。(→p.1)

7. [AT TUNE]を押してチューニングをと
る。またはATを解除する。(→ p.72)

8. [RF]つまみを時計方向に回しきる。 

信号を受信しても正しく復調されない。 1. モード（電波形式）の設定が合っていない。
2.  AGCの設定が正しくなっていない。

1. 他のモードに変えてみる。(→ p.19,46)
2.  AGCを設定する。(→ p.38)

[RIT]/[XIT]つまみを回しても周波数が変わ
らない。

[RIT]/[XIT]機能がOFFになっている。 [RIT]または [XIT]を押す。(→ p.38,39)

SSB の受信音が極端にハイカットまたはロー
カットになっている。

1. [HI/SHIFT]または [LO]/[WIDTH] つま
み位置が不適当。

2. パケット用のフィルターが選ばれている。

1. [HI/SHIFT]または [LO]/[WIDTH] つま
みを調節する。(→ p.55)

2. 音声用のフィルターにする。(→ p.55)

[UP]/[DOWN]を押しても、同調つまみを回
しても周波数が変化しない。

[F LOCK ]または [LOCK A]機能がONに
なっている。

[F LOCK ]または [LOCK A]機能を解除す
る。(→ p.76)

バンドの全範囲をスキャンしないメモリース
キャンが動作しない。

プログラムスキャンが設定されている。 メモリーチャンネル 290 ～ 299 の設定を変
更する。(→ p.66)

メモリースキャンが動作しない。 メモリーチャンネルに何も登録されていない。周波数などを登録する。(→ p.58)

グループメモリースキャンが動作しない。 1.  グループ以内のメモリーチャンネルに2つ
以上登録されていない。

2. グループ内のメモリーチャンネルが全て
ロックアウトされている。

1. グループメモリーチャンネルに2つ以上登
録する。(→ p.69)

2.  スキャンさせたいメモリーチャンネルの
ロックアウトを解除する。(→ p.62)

特定のチャンネルしかメモリースキャンしな
い。

グループメモリースキャンに設定されている。グループ選択を再設定するか、解除する。
(→ p.69)

メニューモードで特定のメニュー番号しか選
択できない。

サブメニューセレクト機能がONになってい
る。

メニューセレクトを解除する。(→ p.21)

表示が「・・・・・・・」になり、「UL」の
警告音が鳴る。

PLL がアンロック状態になっている。 リセットしてみてください。( → p.91) 正常
に戻らないときは、JVCケンウッドカスタマ
－サポートセンターにご相談ください。

表示部に「DSP COMM. ERROR」が表示さ
れる。

内部の通信エラーです。 リセットしてみてください。( → p.91) 正常
に戻らないときは、JVCケンウッドカスタマ
－サポートセンターにご相談ください。

音の歪みが多い。 1.  AGCが OFF になっている。
2.  AF つまみの音量が大になっている。

1.  RF GAIN つまみで AGC OFF 時のゲイン
を調整してください。(→ p.18)

2.  AFつまみで音量を調整する。(→p.18,46)
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故障かな？と思ったら
● 送信の場合

症状（送信の場合） 原因 処置（参照ページ）
出力が出ない。
出力が小さい。

1.  マイクロホンコネクターの差し込みが不完
全。

2. アンテナの接続不良。
3.  アンテナの同調がとれていない。
4.  マイクゲインが絞ってある。
5.  送信出力が最小になっている。
6.  ANT 1 と ANT 2 の選択が合っていない。
7. 温度プロテクションが動作している。

1.  コネクターを確実に差し込んでください。
　

2.  アンテナを確実に接続してください。
3. アンテナを調節する。
4.  マイクゲインを調整する。
5.  送信出力を調整する。
6. [ANT]で正しいアンテナを選ぶ。
7.  送信を終了して本機の温度を下げる。

送信しない。
PWR メーターの表示が消えている。

1. 送信禁止（メニューNo.54）になっている。
2. 卓上型マイクロホンなどで PTT スイッチ
が入りっぱなしになっている。

1. メニューNo.54 を OFF にする。

2.  PTT を解除する。

SSB、AMモードで送信時に、なにも話して
いないときのバックノイズが大きい。

マイクゲインが高すぎる。 ALCメーターを見ながら音声で送信し、ALC
が軽くかかる程度にMICつまみでゲインを調
整してください。　

VOXが働かない。 VOXゲインの設定が低すぎる。 メニューNo.16でVOXゲインを調整します。

リニアアンプが働かない。 1.  REMOTEコネクターの接続不良。
2.  リニアアンプのコントロールリレーが
OFFになっている。

1.  正しく接続し直す。
2. メニュー No.28A ～ 28E でコントロール
リレーをONにする。

リニアアンプを使用してCWモードで運用す
ると、SWRが瞬間的に悪くなったり、立ち
上がりに異常にALCがかかる。

リニアアンプが立ち上がるのに時間がかかる
タイプのため（当社 TL-922 など）。

メニューNo.51 でリレーの設定をディレー付
き（“ 2” ）にし、セミブレークイン運用にし
ます。

AT-300 が動作しない 1.  ANT 2 に接続されている。
2.  本機内のヒューズが切れている。

1.  ANT 1 に接続する。
2.  ヒューズを確認し、原因を対策してから交
換する。

● データ通信の場合

症状（データ通信の場合） 原因 処置（参照ページ）
低周波の変調によるデータ通信で送信すると、
エラーやリトライが多い。

1. 付属装置から出力されるAF信号出力レベ
ルが高すぎて、変調信号が歪む。

2.  本機の ACC2 コネクターの入力感度が、
入力信号と合っていない。

3. 高周波が廻り込んで変調信号が歪む。
a.  付属装置と本機に共通の安定化電源を
使っている。

b. アンテナの SWRが高い。
c.  アンテナから本機に高周波が誘起され
る。

d.  ACC2 コネクターの入力感度が高いた
め高周波が廻り込む。

1.  ALC ゾーンを超えないように、付属装置
の出力を下げる。

2.  ALC ゾーンを超えないように、メニュー
No.50B で、ACC2 コネクターの (5)PKD
の入力感度を調節する。(→ p. 86)

3.  廻り込み対策をする。
a.  付属装置と本機の電源を別にする。
　　(→ p.85)
b.  アンテナの整合をとり直す。
c. アンテナ、本機、付属装置のアースを
変えてみる。

d. メニュー No.50B で、ACC2 コネク
ターの (5)PKD の入力感度を下げる。
(→ p. 86)

データ通信で受信するとエラーが多い。 1. 本機の ACC2 コネクターからの出力レベ
ルが付属装置の入力レベルと合っていない
ため、デコードできない。

2. マルチパス歪みや周期の短いフェージング
が発生している（受信信号強度が一番強い
ときが最良とは限りません）。

1. メニュー No.50C で、ACC2 コネクター
の (3) MANO、または (1) SANO の出力
レベルを調節する。(→ p. 86)

2. ビームアンテナの場合は、アンテナの方向
を変えて、エラーの起きにくい位置をさが
してみる。

パケットで送信できずに、外部 TNCの DCD
ランプが点灯したままになっている。

1. 本機の ACC2 コネクターの出力レベルが
高すぎる。

2.  RF ゲインが高すぎる。
3. 本機の ACC2 コネクターの (5)MSQまた
は (7)SSQ と、TNC のスケルチ極性が逆
になっている。

1. メニュー No.50C で、ACC2 コネクター
の (3) MANO、または (1) SANO の出力
レベルを調節する。(→ p.86)

2.  R F ゲインを絞る。(→ p.18)
3. 本機の ACC2 コネクターの (5)MSQおよ
び (7)SSQは、OPE N; L、CLOS E; H に
固定されています。市販の外部 TNCは通
常極性を反転できるので、TNC側を逆に
してください。
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故障かな？と思ったら

ヒューズの交換
本機を外部アンテナチューナーAT-300 と接続する回路に
はヒューズが入っています。AT-300ご使用時にヒューズが
切れた場合は、原因を対策したあと、ヒューズを交換して
ください。

1 上ケースのねじ 8本を外してケースを取り外し、次に
シールド板のねじ 10本を外して、シールド板を取り外
します。

上ケース

シールド板

2 ヒューズ（4A）を交換します。

ヒューズ(4A)

パフォーマンスモード
パフォーマンスモードをONにすると、表示部が特殊な動
作を繰り返します。

・ パフォーマンス動作中でも通常の受信がおこなわれます。

・ パフォーマンス動作中でも操作はできます。操作を10秒
以上しないでいると再びパフォーマンス動作に入ります。

お買い上げ時の設定はOFFです。

1 電源をOFF にする。

2 [FUNC]を押しながら [ ]（POWER）を押します。

 パフォーマンスモードになります。

パフォーマンスモードを解除するには、操作 1～ 2を繰り
返します。

設定前の表示に戻ります。

注意：

◆　パフォーマンス動作中にキー操作をおこなうとそのキーの動作
をおこない、操作を 10 秒以上しないでいると再びパフォーマ
ンスモードを繰り返します。

◆　パフォーマンスモードはオールリセットをおこなっても、解除
されません。

冷却ファンの回転と温度プロテクション
本機は高温から内部回路を保護するため、本体の送信・受
信にかかわらずファイナル部の温度を検知して、以下の様
に冷却ファンの回転、及び送信出力を制御しています。

・ サーミスタがファイナル部の温度上昇を検知すると、ま
ず冷却ファンが低速で回転します。さらに温度が上昇し
た場合、冷却ファンは高速で回転します。

・ 検出された温度が異常に高い場合は、温度プロテクショ
ンが動作して送信出力が可能最小まで低減されます。

注意：

◆ 温度プロテクションが動作した場合、受信状態で本体の電源を
切らずに冷却ファンを動作させて、内部の温度が低下するまで
お待ちください。

◆ 本体の電源を切ると冷却ファンが停止するため、温度が低下す
るまで時間がかかります。

◆ 受信のみをおこなっている状態でも、内部の温度が上昇した
場合は冷却ファンが回転します。( 冷却ファンの動作は、TS-
2000S/SX/V/VX共通です。）



95

オプション（別売）

DRU-3A
ディジタルレコーディングユニット

HS-5
オープンエア型ヘッドホン

MC-60S8
卓上型マイクロホン

MC-90
卓上型高級マイクロホン

PG-2Z
DC コード (2m)

KES-3S
外部スピーカー

SP-23
外部スピーカー

RC-2000
モービルコントローラー

注意：

◆ オプションをご使用の際は、各オプションに付属の取扱説明書をお読みください。
◆ TS-2000S/V については 1200MHz 帯追加のバージョンアップが可能です。詳しくは JVCケンウッドカスタマ－サポートセンターにお問
い合わせください。

◆ RC-2000 のモービルマウンティングブラケット、またはMB-430( 生産終了 ) を使用時に、本機を縦位置（取っ手が上または下になる状態）
にして取り付けないでください。

ARCP-2000
ラジオコントロールプログラム

● マイク、パネル、スピーカー用延長
コード ( 各 5m)、7m DC コード、
外部スピーカー、本体取り付けアン
グル、コントロールパネル取り付け
アングル付属

● コントローラ寸法：幅 140 ×高さ
60(49. 3) ×奥行 33. 3(60) mm

 (　) は突起物を含む寸法

● Windows 用ソフトウェア
● PC と本体の接続は市販の

RS-232Cケーブルを使用

PS-60
DC 安定化電源

MC-43S
ハンドマイク

HS-6
軽量型ヘッドホン
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申請書類の書き方
ここでは、アマチュア局の申請において本機に関する箇所のみの説明をしています。申請に関する全般的な内容は、申請用紙
に付属されている説明などをご覧ください。
・ 本機は技術基準適合証明（技適証明）等を受けた送受信機です。本機の背面に貼ってある機種銘板に、「技適番号」が記載さ
れています。本機を改造せずに、また付属装置、付加装置のいずれも付けない場合は、技術基準適合証明等の機種として申請
します。

・ 本機を改造したり、付属装置（外付けの TNC、RTTY 装置、PCのサウンド機能を利用してデータ通信をするものなど）や、
付加装置（トランスバーターやリニアアンプなど）を付ける場合は、非技術基準適合証明等の機種となりますので保証業務
実施者の保証を受けるなどして申請してください。

・ TS-2000S/SXの運用には第 2 級アマチュア無線技士以上の資格が必要です。
・ 申請書の書き方は変更になる場合があります。最新の申請書をご覧ください。
・ 総務省のウェブサイト「電波利用 電子申請・届出システム」から申請することもできます。下記のURL をご覧ください。
 http://www.denpa.soumu.go.jp/public/index.html

技術基準適合証明等の機種として申請する場合

　   技適番号ラベル位置

本機のみで申請する場合は直接所轄の地方総合通信局へ申請書類を提出してください。こ
のとき、「無線局事項書及び工事設計書」裏面の「工事設計書」の「技術基準適合証明番号」
欄には技適番号を記入してください。

■記入例
無線局事項書及び工事設計書（裏面）

※1 技術基準適合証明等の機種として申請する場合は、「発射可能な
電波の型式及び周波数の範囲」、「変調方式」、「終段管」、「定挌
出力」の記入と、送信機系統図の添付を省略できます。

※ 2 第 4 級アマチュア無線技士のかたが申請される場合の記入例で
す。

※ 3  使用する空中線の型式名を記入します。移動する局の場合は記 
入を省略できます。

※ 4 「周波数測定装置の有無」の欄は、「有」のチェックボックスに
レ印を入れます。

※ 5  必ずチェックボックスにレ印を入れます。

※ 1  無線従事者資格に対応した、希望する周波数帯のチェックボッ
クスにレ印を入れます。

※ 2  無線従事者資格に対応した、該当する一括記載コードのチェッ
クボックスにレ印を入れます。

・  第 4 級アマチュア無線技士のかたは、3.5M は「4HA」、3.8M 
は「4HD」、7M は「4HA」、21M は「4HA」、24M は「4HA」、
28M, 50M, 144M, 430M は 「4VA」、1200M （TS-2000VX
の場合）は「4SA」のチェックボックスにレ 印を入れます。

・ 1.9MHz 帯 の一括記載コードは、平成 21 年 03 月 17 日 総
務省告示第 127 号 によるものです。

※ 3  無線従事者免許資格に対応した、希望する空中線電力を記入し
ます。移動する局の場合は 50W までしか免許を受けることは
できません。(→ p.100）

※ 4  非常通信の連絡設定用周波数です。第 4 級アマチュア無線技士
のかたは、「4630 kHz」にチェックを入れないでください。

※1 ※2 ※3

※4

A1A 3MA 4MA

※3

100

※1

※ 5
※ 4

※ 2

※ 2

※ 3

TS-2000Sの場合

TS-2000SXの場合

TS-2000Vの場合

TS-2000VXの場合
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申請書類の書き方

データ通信をするための申請について
本機の改造をせずに、本機に装備されているコネクター (MIC、ACC2) に付属装置を接続してデータ通信をする場合は、以下
のように申請してください。
1) 新たに使用する無線機に付属装置を接続する場合（開設、もしくは取替・増設）は、送信機系統図と付属装置の諸元を添付して、
保証業務実施者の保証を受けて申請します。

2) すでに免許を受けている無線機に付属装置を接続する場合 ( 変更 ) は、送信機系統図と付属装置の諸元を添付して、直接、
管轄の総合通信局へ申請します。

■記入例
本機と PCを接続し、PCのサウンド機能を利用して低周波の変調によるデータ通信をする場合。申請には、送信機系統図とデー
タ通信の諸元を添付します。
・ 次ページに記載の送信機系統図を使用される場合は、申請の内容に応じて送信機系統図を変更してください。
・  無線機内部の記載を簡略化した送信機系統図を作成される場合は、下記の記載例のように、次ページの送信機系統図に基づ
き、マイクロホンからの入力と付属装置からの入力との関係、および低周波の変調によるデータ通信であることが具体的に
わかるように記載してください。

● MIC コネクターを使用する場合の例                            ●PKD端子 (ACC2 コネクター ピン 11) を使用する場合の例

技適番号：002KN***
(TS-2000**)パーソナル

コンピュータ

付属装置 MIC

ANT 送信部
ANT

パーソナル
コンピュータ

電圧増幅
付属装置

PKD(ACC2)

MIC

技適番号：002KN*** (TS-2000**)

※無線機の改造はせず、変調用オーディオ信号を入力するための端子

として無線機背面にあらかじめ装備されているACC2コネクターの

PKD端子に付属装置からの信号を入力し、諸元のように低周波の変

調によるデータ通信をおこなう。

●PKD端子 (ACC2 コネクター ピン 11) を使用する場合の例
(メニューNo.50F を "9600bps" に設定しておこなう FMモード9600bps の通信を含む )

D/A 混合 電圧増幅
MIC

電圧増幅
ﾛｰﾊﾟｽ
ﾌｨﾙﾀ

A/D DSP

 FM(9600bps)

付属装置 ANT

パーソナル
コンピュータ SSB / AM / FM(1200bps)

送信部
周波数
変調

　SSB / AM
　FM

PKD(ACC2)

技適番号：002KN*** (TS-2000**)

※無線機の改造はせず、変調用オーディオ信号を入力するための端子として無線機背面にあらかじめ装備されている

ACC2コネクターのPKD端子に付属装置からの信号を入力し、諸元のように低周波の変調によるデータ通信をおこなう。

・ 諸元の内容につきましては、データ通信用ソフトウェアの仕様などをご確認のうえ記載してください。
・ 上記の記載例は、申請先の審査の結果を保証するものではありません。申請の内容や申請先によって、審査の結果が変わる
ことがあります。必要に応じて申請先にご確認ください。

保証を受けて申請する場合

無線局申請書類に、必要事項を記入した「アマチュア局の無線設備の保証願書」を添えて、保証業務実施者の保証を受けて申
請してください。

保証を受けて申請する場合のお問い合わせ先 (2015 年 8 月現在 )

JARD 保証事業センター　〒 170-8088 東京都豊島区巣鴨 3-36-6　共同計画ビル 7F　TEL (03) 3910-7263

　　http://www.jard.or.jp/hosho/

TSS 株式会社 保証事業部　〒 113-0034　東京都文京区湯島 3-20-12 ツナシマ第 2 ビル 4 Ｆ　TEL (03) 6803-0322

　　http://www.tsscom.co.jp/

参考： 
◆ EMEのための免許申請に限り、144MHz帯の100Wへのパワーアップ（有料）をお受けいたします。詳細はJVCケンウッドカスタマーサポー
トセンターにお問い合わせください。
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送信機系統図
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100

パワーダウンする

4 前面パネルの上側を前に引くと、90度回転して止まり
ます。

5 プリント基板のチップジャンパーを取り外します。
 半田ごてを使って注意深く作業してください。

この部品を
取り外す

～～
～～

6 前面パネル、下ケース、上ケースのねじを止めて元に戻
します。

● 改造後の送信出力は下記のようになります。

周波数帯 改造前 改造後

1.9 ～ 50MHz 帯
144MHz 帯
430MHz 帯
1200MHz 帯

100W
50W
50W
10W

50W
50W
50W
10W

1 下ケースのねじ 10本を外してケースを取り外します。

2 上ケースのねじ 4本を外してケースを取り外します。

3 前面のパネルとシャーシを止めているねじの、上側の左
右 2本を外し、下側の左右 2本は緩めておきます。

緩める
外す

改造方法

50Wにパワーダウンする
TS-2000S/SX を移動する局の設備として申請する場合、および第 3級アマチュア無線技士に対する 50W固定措置をする場
合は、出力を 50Wにパワーダウンしなければなりません。

・ 50Wに改造した場合は、技術基準適合証明等の送受信機としての申請はできません。下記のように必要な書類を添付して、 
保証業務実施者の保証を受けて申請してください。（「保証を受けて申請する場合」→ p. 97）。

■ 販売店 (JAIA 加盟店 )または当社で改造した場合
販売店 (JAIA 加盟店 ) または当社が発行する＜空中線電力の 50W固定措置に関する証明書＞を添付して、保証業務実施
者の保証を受けて申請してください。

■ お客様が改造した場合
＜下記改造方法 1～ 6の内容のコピー＞と＜改造箇所がわかる写真＞を添付して、保証業務実施者の保証を受けて申請
してください。

・お客様が改造したことに伴う故障は、保証期間内でも無償修理の対象外になります。
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内蔵TNCコマンド一覧
コマンド名 省略形 機能内容 設定範囲 初期値

AUTOLF AU ホストに対し「CR」の後に「LF」を付けます。 ON/OFF ON

BEACON B ビーコンの送信間隔を設定します。10s 単位 EVERY/AFTER
n（0ー 250） EVERY 0

BTEXT BT ビーコンとして送信する文字列を設定します。 159文字 ー

CALIBRA CAL マークとスペースをデュ－ティー 50%で送信します。
「Q」をタイプするとキャリブレートモードを終了します。 ー ー

CHECK CH 相手からのパケットが途絶えてからディスコネクト (存在確認 )するま
での時間を設定します。10s 単位 0ー 250 30

CONNECT C コネクト要求を出す。
Call（VIA‥‥）

（注）‥‥は中継局のコール
サイン

ー

CONVERSE CONV
またはK コンバースモードに移行します。 ー ー

CPACTIME CP コンバースモードでも PACTIMEを有効にします。 ON/OFF OFF
CR CR 送信パケットに「CR」を付加します。 ON/OFF ON

DISCONNE D ディスコネクト要求を送信します。 ー ー

DISPLAY DISP コマンドの状態を表示させます。 クラス指定文字
（A/C/H/I/L/M/T） ー

DWAIT DW チャンネルが空いてから PTTを ONにするまでの時間を設定します。
10ms単位 0ー 250 30

ECHO E エコーバックします。 ON/OFF ON

FIRMRNR FIR RNRフレーム受信時、次のフレーム受信まで送信しない (ON) か、再送
信する (OFF) かを選びます。 ON/OFF OFF

FLOW F キー入力を開始すると、受信パケットを表示しない。 ON/OFF ON
FRACK FR パケット送信後、リトライ送信するまでの時間を設定します。1s単位 0ー 250 3
HBAUD HB 通信速度を切り替えます。 1200/9600 1200
MCOM MCOM すべてのフレーム (ON)/I フレームのみ (OFF) をモニターします。 ON/OFF OFF
MCON MC コネクト中に他局をモニターします。 ON/OFF OFF
MONITOR M パケット通信をモニターします。 ON/OFF ON
MRPT MR ヘッダにディジピートルートを含めます。 ON/OFF ON
MYCALL MY 自局のコールサインを設定します。 6文字＋ SSID NOCALL
PACLEN P パケットの最大データ数を設定します。 0ー 255 128

PACTIME PACT パケットの自動送信間隔を設定します。100ms単位 EVERY/AFTER
n（0ー 250）

AFTER
10

PERSIST PE P-persisten CSMA方式の確率を設定します。 0ー 255 128

PPERSIST PP P-persisten CSMA方式に設定します。 ON/OFF ON

RESET RESET パラメータを初期値に戻します。バックアップしていた内容も初期化さ
れます。 ー ー

RESPTIME RES 確認パケットの送信遅延時間を設定します。100ms単位 0ー 250 5

RESTART RESTART TNCの電源を切り、再度入れます。 ー ー

RETRY RE
リトライ送信の回数を設定します。コネクトされた状態でパケットの通
りが悪い場合に、RETRYで設定された規定回数になると再びコネクト
要求を送信します。

0ー 15 10

SENDPAC SE パケットを送信させる文字コードを設定します。 0ー＄7F $0D

SLOTTIME SL P-persisten CSMA方式の乱数発生時間間隔を設定します。 0ー 250 3

TRACE TRAC メッセージ内容と全部 (ON) または一部の (OFF) フレームを表示します。 ON/OFF OFF

TRIES TRI リトライカウンターの内容を変更します。 0ー 15 0

TXDELAY TX PTT を ONにしてからデータを送信し始めるまでの時間を設定します。
10ms単位 0ー 120 50

UNPROTO U コネクトしないときのパケットの送り先とディジピートルートを設定し
ます。

Call（VIA‥‥）
（注）‥‥はコールサイン CQ

XFLOW X ソフトフロー制御 (ON) かハードフロー制御 (OFF) かを選択します。 ON/OFF ON

注意； 

◆ 本機内蔵の TNCはパケットクラスターチューニング機能の為に設計された簡易型のため、一般的な外部 TNCに比べて利用できる機能は
限られています。

◆ 本機内蔵の TNCのバッファーメモリーのサイズは 128 バイトです。伝送するデータの量などの条件によっては動作が安定しない場合があ
ります。

◆ 本機内蔵の TNCは、KISS モードはサポートしていません。



102

　定　格

注意 :

◆ JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法によります。
◆ 定格は技術開発にともない変更することがあります。

一般仕様
TS-2000S/SX TS-2000V/VX

電波型式 J3E (SSB), A1A(CW), A3E (AM)
F1D/F2D/F3E (FM)

接地方式 マイナス接地

アンテナインピーダンス 50Ω（アンテナチューナー整合範囲、
1.9 ～ 50MHz 帯 16.7 Ω～ 150Ω）

電源電圧 DC 13.8 V ± 15％

消費電流
受信 (無信号時 ) 2.6A 以下
送信 (最大 ) 20.5A 以下 15A以下

使用温度範囲 － 10℃～＋ 50℃

周波数確度
(25℃± 2℃にて )

メインバンド
(FM除く ) ± 0.5pm以内

メインバンド (FM) ± 0.5 ppm ± 500Hz 以内
サブバンド ± 0.5 ppm ± 600Hz 以内

周波数安定度
(－ 10℃～
＋ 50℃にて )

メインバンド
(FM除く ) 

25℃の周波数に対して
± 0.5ppm以内

メインバンド (FM) 25℃の周波数に対して± 0.5ppm ± 2 kHz
サブバンド 25℃の周波数に対して± 0.5ppm ± 600 Hz

寸法 [ 幅× 高さ× 奥行き ]
（ ）内は突起物を含む

270 × 96 × 317mm
（281 × 107 × 371mm）

質量約 7.8kg（S/V）、約 8.2kg（SX/ VX）

送信部
TS-2000S/SX TS-2000V/VX

送信周波数範囲

1.9MHz 帯 1.81 ～ 1.825MHz
1.9075 ～ 1.9125MHz

3.5MHz 帯
3.8MHz 帯

3.5 ～ 3.575MHz
3.599 ～ 3.612MHz
3.68 ～ 3.687MHz
3.702 ～ 3.716MHz
3.745 ～ 3.770MHz
3.791 ～ 3.805MHz

4,630kHz 4,630kHz
7MHz 帯 7.0 ～ 7.2MHz
10MHz 帯 10.1 ～ 10.15MHz
14MHz 帯 14.0 ～ 14.35MHz
18MHz 帯 18.068 ～ 18.168MHz
21MHz 帯 21.0 ～ 21.45MHz
24MHz 帯 24.89 ～ 24.99MHz
28MHz 帯 28.0 ～ 29.7MHz
50MHz 帯 50～ 54MHz
144MHz 帯 144～ 146MHz
430MHz 帯 430～ 440MHz
1200MHz帯 ［ 1260 ～ 1300MHz］

送信出力

SSB
CW
FM

1.9 ～ 28MHz 帯
Max 100W 10W
Min 5W 1W

50MHz 帯
Max 100W 20W
Min 5W 1W

144,430MHz 帯
Max 50W 20W
Min 5W 1W

1200MHz 帯
Max 10W 10W
Min 1W 1W

AM

3.5～ 144MHz帯
Max 25W 5W
Min 5W 1W

430MHz 帯
Max 12.5W 5W
Min 5W 1W

1200MHz 帯
Max 2.5W 2.5W
Min 1W 1W

変調方式
SSB 平衡変調
FM リアクタンス変調
AM 低電力変調

スプリアス
発射強度

1.9 ～ 28MHz 帯 － 50dB以下
50MHz 帯 － 63dB以下 － 60dB以下

144～ 430MHz 帯 － 60dB以下
1200MHz 帯 － 53dB以下

搬送波抑圧比 50dB以上
不要側波帯抑圧比（ 変調周波数 1.0kHz） 50dB以上

最大周波数偏移（ FM）
ワイド ± 5kHz 以下
ナロー ± 2.5kHz 以下

送信周波数特性 SSB 400～ 2600Hz で－ 6dB以内
XIT 可変範囲 ± 20.00kHz

マイクロホン入力インピーダンス 600Ω

受信部

受信方式
FM以外 クォードラプルスーパーヘテロダイン方式
FM トリプルコンバージョンスーパーヘテロダイン方式

サブバンド ダブルコンバージョンスーパーヘテロダイン方式

受信周波数範囲
メインバンド

500kHz ～ 30MHz
50MHz ～ 54MHz
144MHz ～ 146MHz
430MHz ～ 440MHz

［1260MHz ～ 1300MHz］

サブバンド
144MHz ～ 146MHz
430MHz ～ 440MHz

中間周波数

メイン
バンド

第 1
HF～ 50MHz：　　　　　
　69.085MHz/75.925MHz
144/430MHz：41.895MHz
［1200MHz：135.495MHz］

第 2 10.695MHz
第 3 455kHz
第 4 12.0kHz(FMを除く )

サブバンド
第 1 58.525MHz
第 2 455kHz

感度

メイン
バンド

SSB
CW
FSK

500kHz ～ 1.705MHz 12dBμ (4 μ V) 以下
1.705 ～ 24.5MHz － 14dBμ (0.2 μ V) 以下
24.5 ～ 30MHz － 18dBμ (0.13 μ V) 以下
50～ 54MHz － 18dBμ (0.13 μ V) 以下
144～ 146MHz － 19dBμ (0.11 μ V) 以下
430～ 440MHz － 19dBμ (0.11 μ V) 以下

［1260～ 1300MHz］ － 19dBμ (0.11 μ V) 以下

AM

500kHz ～ 1.705MHz 30dBμ (31.6 μ V) 以下
1.705 ～ 24.5MHz  6dB μ (2 μ V) 以下
24.5 ～ 30MHz 2dBμ (1.3 μ V) 以下
50～ 54MHz 2dBμ (1.3 μ V) 以下
144～ 146MHz 0dBμ (1.0 μ V) 以下
430～ 440MHz 0dBμ (1.0 μ V) 以下

［1260～ 1300MHz］ 0dBμ (1.0 μ V) 以下

FM

28～ 30MHz － 13dBμ (0.22 μ V) 以下
50～ 54MHz － 13dBμ (0.22 μ V) 以下
144～ 146MHz － 15dBμ (0.18 μ V) 以下
430～ 440MHz － 15dBμ (0.18 μ V) 以下

［1260～ 1300MHz］ － 15dBμ (0.18 μ V) 以下

サブ
バンド

AM
144～ 146MHz 4dBμ (1.55 μ V) 以下
430～ 440MHz 4dBμ (1.55 μ V) 以下

FM
144～ 146MHz － 11dBμ (0.28 μ V) 以下
430～ 440MHz － 11dBμ (0.28 μ V) 以下

選択度
(IF)

メイン
バンド

SSB － 6dB:2.2kHz 以上 , － 60dB:4.4kHz 以下
AM － 6dB:6.0kHz 以上 , － 50dB:12.0kHz 以下
FM － 6dB:12.0kHz 以上 , － 50dB:25.0kHz 以下

FMナロー － 6dB:8.0kHz 以上 , － 50dB:20.0kHz 以下
サブ
バンド

AM － 6dB:12.0kHz 以上 , － 50dB:25.0kHz 以下
FM － 6dB:12.0kHz 以上 , － 50dB:25.0kHz 以下

イメージ妨害比
メインバンド 70dB以上
サブバンド 60dB以上

第 1中間周波数
妨害比

メインバンド 70dB以上
サブバンド 60dB以上

RIT 可変範囲 ± 20.00kHz
ノッチフィルタ減衰量 30dB以上（1kHz）
ビートキャンセル減衰量 40dB以上（1kHz）

スケル
チ感度

メイン
バンド

SSB
CW
FSK

500kHz ～ 1.705MHz  25dBμ (18 μ V) 以下
1.8 ～ 28.7MHz 5dBμ (1.8 μ V) 以下
50～ 54MHz 1dB μ (1.1 μ V) 以下
144～ 146MHz 1dB μ (1.1 μ V) 以下
430～ 440MHz 1dBμ (1.1 μ V) 以下

［1260～ 1300MHz］ 1dBμ (1.1 μ V) 以下

FM

28～ 30MHz － 14dBμ (0.2 μ V) 以下
50～ 54MHz － 14dBμ (0.2 μ V) 以下
144～ 146MHz － 20dBμ (0.1 μ V) 以下
430～ 440MHz － 20dBμ (0.1 μ V) 以下

［1260～ 1300MHz］ － 20dBμ (0.1 μ V) 以下

サブ
バンド

AM
144～ 146MHz 1dB μ (1.1 μ V) 以下
430～ 440MHz 1dBμ (1.1 μ V) 以下

FM
144～ 146MHz － 15dBμ (0.18 μ V) 以下
430～ 440MHz － 15dBμ (0.18 μ V) 以下

低周波出力（8Ω ,10％歪時 ) 1.5W以上
低周波負荷 4～ 8Ω
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使用上のご注意

使用上のご注意
本機には、さまざまなフイルター、ビート除去回路等が組
み込まれています。しかし、以下のような症状が発生する
可能性がありますが故障ではありません。

送信時のスプリアス
本機には 2つの独立した受信機（メインバンドとサブバン
ド）があるため、一方のバンドで送信しながら他方のバン
ドで受信ができます。サブバンドの受信中に送信している
周波数との高調波関係および無線機固有の周波数関係によ
り、信号を受信することがありますが、故障ではありません。

内部ビート
特定の周波数で Sメーターが振れるポイント（内部ビート）
が何箇所かあります。この症状はスーパーヘテロダイン受
信機回路構成上では必然的に発生します。以下の周波数ポ
イントで内部ビートが発生します。

・ メインバンドを操作している場合：

 51. 259MHz、430.151MHz、432. 209MHz、
436. 799MHz、439. 298MHz、1269. 387MHz、等

・ サブバンドが 144. 000MHz の場合：

 436. 249MHz、等

・ サブバンドが 439. 000MHz の場合：
436. 333MHz、等

注意：

◆ サブバンドの周波数が変わったときには、内部ビートも変化し
ます。その場合は、サブバンドをOFF（動作させない）にする
と、内部ビートはなくなります。

・ サブバンドを操作している場合：

 144. 490MHz、144.945MHz、430.150MHz、
436.210MHz、436.800MHz、等

ビジュアルスキャン
メインバンドとサブバンドの両方とも同じ 144MHz 帯また
は 430MHz 帯の周波数を設定している場合は、メインバン
ドで信号を受信していなくても Sメーターレベルの目盛り
が表示されることがあります。これはサブバンドで発生す
る内部スプリアスによるものです。内部スプリアスの周波
数については、上記の「内部ビート」をご覧ください。

AGC
AGC（→ p.38）をOFF にすると、受信音が歪む場合があ
ります。この場合は、RFゲインを下げるか、プリアンプを
OFF にするか、またはアッテネーターをONにしてくださ
い。通常、AGCがOFFの場合はRFゲインは大幅に下げます。

製品を安全にお使いいただくために
長期の使用、または長期保管のあとに使用された通信機は、
電気部品などの経年劣化がすすんでいる場合があります。
感電、火災の原因になるおそれがありますのでご注意くだ
さい。

下記のような異常に気づかれたら、直ちに使用を中止し
JVCケンウッドカスタマーサポートセンターへご連絡くだ
さい。

■  煙が出る。

■  音がひずむ。雑音が出る。異音がする。

■  変な匂いがする。

■  製品を振ると、内部から異物（ネジ、クリップなど）が
入っているような音がする。

■  製品本体、電源コード、プラグが異常に熱くなる。

■  交換しても、すぐにヒューズが切れる。

■  電源を入れるとブレーカーが落ちる。

■  電源を入れると火花が出る。

■  落雷があったあと、正常に動作しなくなった。

■  さわるとビリビリと電気を感じる。

日頃からの点検により、製品を安全にお使いください。
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保証とアフターサービス（よくお読みください）

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確
かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みいただいたあと、大切に保管してください。

【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より 1年間です。

【補修用性能部品の保有期限】
弊社はこの TS-2000S/TS-2000V/TS-2000SX/TS-2000VXの補修用性能部品を、製造打ち切り後、8年保有して
います。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

修理を依頼されるときは
91 ページの “故障かな？と思ったら” に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、
JVC ケンウッドカスタマーサポートセンターへお問い合わせください。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様御自身でお控え下さいま
すようお願いいたします。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話などの利用の機会を逸したために
発生した損害などの付随的損害につきましては、弊社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承くだ
さい。
【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って修理させていただきます。修理に際しましては、保証
書をご提示ください。
【保証期間が過ぎているときは】
修理をして使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い上げ日、故障の状
況（できるだけ具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。

【修理料金の仕組み】
（有料修理の場合は、次の料金が必要です。）
技術料： 製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理および付帯作業にかかる費用です。技術者の人件費、技
術教育費、測定機器等設備費、一般管理費等が含まれます。
部品代： 修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部材等を含む場合もあります。
送料： 郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理などをおこうにあたって、お客様に負担していただ
く場合があります。
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ABC順

1 1MHz ステップ ............................. 37
 13 ピン DIN プラグ ...................... 86

5 50Wパワーダウン .....................100

7 7 ピン DIN プラグ...................ⅳ ,87

8 8 ピン DIN プラグ...................ⅳ ,87

A ACC 2 コネクター ..............1,13,86
 AGC .................................................. 38
 ALCメーター................................. 19
 ALT ................................................... 72
 AMモード ................................19,29
 AMナロー ...................................... 29
 ANT 1 / ANT 2 コネクター ...... 13
 ANT 144 / ANT 430コネクター ..13
 ANT 1.2G コネクター ................. 13
 ASC .................................................. 34
 
C CALL ................................................ 75
 COMコネクター ........................... 13
 COMPメーター ............................ 19
 CTCSS ......................................35,46
 CW周波数補正 .............................. 44
 CWメッセージ .............................. 43
 CWモード ................................19,28
 CWライズタイム .......................... 78

D DC13.8V ...........................................2
 DC 安定化電源 ..................................2
 DCDセンス .................................... 49
 DCS ............................................36,46
 DRU-3A ....................................82,89
 DSP フイルター ............................ 55
 DTMF ............................................... 75

E EXT. SP1 ジャック ....................3,13
 EXT.SP2 ジャック .....................3,13
 EXT.CONTコネクター ..........13,87
 
F FMナロー ....................................... 29
 FMモード .................................19,28
G GND端子 ........................................ 13

H HF RX ANT ................................... 13

K KEY ジャック ................................. 13 
 
L LSB モード ..................................... 19

M MB-430 .......................................... 90
 MHz ステップ ................................ 37
 MHz スキャン ................................ 68
 MIC ゲイン ...............................20,47
 MIC コネクター ................................8
N N.R.（ノイズリダクション） .47,56
 NB( ノイズブランカー） ............... 57
 N.R.1/N.R.2 ................................... 56

P PADDLE ジャツク ........................ 13
 PC コントロール ........................... 81 
 PF キー ..................................8,77,78
 PHONESジャック ..........................8
 PWRメーター ............................... 19

R REMOTEコネクター .............13,87
 RF ゲイン ........................................ 18
 RIT（受信周波数）  ........................ 38
 RS-232Cポート ........................... 81
 RTTY　  ....................................51,86
 
S S ( シグナル）メーター ............... 19
 S メータースケルチ ...................... 78
 SQL ( スケルチ） ............................ 19
 SSB モード ...............................19,28
 SWR　 ................................................1
 SWRメーター ............................... 19
 
T TF-SET  ........................................... 31
 TNC  ...............................49,85,101
 TX モニター .................................... 79
 
U USBモード .................................... 19

V VFO A と VFO B .......................... 18
 VFOスキャン ................................ 66
 VFO周波数のコピー .................... 38
 VFOモード ..................................... 11
 VFOリセット ................................ 91
 VOICE 1/VOICE 2 ................77,84
 VOX  .............................................. 39 
 VS-3  ........................................84,89

X XIT（送信周波数）　　 ................. 40

あいうえお順

あ アース端子 ...................................... 13
 アッテネーター ................. 47,57,73

い イコライザー .................................. 41
 一時的な周波数の変更 ................. 65

う ウェイト比率 .................................. 42

え エレクトロニックキーヤー ......... 42
 エンド周波数 .................................. 62
 エントリー入力の発声 ................. 84

お オーディオイコライザー ............. 41
　  オートアンテナチューナー ......... 72
　  オートウェイティング ................. 42
 オートシンプレックス
  チェッカー ........................ 34, 48
 オートゼロイン .............................. 30
 オートビートキャンセル ............. 56
 オートモード .................................. 73
 オートレピーターオフセット ..... 34
 オートロックチューニング ......... 72
 オールリセット .............................. 91
     オールロック .................................. 77
 オフセット ...................................... 32
 オプション ...................................... 95
 音量の調整 ................................18,46

か 外部アンテナチューナー ............. 88
　  外部スピーカー ................................3

き キーイングスピード ..................... 42
 技術基準適合証明 .......................... 96
 キャリアオペレート ...............67,68

く クイックメモリー .......................... 64
 クイックメニュー .......................... 21
 グループスキャン .......................... 69

こ 交信する ...............................28 ～ 30
 コールチャンネル .......................... 75
 コンプレッション .......................... 40
 コンベンショナル .......................... 41
 コントラスト .................................. 75
 コントロールリレー ..................... 87

さ 再生 (CWモード） ......................... 44
　  再生（音声） .................................... 82
 サイドトーン .................................. 30
 サイドトーンの音量 ..................... 44
 サテライト運用 .............................. 53
 サブバンド ...................................... 45
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し 時定数 .............................................. 38
 周波数の選択 ...................19, 37, 46
 周波数を直接入力する ................. 37
 周波数を早く変える ..................... 37
 周波数ロック .................................. 77
 受信イコライザー .......................... 78
 受信フィルター .............................. 55
 受信ピッチ周波数 .......................... 30
 受信モニター .................................. 77
 照明 ................................................... 75
 申請書類の書き方 .......................... 96
 シンプレックスチャンネル ......... 58
 
す スキャン .................................. 47, 66
 スキャン再開 .................................. 68
 スキャンスピード .......................... 67
 スキャンホールド .......................... 68
 スケルチ .................................. 19, 46 
 スタート /エンド周波数 ............. 62 
 ストップビット .............................. 81
 スピーカー出力 .............................. 78
 スピーチプロセッサー ................. 40 
     スプリット運用 ..................... 31, 60 
 スプリットチャンネル ................. 59
 スプリット転送 .............................. 88
　  
せ セミブレークイン .......................... 42
 全チャンネルのスキャン ............. 68

そ 送信機系統図 .................................. 98
 送信禁止 .......................................... 41
 送信バンド /操作バンド ............. 45
 送信バンドパスフイルター ......... 41
 送信出力 ...........................20, 47, 80
 送信モニター .................................. 79
 
た 帯域幅の変更 .................................. 55
 タイムアウトタイマー ................. 79
 タイムオペレート .................. 67, 68
 
ち チャンネルスキャン ..................... 68
 
つ 通信速度 .......................................... 81

て ディスプレイ .................................. 75
 ディレイタイム .............................. 39
 定格 .................................................102
 データ転送 ...................................... 80
 電源コネクター .............................. 13
 電源を入れる .................................. 18
　  デュアルワッチ .............................. 47

と トランスバーター .......................... 79
 トラブルシューティング ............. 92
　  トーンの送信 .......................... 33, 48
 トーン周波数 .......................... 33, 34
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電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた場合は、
ただちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認してください。
参考　無線局運用規則　第8章　アマチュア局の運用第258条 
アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるときは、す
みやかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略
障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し障害に応じて JVCケンウッドカスタマーサポートセ
ンターやお買いあげの販売店などに相談するなどして、適切な処置をおこなってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA）及び日本アマチュア無線連盟（JARL）では電波障害の対策と防止についての相談窓口を
開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談ください。

日本アマチュア無線機器工業会（JAIA） 日本アマチュア無線連盟（JARL）
　〒 170-0002　東京都豊島区巣鴨 1-10-5　第 2川端ビル 2 階　　　〒 170-8073　東京都豊島区南大塚 3-43-1 大塚HTビル 6階
　TEL　03-3944-8611     　　　 TEL　03-3988-8749

● 製品および製品の取り扱いに関するお問い合わせは、JVCケンウッドカスタマーサポートセンターをご利用ください。
 ＜電話番号を良くお確かめのうえ、おかけ間違いのないようにご注意ください。＞

 固定電話からは、フリーダイヤル 0120-2727-87
 携帯・PHSからは、ナビダイヤル 0570-010-114
 ＜発信番号通知が非通知の場合は、電話番号の前に「186」を付けて、ダイヤルしてください。＞
 一部の IP 電話など、フリーダイヤル、ナビダイヤルがご利用になれない場合は、 045-450-8950
  ＦＡＸ　　 045-450-2308
 住所　　　　 〒 221-0022　神奈川県横浜市神奈川区守屋町 3-12
 受付日　 月曜日～土曜日（祝祭日・弊社休日を除く）
 受付時間 月曜日～金曜日 9：30 ～ 18：00　　土曜日　9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 17：30
● 修理などアフターサービスについては、弊社ホームページをご覧いただくか、JVCケンウッドカスタマーサポートセンターに
お問い合わせください。　　 

 URL http://www.kenwood.com/jp/cs/service.html
● ユーザー登録 (My-Kenwood) をご利用ください。
 お買い上げいただいたケンウッド製品をご愛用いただくために、弊社ホームページ内でユーザー登録することをおすすめします。
 URL http://jp.my-kenwood.com
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